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　　　第一章







　　　　　１




「……迷った」

　見知らぬ風景を眺めつつ、つぶやきを漏らす。

　目の前には、さびれた廃はい墟きよがひっそりと佇たたずんでいた。

　かつては多くの人々が住んでいたであろう住宅地。だけど今は周囲に人影は皆無で、誰だれかがどこからか現れそうな気配もない。

　無人の空間が、目の前には広がっていたんだ。

　──その道を選んだことに、特別な理由があったわけじゃない。

　気の迷い。暇だったから。ちょっとした好奇心。

　理由なんていくらでも後付けできるけれど、結局のところはただなんとなく、普段とは違うことをしたかっただけ。

　地元から三駅離れた場所にある高校へ通う僕は、いつもと変わらない退屈な放課後に、通学路から少し逸それた脇わき道みちへと足を向け、そして気が付いたときには、ここにたどり着いていたというわけだ。

　心を落ち着けるため、大きく深呼吸をする。焦あせったところで迷子まいごになったという事実が変わるわけじゃない。こういうときは冷静になることが大事だ。

　……とはいえ、ここに突っ立っていても仕方がないか。

　ひとまず人のいそうな場所に戻ろうと思い、僕は踵きびすを返す。

　地割れのような重い音が聞こえてきたのは、まさにそのときだった。

「えっ」

　反射的に立ち止まり、音のした方へ視線を向ける。

　そこには大きな光が生まれていて、そのまばゆさに思わず目を細めた。

　光はさらに強くなり、突如、『裂け目』が生まれる。

　それはまさに『空間が割れた』としか言いようのない光景で、目の前で起きている出来事を、僕はただ見つめることしかできなかった。

　やがて光は収まり、同時に、裂け目から一人の女の子が現れる。

　長い黒髪を揺らして現れたその子を、僕は茫ぼう然ぜんと見つめた。

　彼女は赤色を基調とした、きわめて露出の多い衣装を着ており、透き通るような白い素肌が目にまぶしい。

　スレンダーだけど、胸元には確かな大きさが備わっていて、その絶妙に均整の取れた体形に、思わずノドを詰まらせそうになった。

　そう。彼女は美しかったんだ。言葉も出ないほどに。

「ふう……」

　その子は軽く声を上げると、大きく伸びをして笑みを浮かべる。

「やっぱり、こっちの空気は気持ちいいですね」

　そう言って無警戒に肩をほぐす彼女を見ながら、

「姫ひめ咲さきアテナ……」

　僕の口からは、不意にそんな言葉が漏れた。

「へっ？」

　名を呼ばれた彼女は振り向き、

「あひゃうっ！」

　大きな目を丸くして飛びのき、緊張の面持ちを浮かべる。

　しばらくの間、僕たちはお互いを見つめ合っていたが、

「さ、佐さ倉くら君？」

　向こうから名前を呼ばれ、今度はこっちが驚く番だった。

「な、なんで僕の名前を知ってるの？」

「えっ？　ええっと、その、ふと、そんな名前が浮かんだんですけど、もしかして合ってましたか？」

「あ、ああ。僕は佐さ倉くら和泉いずみ。君は姫ひめ咲さきアテナ、だよね？」

「は、はい、そうですけど。あなたこそ、どうしてわたしの名前を？」

　問い返されて、思わず言葉に詰まる。

　説明はできる。できるけど、今はそれどころじゃない。

「そ、そんなことより、君はどうやってここに現れたんだ？」

「えっ」

「何もない空間から、いきなり飛び出してきたように見えたんだけど」

「ふえっ!?　え、えーっと、あの、その、な、なんのことでしょう？」

「なんのことって、そのまんまの意味だよ。さっきのあれは、まるで魔法でも使ったみたいな感じだったよね」

「……もしかして、全部、見てました？」

「あ、ああ、うん。全部と言ってもいいかもしれない」

「そ、そうですか。えっと、それは、えっと、その……」

　彼女は目をそらし、言葉を濁していたが、

「──説明するしかないですね」

　観念したように顔を上げると、まっすぐにこちらを見つめ、

「実はわたし、異世界で勇者やってるんです」

　唐突なカミングアウトをした。

「異世界で、勇者？」

「はい。三年くらい前のある日、向こうの世界の偉い人に召しよう喚かんされまして、それ以来ずっと、勇者として戦い続けてるんです」

　照れたような表情を浮かべ、彼女は続ける。

「異世界は今、巨大な闇やみに覆われていまして、その闇やみを払うのが勇者であるわたしの役目なんです。それで、わたし、そこそこ活躍できているつもりなんですけど、戦いばかりの毎日なので、疲れるときもあるんですよね。そういうときはこうして元の世界に戻ってきて、気持ちをリフレッシュさせてるんです。騒ぎになるといけないので、普段はなるべく人のいない場所を選んで戻ってるんですけど、今日きようは偶然、その場面をあなたに目撃された、というわけです」

　彼女はゆっくりとした口調で、その他にも色々なことを話してくれた。

　砂漠に覆われた国々や、そこで暮らす人々のこと。

　戦う技術や勉学を教えてくれた恩師たちのこと。

　かつては劣勢だったけど、今は闇やみを押し返すほどの力を身に付け、反撃に転じていること。

「救えなかった方もたくさんいますし、後退を余儀なくされることだって何度もありました。楽な戦いなんて一つもありません。それでも、少しずつ状況は良くなってきています。いつかきっと、明るい未来は訪れるはずです」

　彼女の話は真しんに迫っており、僕はただ黙って耳を傾けるばかり。

　……ただし、語られた内容自体は、荒こう唐とう無む稽けいなものだ。

　どこかで聞いたような、よくある作り話。そう受け取られても仕方ないという自覚が、彼女にはあるのだろう。

「まあ、いきなりこんなことを聞いても、すぐには信じてもらえないですよね」

　そう言って苦笑し、軽く肩をすくめる。

「いや、信じるよ」

　けれど、僕はあっさりと、そう答えた。

　その返事が意外だったのか、彼女はその大きな目を、さらに見開く。

「ほ、本当ですか？　気遣ってくれてるとか、社しや交こう辞じ令れいだとか、そういうのではなく？」

「ああ。心の底から信じてる」

　僕が念を押すように、大きくうなずくと、

「あ、ありがとうございます！」

　彼女は表情を明るくして、深々と頭を下げた。

「佐さ倉くら君って、いい人なんですね！」

　顔を上げ、その子は爽さわやかな微笑ほほえみを浮かべる。

「……いや、そうじゃなくて」

　でも、僕はゆっくりと、首を横に振った。

　いい人かどうかという、そういう問題じゃない。

　目の前の女の子が言ったことを、僕が信じるのは当然なんだ。

「だって君は、僕が考えたキャラクターなんだから」

「…………はい？」

　僕の言葉に、彼女は首を傾かしげ、まじまじとこちらを見つめてくる。

「えっと、どういう意味ですか？」

「聞かなくても分かるだろう？　僕の頭の中で起きてることなんだし」

　──僕の趣味の一つに、『創作ノートの執筆』というものがある。

　自分で考えたオリジナルのキャラクターを、ノートに書き記すという、それだけのものだが、そのノートに書かれたキャラクターの中の一人に、彼女はそっくりなんだ。

　職業は勇者で、異世界を救うために戦っている女の子。

　黒髪ロングの超絶美人で、スレンダーだけどおっぱいは大きく、きわめて露出の多い衣装を着ている。

　実際に目まの当たりにすると、そのあまりの美しさと艶つややかな素肌に心が乱されるばかりで、直視するのも難しいけど、でもその特徴はまさに、ノートの記述通りだ。

　だからこそ、僕は彼女の発言を信じることができる。

　だってその言葉は、自分の頭の中で、自分自身が発していることなんだから。

　つまり、僕は今、幻覚を見てるんだ。

　自分が考えたキャラクターと、対面するという幻覚を。

「あ、あの、頭の中で起きてることって言われましても、よく分からないのですが。わたし、今、ここにいますよね？」

「うん、そうだよ。僕の目の前に、君がいるという幻覚を、見ているってことさ」

「……いや、いやいやいや、そんなわけありません。わたしはここにいます。幻覚なんかじゃありませんよ？」

　僕の説明に彼女は納得できないのか、不満そうな表情を浮かべる。

「そう言われても、君が幻覚だという事実は変わらないよ」

「いえ、わたしはここにいます。実在する人間です」

「だから、そんなわけないんだって」

「どうしてそう言い切れるんですか？」

「だって、現実の世界に、君みたいにかわいい子がいるわけないじゃないか」

「…………えっ」

　僕の言葉を聞いて、彼女は一瞬、キョトンとしたが、

「い、い、いきなり、何を……」

　わずかな間を置いてから、その頰ほおが朱色に染まった。

「思った通りのことを言っただけだよ。君はかわいい。そのせいで目をそらすこともできない。そんなにもかわいい女の子が、実在すると考える方がおかしいよ」

「う、あ、あの、その……」

　動揺しているのか、彼女は目を泳がせる。

「う、嬉うれしいです。そんなこと、言われたことがなかったので」

　そりゃあ、そうだろうな。君は、僕だけが見ている幻覚なんだから。

　姫ひめ咲さきアテナは空想上の存在。

　いうなれば、非実在少女だ。

　そもそも、こんなにかわいい子と話をできていること自体がおかしいんだ。

　ここ数年、家族とすらまともな会話を交わしてない僕が。

「で、でも」

　不意にアテナは顔を上げると、僕をまっすぐに見つめた。

「佐さ倉くら君も、かっこいいですよ」

　その一言に、鼓動が跳ね上がる。

「あ、う、あ、ありがとう……」

　息を詰まらせそうになりながらも、なんとかノドの奥から声を絞り出した。

「い、いえ、こちらこそ」

　彼女は照れ笑いを浮かべ、お互いにギクシャクと頭を下げ合う。

　心臓はまだ激しく脈打っていたが、でも、確信した。

　やっぱり彼女は幻覚だ。僕なんかに初対面で好意的に接してくれる人なんて、いるはずがないのだから。

　姫ひめ咲さきアテナは僕自身が生み出した『キャラクター』なんだ。

「って、そういう話じゃなくってですね！」

　と、アテナは不意に声を上げ、軽く頭を振って表情を引き締めた。

「わたしが今、実際に、ここにいるということを、どうすれば信じてもらえるんですか？」

　真剣な眼差まなざしを向けられ、僕は首を傾かしげる。

　どうしてこの子は怒ってるんだろう？　僕の空想から生まれた存在なんだから、僕の考えていることは伝わり、僕の考えた通りに動きそうなものなのに、さっきからこちらの意図しないことばかりを話しているのが、なんだか奇妙に思える。

　……いや、でも、自分の頭の中で起きている出来事だからといって、制御できると考えるのは早計か。

　コントロールできるような空想なら、誰だれも困ったりはしない。自分の意思を超えた存在だからこそ、厄介なんだと思う。

　実際、僕は今、きわめて面倒な状況に陥っているわけだし。

　おそらく孤独な日々が続いたせいで、こんな幻覚まで見るようになったのだろう。ここ数年の日々を振り返ってみて、自分で自分が嫌になってくるけど、嘆いたところで目の前で起きていることが収まるわけじゃない。

　どうにかしてこの幻覚を振り払わなきゃと、僕は眉み間けんにしわを寄せる。

　──再び異変が起きたのは、そのときだった。

　さっきアテナが現れたのと同じ場所に、『闇やみ』が生まれたんだ。

　何もない空間から、するりと抜け出すように出てきたその物体は、まさに闇やみとしか言いようのない物だ。

　大きさは小犬程度だが、確かな形を持たず、あやふやな姿のまま蠢うごめいている。その正体不明な何かを、僕はただ見つめることしかできない。

　闇やみは不意に動きを止めると、その中心に赤い光を二つ灯ともらせた。

　二つの光は、まるで狙ねらいを定めたかのようにこちらへと向けられる。

　次の瞬間、闇やみが跳躍し、すさまじい速度で僕の眼前まで迫った。

　突然のことに驚き、頭の中が真っ白になり、

「伏せて！」

　刹せつ那な、アテナの叫びが聞こえ、反射的に身を屈かがめた。

　彼女は僕の前に立ちふさがると、左腕を胸の前に突き出す。

　その手のひらからは真っ白な光が生まれ、アテナはそれを、闇やみに向かって撃ち放った。

　光の直撃を受け、闇やみの塊は吹き飛び、地を転がる。

「……」

　闇やみを見据えたまま、アテナが右腕を掲げると、その手の中に、突如として一本の剣が現れた。

　その剣は目立った装飾などはないが、刃やいば全体が淡い光に包まれていて、厳かな空気を放っている。

　アテナは両手で剣を持ち、軽く腰を落とすと、

「はあっ！」

　気合いの声と共に、地面を蹴けった。

　彼女は風のような速さで駆け抜け、闇やみとの間合いを一瞬で詰めると、剣を一いつ閃せん。

　わずかな間の後、闇やみは真っ二つに切り裂かれ、やがて溶けるように消え去った。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「えっ」

　目の間で起きたことを眺めるばかりだった僕は、アテナに声をかけられ、我に返る。

「どこか、ケガしてませんか？」

「あ、ああ、平気だよ。君こそ、なんともないのか？」

「はい、鍛えてますから」

　彼女は軽くガッツポーズを取ると、口元に笑みを浮かべた。

　何気なく見せられたその笑顔に、僕の鼓動はまた大きく跳ね上がる。

　そして同時に、『やっぱりな』という確信も、心に広がっていった。

　ついさっき繰り広げられた出来事が、あまりにも現実離れし過ぎていたから。

　何もない空間から闇やみが生まれて、僕に襲いかかったことも、その闇やみを、アテナが打ち払ったことも。

　あんなことが実際に、現実の世界で起きるはずがない。

　ということは、やはり僕は、幻覚を見ているんだ。

　どう考えてもそれ以外はあり得ない。

（……孤独な生活に耐えかねて、こんなにもリアルな空想を思い描くようになったんだな）

　自分の置かれた現状を、妙に冷静な気持ちで分析する。

　まあ、考えようによっては、大きな収穫だと言えるかもしれない。三年以上も孤独な日々を送っていたら、幻覚を見るようになると、知ることができたのだから。

　僕の考えていることがどれほど伝わったのかは分からないが、アテナは笑みを浮かべたまま、こちらへ歩いてくる。

「少し、時間をかけすぎたみたいです」

　手に持っていた剣はいつの間にか消えていて、彼女は小さく息を吐く。

「これ以上ここにいると、またさっきみたいな闇やみが、こちらの世界にあふれてくるかもしれません。それだけは避けないと」

　そう言ってアテナは軽く肩をすくめたが、

「でも、その前に……」

　右手の人差し指を僕に向けると、口の中で小さく何かを唱えた。

　すると彼女の指先が一瞬だけ光り、僕の額の辺りに何かが当たったような感触を覚える。

「今、あなたの肉体に『マーク』を残しました。他の人からは何も見えませんが、わたしだけはあなたがどこにいるのか把握できるようになっています。二人の間に『つながり』ができたと思ってくれると、分かりやすいかもしれません」

「はあ」

「いきなりでごめんなさい。でも、これでわたしがまたこちらの世界に戻ってくるとき、迷わずあなたの近くに現れることができるはずです」

「別に謝らなくてもいいんだけど、でも、どうしてそんなものを残したんだ？」

「……あなたに、また会いたいからです」

「えっ」

「わたしが実在するということを、どうしても信じてもらいたいんです。そのことを証明するためにも、しっかり準備をしてから再会したいんです。ダメ、ですか？」

　上目遣いで尋ねられ、僕は思わず首を横に振った。

「い、いや、構わないよ。どうせ暇だし」

「ありがとうございます！」

　アテナは表情を輝かせたが、すぐにその顔が曇る。

「……とはいえ、わたしもあまり頻ひん繁ぱんには戻ってくることができません。次に会えるとしたら、来週の同じ時間です。そのとき、またこの場所で、会ってくれますか？」

　無言でうなずくと、彼女は再び笑みを浮かべた。

「それではまた来週、お会いしましょう！」

　アテナは細かく指を動かし、その先を何もない空間に向ける。するとそこに、大きな裂け目のような物が生まれた。

　軽く手を振り、彼女はその裂け目へと飛び込む。

　そして次の瞬間には、もうアテナの姿はどこにもなかった。

「……」

　目の前には誰だれもいない廃はい墟きよが広がるばかりで、さっきまでの騒がしさがウソのようだ。

　いや、実際にウソだったのだろう。

　僕はただ、幻覚を見ていただけなのだから。







　玄関のドアを開けたとき、日はすっかり落ちていた。

　あの後、どうにかしていつもの通学路へと戻ることができた僕は、迷子まいご状態を脱したことに安あん堵どしつつ、無事に帰宅。

「おかえり。晩ご飯できてるよ」

　僕の姿を見て、母が発した言葉はそれだけだった。

　いつもより帰りが遅かったことについて、何も聞こうとしないし、僕からも何も言わない。

　母は良くも悪くも放任主義なところがあるから、それほど気にしてないのかもしれない。

　こちらとしても説明するのは難しいから、詮せん索さくされないのはありがたい。

　夕食を終え、お風ふ呂ろから上がった後、僕は自室の机から一冊のノートを取り出した。

　表紙に①と書かれたそのノートを、ゆっくりとめくる。

　そして、１ページ目に書かれている『その名前』を凝視した。

　姫ひめ咲さきアテナ。

　名前の後に続くのは彼女に関する設定の数々だが、そこに書かれている内容は陳腐なものだ。

　どこかで聞きかじった要素の寄せ集めばかりで、読み返してみると無性に恥ずかしくなってくる。

　それでも、僕にとっては思い入れの深いキャラなんだ。

　初めて考えた、オリジナルのキャラクターだから。

「やっぱり、あれは幻覚だったんだろうな」

　誰だれに聞かせるわけでもなく、小さくつぶやく。

　おそらく僕は自分でも気づかないうちに、精神的に追い詰められていたのだろう。

　だから、あんなものを見たんだ。

「……かわいかったな」

　自然とそんな言葉が漏れ、慌てて頭を振る。

　僕の空想から生まれたんだから、かわいいと感じるのは当たり前だ。

　あのとき、アテナは再会を約束して消えていった。

　ということは、約束の日になれば、また彼女は現れるのだろうか。

　それとも、もう会えないのだろうか。

「……考えても意味はない、か」

　もう一度頭を振り、ノートを引き出しの中に仕舞う。

　いずれにせよ、今、この場に彼女はいない。

　見えていない幻覚について、頭を悩ます必要はないはずだ。

　今日きようはもう、さっさと寝よう。

　学校の宿題を適当に済ませ、見るつもりだった深夜アニメを録画予約し、日付も変わらないうちにベッドへ入る。

　疲れていたのか、眠気はすぐに襲ってきた。







　その日の夜、僕は夢を見た。

　姫ひめ咲さきアテナの夢だ。

　彼女がいる場所は砂漠に覆われた過酷な世界で、そこは強大な『闇やみ』に支配されようとしていた。

　その世界を覆う闇やみは、僕が放課後に相あい対たいしたものより何百倍、何千倍も大きく、そんな相手に怯ひるむことなく、アテナは剣を振り、魔法を放ち、勇ましく立ち向かっていく。

　やがて彼女が周囲の闇やみを追い払うと、どこからともなく歓声が聞こえてきた。

　闇やみに怯おびえ、隠れていた住人たちが、アテナを称たたえているんだ。

　彼ら彼女らは、みんな頭にネコミミを生やしている。おそらくその世界では、それが普通の姿なのだろう。

　住人たちに応こたえるべく、アテナは右腕を掲げ、笑みを浮かべた。

　すると歓声はさらに大きくなり、誰だれもが彼女の名を呼ぶ。

　皆の応援を背中に受けつつ、アテナは足を踏み出し、また新たな地へと旅立つ。

　闇やみを払うために。







　──まぶたを開けると、窓の外から漏れる朝日が飛び込んできた。

　意識が覚かく醒せいした後も、僕はしばらくの間ぼんやりと寝転がっていたが、やがてゆっくり起き上がり、ベッドから抜け出す。

　そして机から⑦と書かれたノートを取り出すと、一番新しいページを開き、さっき見た夢の内容を書き記していった。

　そうするべきだという気がしたからだ。

　頭の奥にはまだ、鮮明な記憶が残っている。まるですぐ近くで見ていたかのような、リアルで生々しい感覚が、こびり付いて離れようとしない。

　この記憶を、記録として残しておかなければならない。そういう義務感にも似た思いが、胸の内に広がっていく。

　もしかしたら、昨日きのうの放課後に体験したことの影響で、神経が過敏になっているだけかもしれない。

　それでも構わない。何しろ、幻覚を見たこと自体が初めてのことなんだ。その幻覚に影響されて見た夢ならば、記録として残しておいても損はしないだろう。少なくとも僕の身に何かが起きているのは間違いないわけで、その原因を突き止める手がかりにはなるはずだ。

　そんな願いも込めて、僕はノートの白地を少しずつ埋めていく。

　夢の中で見た、アテナの姿を思い浮かべながら。
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「うっ」

「げっ」

　通学路の途中、僕と彼女は顔を合わせた瞬間、同時に声を漏らした。

　不意打ちだったせいで言葉が続かず、目の前の人物をまじまじと見つめる。

　成なる宮みや明日あす華か。

　僕よりも背が高く、僕よりもボサボサの髪をしたその子は、鋭い眼光でこちらを見下ろしている。

　……顔を合わさないように、普段は登校時間をずらしているんだけど、今日きようはノートを書いていたから時間が狂って、運悪く鉢合わせてしまったのだろう。

　僕たちはお互いに硬直したままだったが、しかし明日あす華かはすぐに顔を背け、さっさと歩いていく。

　そんな彼女を僕も止めようとせず、ゆっくりと歩みを再開させた。

　歩くのは向こうの方が速いから、距離は詰まらず、それどころか次第に離れていく。

　こっちも歩調を合わせるつもりなんてないし、言葉を交わす必要もない。

　やがてその姿が視界から消えると、僕は小さく息を吐いた。

「油断した……」

　一人つぶやき、僕もそのまま同じ方角へ向かっていく。

　行き先は同じなんだから当然だ。







　授業が始まってからも、僕は明日あす華かのことばかりを考えていた。

　僕と明日あす華かは幼稚園の頃ころからの付き合いだ。幼おさな馴な染じみ、腐れ縁等々、呼び方は色々あるだろうけど、長い時間を共にしてきたことは事実で、小学生のときは六年間ずっと同じクラスだった。

　そして、その小学生時代に過ごした明日あす華かとの日々が、僕の人生で最高の時期だったと思う。

　あの頃ころ、あいつは誰だれよりも目立っていた。

　楽しそうなことならなんでもすぐに実践する行動力があり、多くの人に慕われるカリスマ性を備え、学年の誰だれもが知るほどの圧倒的な存在。

　一方、僕は人見知りが激しく、運動も勉強も全然ダメダメで、明日あす華かとは真逆な立ち位置にいたんだけど、なぜかあいつとは妙に波長が合い、一緒にいることが多かったんだ。

　思えば、全く正反対な二人だったからこそ、逆に上手うまくいったのかもしれない。ともあれ、僕たちは小学校の六年間を仲良く過ごし、校内外を問わず共に行動した、まさに『コンビ』と呼べるような関係だったと思う。

　けれど、それも昔の話だ。

　明日あす華かとは今も同じ高校に通っているものの、クラスは違うし、もうほとんど接点がない。

　今日きようみたいに顔を合わせることがあっても、挨あい拶さつすらしないんだ。

「……」

　過去の出来事に思いを馳はせながら、外の景色けしきに目を向ける。

　窓まど際ぎわの席から見える空は、まるで僕自身の心が反映されているかのように曇っていて、気分はますます落ち込むばかりだ。

「佐さ倉くら君、よそ見しない」

　ぼんやりしていると、先生に怒られた。

　僕は返事もせず、ただ黙って前を向く。

　周囲は僕に対して全く関心を払わず、笑い声さえ起きない。

　いつものことだからだ。







「佐さ倉くら君、ちょっと」

　その日のホームルームの後、担任に呼び止められた。

　何か言われるだろうなとは思っていたので、そのままカバンを持って、彼女の元へと歩いていく。

「先生、さよならー」

「うん、さよなら！」

「明あけ珠みちゃん、また明日あした！」

「また明日あしたね！」

　他の生徒たちに言葉を返しつつも、僕らの担任──五十嵐いがらし明あけ珠み先生は、爽さわやかな表情のままこちらを見つめた。

「どうして呼び止められたのかは、分かってるわよね？」

　そう言って五十嵐いがらし先生は、僕が提出した宿題のプリントを突き出す。

　そこには、考えなしに書かれた適当な解答が並べられていた。

「これ、ただ単に数字を書き殴っただけでしょ？　ちょっとでも考えたのなら、こんな答えにはならないわよね？」

　いつの間にか真剣な表情になっていた先生は、じっとこちらの顔を見つめていた。

　五十嵐いがらし先生は滅多に怒らない。

　どんな生徒とも気さくに話をするし、明るくてみんなに慕われている『いい先生』だけど、僕に対してだけは、やたらと厳しいんだ。

　厳しくされて当然な態度を取り続けてるから、仕方ないといえば仕方ないんだけど。

「授業中もぼーっとしてたし、他の先生からも注意するように言われたわ。もっと真面目まじめにしなきゃダメよ」

「はい」

　言われるがまま、僕はゆっくりとうなずく。

「……分からないところがあるのなら、遠慮なく聞いてくれていいし、悩んでることがあるのなら相談にも乗るわ。これでも担任なんだから、頼ってくれていいのよ」

　先生はかすかな笑みを浮かべるが、これ以上会話を続けるのは面倒だったので、僕は軽く頭を下げて、言った。

「明日あしたからは気を付けます」

「……本当に？」

「はい」

「……」

　先生はじっとこちらを見つめていたけど、やがてため息をついて、腰に手を当てる。

「分かりました。話は以上です」

「はい。さようなら」

「さよなら。気を付けて帰りなさいね」

　五十嵐いがらし先生の言葉を背中に受けつつ、僕はそのまま教室を出ていった。

　その場から逃げるかのように、足取りは忙せわしなかったと思う。







　帰路の途中で、昨日きのうと同じ場所に立ち寄ってみた。

　また道に迷う可能性もあったけど、特にトラブルもなく、あの廃はい墟きよへとたどり着いた僕は、ゆっくりと周囲を見渡す。

　やはり人の気配はなく、何かが起きそうな感じもしない。

　時刻は昨日きのうとほとんど同じ。しばらくの間その場で待ってみたけど、誰だれかが現れそうな様子はなく、辺りにはひっそりとした静けさが漂うばかりだ。

　それも当然と言えば当然かもしれない。

　昨日きのうはここで、何も起きてなかったのだから。

　僕の頭の中以外では。

　……アテナが戻ってくるのは来週って言ってたし、『その設定』が生きているのかもしれない。

　自分にそう言い聞かせ、僕はその場を後にした。

　胸の奥に、不安定な気持ちを抱えたまま。







　気を紛らわせるため、帰宅後は趣味に没頭した。

　日付が変わるまで漫画やライトノベルを読み、深夜アニメを見て、それからまた読書を再開させる。僕にとっては、いつもの日常。

　今の僕には、アニメと漫画とライトノベルが生活の全てだった。

　心の隙すき間まを埋めてくれる、欠かすことのできない存在。

　もちろん担任に怒られた手前、宿題はちょっとだけ考えて取り組んだけど、しかしそれも、ほんの少しだ。

　すなわち、難しい問題は空白のままにしておく。適当に書くのがダメなら、書かなければいいんだ。

　そんなことをしても根本的な解決にはならないと自覚していたが、かといって真面目まじめに取り組む気にもなれない。

　当然、翌日にはまた担任に怒られることになるんだけれど、このときの僕はそんなことなど露つゆ知しらず、自分一人の趣味に没頭していく。







　その後も、普段と変わらない日々が続いた。

　先生方からは煙たがられ、クラスメイトからは無視され、授業が終わればまっすぐに家へと帰る。休日には録画していたアニメを見て、一人で本屋に行って新しい本を買い、帰ってから読みふける。そんな当たり前で、退屈な高校生活。

　そうして迎えた約束の日に、僕はまた、あの廃はい墟きよの前へ訪れていた。

　──幻覚との約束を守る義理なんてない。

　それは分かってる。分かってるけど、でも、約束は約束だ。

　僕だけは、彼女との約束を守らなきゃいけないと思ったんだ。

　……いや、それも少し違うか。

　幻覚だとか、約束だとか、そんなことはどうでもいい。

　姫ひめ咲さきアテナに、また会いたい。

　それが今の僕にとっての、偽らざる心情だ。

　だから僕はこうして、この場に立っている。

　そんな思いがよぎる中、しばらく待っていると、唐突に『それ』は起きた。

　地割れのような音と共に空間が裂さけ、一人の少女が現れる。

　一週間前のあのときと、同じ現象だ。

　彼女はこちらを見るなり、言った。

「こんにちは、また会えましたね」

　次元を超えた再会に、僕は思わず口を開く。

「おかえり、アテナ」

　その言葉に、彼女はにっこりと笑顔を見せ、頰ほおを赤らめるのだった。
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　姫ひめ咲さきアテナと再会して、確信した。

　やっぱり僕は、空想と現実の区別が付かなくなってるんだ。

　特定の条件下でしか現れない幻覚を見る。

　それが、今の僕が陥っている状況なんだと思う。

　言い換えれば、条件さえ満たせば必ず幻覚が見えるということ。

　だから彼女は、こうして目の前に現れたんだ。

「約束通り、来てくれたんですね。ありがとうございます」

「ん、まあ、約束は約束だから」

　軽く頭を下げられ、僕もつられて会え釈しやくする。

「あれから、何か変わったことはありましたか？」

「変わったこと？」

「たとえば、佐さ倉くら君もあのとき目撃した闇やみの使徒が、こっちの世界にあふれてないかな、と。そのことが気がかりでした」

「ああ、うん、そういうのは特にないよ。ただ……」

「ただ？」

　慌てて口を閉じるが、遅かった。アテナは僕をまっすぐに見つめ、言葉の続きを待っている。

　仕方ない。恥ずかしいけど、言ってしまおう。

　どうせ相手は幻覚なんだ。

「夢を見たんだ。君が出てくる夢を」

「えっ」

「姫ひめ咲さきアテナが、異世界で戦っている夢さ」

　言うべきことを言ってから、言葉の意味に気付き、頰ほおが熱くなる。

　だってこんなの、『君のことを意識している』と伝えているようなものじゃないか。

「なるほど」

　しかしアテナはなんにも気付いた様子がなく、神妙な面持ちでうなずき、

「それはおそらく、刻印の影響ですね」

　大おお真面目まじめに、そう答えた。

「刻印の、影響？」

「はい。先週の別わかれ際ぎわに交わした契約を覚えてますか？　あの契約によって、わたしと佐さ倉くら君の間に『つながり』が生まれましたよね？　その影響で、佐さ倉くら君は『わたしが過ごす日常』を夢の中で見たんだと思います」

「はあ」

「わたしもあの魔法は滅多に使わないので、はっきりと断定はできないのですが……。ただ、そこまで濃いつながりが残っていたことには驚きました。本来、この世界と向こうの世界は、断絶が大きくって、たとえ刻印を残したとしても、夢として現れるほどの影響が出る可能性は低いはずなので」

　淡々と説明され、僕は頭の中で理解する。

　そういう設定なんだな、と。

「……まだ、信じてくれてないんですね」

　考えていることが顔に出ていたのか、アテナは僕を見つめ、小さく息を吐いた。

　ごまかせそうな感じでもないので、僕は素直にうなずく。

　しかし彼女の説明に、ちょっとした安あん堵ども覚えてはいた。

　夢はあくまでも夢であり、現実ではない。

　そのことを理解できているんだから、まだ正気を失ってはいない、と思ったんだ。

　こうして幻覚を相手に会話をしている時点で、すでに相当まずい状態ではあるんだろうけど。

「分かりました。でも、その反応も想定内ではあります。だからこそ、わたしは次の手を用意しておいたのですから」

　と、不意にアテナは右腕を掲げ、口元で何かを唱えた。

　すると次の瞬間、何もない中空に、突如として一つの映像が現れる。

　人の半身くらいの大きさのそれは、横長の四角形に区切られており、まるでそこだけが切り取られているかのようだ。

　そしてその映像の向こう側には、一人の人物が映し出されていた。

　金色のロングヘアが特徴的な、縁無し眼鏡めがねをかけた女性。

　彼女はボロボロのローブを纏まとい、右手には使い古されたような木の杖つえを持っている。

　一つだけ普通の人間と違うのは、その女性の頭に、ネコミミのような物が生えていることだ。

『君が佐さ倉くら君か。話は聞いてるよ』

　彼女は僕と目が合うと、にっこり微笑ほほえみ、気さくに話しかけてきた。

　どうやら『向こう側』とは会話ができるようだ。

「ということで、証人を呼んでみました」

　僕とネコミミの女性を交互に見やりつつ、アテナは得意満面な表情を浮かべている。

『はじめまして、ニャンチャッテ＝ニャンチャットだ。ニャンチャッテ様と呼んでくれたまえ』

「あ、はい、はじめまして」

　僕は軽く頭を下げるが、ニャンチャッテ様とやらは尊大にふんぞり返り、ニヤニヤとこちらを見つめるばかりだ。

「えっと、もう少し説明してくれると助かるんだけど」

　アテナに問いかけると、彼女は待ってましたとばかりに大きくうなずく。

「ニャンチャッテ様はあちらの世界に残された最後の大国、ニャンダー王国で宰さい相しようを務められていた方であり、大賢者とも呼ばれていました。そして彼女は、わたしに様々な知識と秘術を授けてくれたお師し匠しよう様でもあり、現在は冒険を補佐してくれる仲間でもあります。つまり、わたしのことをよく知る存在というわけです」

「はあ」

「要するに、わたしがこれまで何をしてきたのかを、わたしのことをよく知る人の口から聞いてもらえれば、わたしが実在するということを信じてもらえると思ったわけです」

　ニャンチャッテ様と同じように、アテナもふんぞり返って、こちらの反応をうかがっている。

　その顔には、僕の思おも惑わくを完全論破したとでも言いたげな表情が浮かんでいた。

　……いや、でも、そんな顔をされても。

『事情は把握している。今、君が考えていることもだいたいは分かるよ』

　と、僕を見つめつつ、ニャンチャッテ様は目を細める。

『しかし私からの説明がなければ、きっとアテナは納得しないだろう。悪いが、ちょっと話を聞いてくれると助かるよ』

　なるほど、どうやら彼女には、僕の思考が伝わるみたいだ。

　その上で、『手順を踏んでくれ』とのことらしい。

　彼女のお願いを聞く義理はないけれど、抗あらがっても話は進みそうにないし、ひとまずは茶番に付き合ってみることにする。

「えっと、それじゃあ、まずはそっちの世界のことを教えてくれないか？　今、どういう状況に陥ってるんだ？」

『アテナも言っていたと思うが、闇やみに覆われようとしている。どこからともなく現れたその闇やみに触れると、心も身体からだも支配され、次第に飲み込まれ、同化されるんだよ。迫る闇やみから逃れるため、人々は国も故郷も捨てて、逃げ惑うばかりの日々を送っている。そんな状況さ』

「その状況を打破できるのが、姫ひめ咲さきアテナだった、と？」

『そういうことになるね』

「だからアテナを、こっちの世界から召しよう喚かんした？」

『誘ゆう拐かい、と言った方が適切かもしれないね。ほとんど有う無むを言わせず連れてきたのだから』

　不穏な単語が飛び出してきて、思わず僕は目を丸くする。

『言い訳をさせてもらうと、なりふり構ってられない状況だったというのはあるよ。世界そのものが飲み込まれそうな状況で、その窮地を救ってくれるかもしれない存在を見つけたんだから、そりゃあ、多少は強引な手段も用いるさ』

「……具体的には、どんな手段で？」

『我々の住む世界と似た世界を探し、適性のある者を呼び寄せる。……つまりニャンサーチの魔法で君たちの住む世界を探知し、そこで見つけたアテナを、ニャンサモンの魔法で無理やり連れ帰ったってわけさ』

　魔法の名前はどうでもいいが、とにかく、ニャンチャッテ様がアテナを呼んだということで間違いはなさそうだ。

「アテナ自身は、納得してるのか？」

『それは本人に聞いてもらわなきゃ分からないな。どうなんだい、アテナ？』

　ニャンチャッテ様に問いかけられると、アテナは笑みを浮かべたまま、ゆっくりと首を横に振る。

「納得も何も、そうするしかなかったんですから、そうしただけです。自分にしか果たせない使命を、果たしているだけと言いますか」

　その言葉に誇張や強がりはなく、本心をそのまま語っているみたいだ。

「なるほど。それじゃあ、そっちの世界でアテナは、具体的にどんなことをしてるんだ？」

『闇やみを払う』

　尋ねると、ニャンチャッテ様は短くそう答えた。

『佐さ倉くら君も見たんだろう？　ほんの小さな欠片かけらとはいえ、漏れ出したあの闇やみを。あれが世界中を覆っていると考えてくれたまえ。その闇やみを、アテナは払ってくれてるんだ』

「世界を救うために？」

『ああ。その他にも色んなことを手伝ってくれてはいるが、アテナの主な仕事は闇やみを払うことであり、今となっては、彼女は我々の世界に欠かせない存在さ。その完かん璧ぺきすぎる立ち回りから、ついた二つ名が「完璧な勇者パーフエクトヒロイン」というものだ。誰だれもがアテナの活躍を認めてるということだよ』

　完璧な勇者、か。

「さて、どうですか？　信じてもらえましたか？」

　と、僕たちのやり取りを見守っていたアテナは、得意満面な笑みを浮かべて胸を張った。

　揺れる双そう丘きゆうから慌てて視線を外し、僕は考える。

　確かに、アテナもニャンチャッテ様も、その態度は真しん摯しで、思わず信じてしまいそうになる内容ではある。

「……でも、あり得ないんだ、そんなことは」

　つい声に出すと、アテナは目を丸くしてこちらを見つめた。

「あ、あり得ないというのは、どういうことでしょう？」

「最初から言ってるだろう？　全ては空想だって。アテナと同じように、ニャンチャッテ様も僕の頭の中で生まれた存在であり、そんな彼女に、頭の中でそれっぽい話を語らせているだけ。実際には異世界なんてないし、ネコミミが生えた人もいない。頭の中で『そういう設定』を、作り上げてるだけなんだから」

　アテナもニャンチャッテ様も、どちらも空想上の存在である以上、彼女たちが何を語り、何を見せようとも、幻覚の域は出ないんだ。

「……」

　僕の返答に、アテナは全身を硬直させていたが、ニャンチャッテ様にとっては想定内だったのか、表情を変えずに小さくうなずく。

『一応、聞いておきたいんだけど、何が起きれば佐さ倉くら君は、我々のことを「実在する」と信じるんだい？』

「……いや、何が起きても信じないよ。だって、全部幻覚なんだから」

『だろうね。分かった、君の主張を受け入れよう』

「は？」

「ふえっ？」

　と、ニャンチャッテ様はあっさりとそんなことを言い、僕とアテナはほとんど同時に変な声を漏らした。

『我々は実在しない、ということで構わないよ。だって、君に実在を認めてもらわなくても、何も困らないからね』

「……そうか」

　その言葉を頭の中で整理し、僕はうなずく。

　彼女の言う通り、僕がどう認識しようとも、空想上の存在である彼女たちが影響を受けることなんてない。ニャンチャッテ様が何を考えているのかなんて、僕には分からないけど、そもそも分かる必要がないんだ。制御できない存在である以上、彼女たちは僕の意思に関係なく、これからも好き勝手に動くだけなんだろうから。

「じゃあ、話はこれで終わりだね」

『そういうことになるかな』

　僕たちは共にうなずき、見つめ合い、

「わ、わたしが困るんです！」

　そんな二人の間に、アテナが割って入った。

　彼女の目は熱く燃え上がっており、まるで正気を失っているかのようだ。

　アテナはそのまま僕の目の前まで歩いてくると、無言で手を握った。

「え、ちょっ」

　突然のことに驚き、僕は身を引こうとするが、彼女は手を離そうとせず、こちらを見つめるばかり。

　アテナはそのまま胸元まで腕を引き寄せ、思いつめたような表情で口を開く。

「ほら、わたしの手、温かいですよね？　実際にここにいるって、分かりますよね？」

「え、えっと……」

「わたし、ここにいますよね？　わたしの存在を、感じてますよね？」

　焦あせった表情でまくし立てられるけど、僕の頭の中は、手のひらから伝わる温かさでいっぱいだった。
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　全身は強こわ張ばり、何も言えず、見つめ返すことしかできない。

　僕たちは微動だにせずお互いを見つめ合っていたが、

『そのまま押し倒してしまえばいいんじゃないかな？』

「!?」

「ひゃう!?」

　ニャンチャッテ様の言葉で我に返り、同時に飛び跳ねて離れた。

『どうしたんだい、アテナ？　続きを見せてくれたまえ』

「もう、ニャンチャッテ様！」

　顔を真まっ赤かにして叫ぶと、アテナは僕を上目遣いに見て、頭を下げる。

「ご、ごめんなさい、いきなり！　でも、あなたも悪いんですからね！」

「えっ、ぼ、僕も？」

「仮にわたしが実在してないのだとしても、ちゃんと一人の女の子として扱って欲しいです！」

「……あっ」

　茫ぼう然ぜんとする中、アテナは背を向け、呪じゆ文もんらしきものを唱えた。

　するとすぐさま『次元の扉』が開き、彼女は逃げるように異世界へと帰っていく。

『面白い展開になってきたね』

　僕たちとは対照的に、ニャンチャッテ様はリラックスした表情で笑みを浮かべ、縁無し眼鏡めがねを軽く押し上げた。

『佐さ倉くら君、君はなかなかの逸材だ。また近いうちにでも再会できることを願っているよ』

　彼女は小さく手を振り、それからやや遅れて、宙に浮かんだ映像そのものがうっすらと消えていく。

　残された僕は、ただその場で立ち尽くすことしかできなかった。

　脳裏に浮かぶのは、アテナが最後に残したセリフだ。

（仮にわたしが実在してないのだとしても、ちゃんと一人の女の子として扱って欲しいです！）

　……そう、だよな。

　確かに彼女の言う通りだ。

　全ては僕の頭の中で起きている現象で、姫ひめ咲さきアテナが実在しないということは間違いない。

　でも、だからといって、彼女をぞんざいに扱っていいことにはならないんだよな。

　むしろ実在している女の子よりも、もっと丁てい寧ねいに接するべきだろう。

　フィクションを愛する者の一人としては。

「……」

　手のひらにはまだ、アテナの温ぬくもりが残っている。

（視覚や聴覚だけじゃなく、触覚も影響を受けるんだな）

　新たな発見を整理しつつ、僕はその場を後にした。

　何度も振り返りながら。







　その日の夜、僕はまたアテナの夢を見た。

　一週間前と同じく、舞台は見知らぬ異世界で、やはり彼女は強大な闇やみを相手に、苛か烈れつな戦いを展開している。

　以前と違うのは、アテナの表情がなんだか不機嫌そうなところだ。

　闇やみとの死闘の最中も頰ほおを膨らませたままで、その攻撃は、まるで何かの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように力任せなものが多い。そのせいでこの前よりも成果は振るわず、終始、苦戦を強いられるばかり。

　それでもなんとか闇やみを撃退したところで、──目が覚めた。

「……」

　早朝の天井を見つめ、ぼんやりとした意識のまま考える。

　夢と幻覚は、明確に連動しているんじゃないか、と。

　昨日きのうの放課後、アテナは明らかに不機嫌な様子で帰っていった。

　その記憶が、夢にまで反映されたんだとは思う。

　まあ、実生活での体験が夢に出るのなんて、よくあることではある。でもそれだけじゃないというか、もっとはっきりした感覚が全身に残ってるような感じがして、ふわふわとした気分が抜け切らないんだ。

　これはやっぱり、僕自身の心が正常じゃない状態に陥っているからなのだろうか。

　その理由までは分からないけど、やるべきことは決まっている。

　ベッドから抜け出ると、僕はノートを取り出し、夢の内容を書き連ねていった。

　記録として残す。今の僕にとって、それがベストな行動のはずだ。

「……アテナ」

　ノートにペンを走らせつつ、口元からは自然と言葉が漏れる。

　脳裏に浮かぶのは、別わかれ際ぎわの彼女の顔だ。

　アテナとは再会できるのだろうか。

　何も約束をしないまま別れたことが気がかりで、どうしても頭から離れない。

　もう一度、彼女と会いたかった。

　僕から話すべき言葉は、もう決まっているんだ。

　焦あせりは募るばかりだが、でも、大だい丈じよう夫ぶだという思いも心の片隅には浮かんでいる。

　だって、アテナにとってもあの別れ方は、不本意だったはずだから。
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　それから僕は毎日、放課後にあの廃はい墟きよへ足を運んだ。

　あの日と同じ時間に訪れ、そこで三十分ほど待ち、家に帰る。その繰り返しだ。

　そうして一週間が経たったとき、『それ』は起きた。

　地鳴りと共に空間が裂さける、あの現象だ。

　やっぱり、今日きようか。

　周囲の風景が元に戻ったとき、そこに立っていた人物──姫ひめ咲さきアテナは、僕を見て、驚きに目を丸くする。

「も、もしかして、わたしを待っていたんですか？　約束もしてないのに？」

　彼女の言葉に、僕はうなずく。

「確信があったわけじゃない。けど、会えるとしたら今日きようだろうなとは思っていたよ。この前に再会したときも一週間後だったし、帰ってくることができる周期は、決まってるんじゃないかな、と」

　一応、念のために毎日来てはいたけども。

　僕の言葉を受け止め、アテナは茫ぼう然ぜんとしていたが、

「……心のどこかでは、信じていました」

　しかしそう言って、すぐに笑みを浮かべる。

「佐さ倉くら君は、待っていてくれるんだろうなって」

「言い残していたことがあったからね」

「えっ」

　きょとんとする彼女に、僕は頭を下げた。

「ごめん」

「ふえっ!?」

　アテナは高い声を上げたが、構わず続ける。

「別わかれ際ぎわに言われたことが、ずっと心に引っかかってたんだ。確かに僕は、君を一人の女の子として扱っていなかったと思う」

「は、はい」

「そのことをまず、謝らせて欲しい。そしてこれからはちゃんと、誠実に対応することを誓わせて欲しい」

「佐さ倉くら君……」

　目元を潤ませつつ、アテナは胸の前で両手を重ねた。

「それってつまり、わたしの実在を認めてくれたってことですよね？」

「えっ？　いや、それとこれとは別だよ」

　彼女の問いに、僕は即答する。

「むしろ実在しないからこそ、だと思って欲しいんだ。だって僕はリアルな世界の女の子に、こんなにも自然に話しかけることなんてできないんだから」

　幻覚だから、姫ひめ咲さきアテナだからこそ、誠実に対応できるという自信がある。

　実在する女の子に対してだと、こうはいかない。

「……」

　答えを聞いたアテナは、軽くうつむいたが、すぐに顔を上げる。

「この前、手を握ったとき、どう感じましたか？」

　その質問に、僕は軽くたじろいだ。

　あのときのことを思い出して、自然と頰ほおが熱くなる。

「ど、どうって、その、や、やわらかくて、あたたかいなって」

「ひゃうっ！」

　今度はアテナが赤面する番だった。

　視線を泳がせつつ、彼女は気持ちを整えるかのように軽くセキ払いをする。

「じ、実感はあったということですね？」

「あ、ああ」

「じゃ、じゃあ、もう一度挑戦させてください」

　そう言ってアテナは、ゆっくりと右手を差し出した。

「握手をするってこと？」

「は、はい」

「いや、でも、そんなことをしても、僕の結論は変わらないと思うよ」

「そんなの、やってみないと分からないじゃないですか！」

　アテナは声を張り上げ、すぐに口元を押さえる。

「もちろん、無理にとは言いませんけど……」

　上目遣いに見つめられ、僕は思わず右手を差し出した。

「い、いや、か、構わないよ」

「わ、分かりました。それでは、いきます」

　ノドを鳴らし、彼女は恐る恐るといった感じで僕の手を握る。

　途端、手のひらから彼女の温ぬくもりが伝わってきて、鼓動が跳ね上がった。

　それはアテナも同じなのか、お互いに何も言えないまま、しばしの間、見つめ合う。

「ど、どうですか？」

　やがて意を決した表情で、彼女は口を開く。

　が、僕は無言で首を横に振った。

　するとアテナは落胆した様子も見せず、

「では、これでどうですか？」

　今度は左手を重ねてくる。

　僕の心臓は激しく脈打つばかりだが、しかし頭の片隅では、冷静に事態を見つめていたりもした。

　相手は幻覚であり、僕はただ『手を握られている』という錯覚を抱いているだけなんだ。

「むぅ……」

　こちらの反応が不満だったのか、アテナは頰ほおを膨らませる。

　そして葛かつ藤とうを振り切るかのように表情を引き締め、

「で、では、こういうのはどうですか？」

　重ねた左手を離して、ゆっくり僕の腰へと回した。

　触れられた瞬間、全身が強こわ張ばり、思わず口を開ける。

　緊張のあまり何も言えずにいると、

「……これでもダメですか」

　ノーリアクションだと受け取ったのか、彼女の顔はますます険しくなった。

　やがて覚悟を決めた様子で、アテナはまっすぐに僕を見つめ、

「──えいっ！」

　不意に顔を近づける。

　大きな瞳ひとみで覗のぞき込こまれ、僕は息をするのも忘れて見つめ返した。

　彼女の頰ほおは真まっ赤かに染まり、唇からは、かすかに吐息が漏れている。

「わ、わたしの存在、感じますよね？　ここにいるって、じ、実感してくれてますよね？　そ、それとも、もっと近づかなきゃダメですか？」

　声を震わせながら、アテナはさらに身体からだを密着させてくる。

　その柔らかな感触に、僕は何も考えられなくなった。

「ア、アテナ……」

「わ、わたし、これ以上は、もう……」

　お互いの鼓動が聞こえてきそうなほどの近さで、僕たちは見つめ合う。

　緊張は極限まで達し、無限とも思えるほどの長い沈黙が訪れ、

『どうした、続きはまだか？』

「えひゃう！」

「うあっ！」

　突如、背後から聞こえてきた声が静寂を打ち破り、僕たちは反射的に飛び上がって、密着させていた身体からだを離した。

　振り返ってみると、そこには中空に浮かんだ四角い映像があり、その中央には見知った人物がいて、こちらを眺めている。

　縁無し眼鏡めがねをかけたネコミミの女性──ニャンチャッテ様だ。

『また会えたね、佐さ倉くら和泉いずみ君』

「もう、ニャンチャッテ様！　勝手に『チャンネル』を開きましたね！」

『少し設定をいじらせてもらったよ、はっはっは』

　快活な笑みを浮かべるニャンチャッテ様とは対照的に、アテナは頰ほおを膨らませて非難の声を上げる。

「……あっ」

　しかしすぐに顔を引き締めると、慌てた様子で映像に近づいた。

「もしかして、闇やみの勢力が攻めてきたんですか？　わたし、そちらに戻った方が──」

『いやいや、ただ単に、アテナの休日を覗のぞき見みしたかっただけさ。緊急事態なら、すぐに声をかけていたはずだろう？』

「……」

　あまりにもあんまりな返事に、アテナは表情を引きつらせ、無言で目の前の女性を見つめる。

　ニャンチャッテ様はこちらに視線を動かすと、口元をさらに歪ゆがめた。

『佐さ倉くら君、君には期待しているんだよ。「完璧な勇者パーフエクトヒロイン」と呼ばれるアテナも、うら若き乙女おとめであり、好奇心旺おう盛せいな若者だ。色んなストレスも溜たまっているだろう。だから佐さ倉くら君も恥ずかしがらず、もっと積極的に接してくれると、彼女をサポートしている身としても助かるよ。そうだな、たとえば君の方から彼女に──』

「っ！」

　言葉の途中でいきなり映像が消え、その横ではアテナが両手を前に突き出していた。

　どうやら彼女が無理やり通信を断ち切ったようだ。

「まったく、ニャンチャッテ様ったら……」

　肩で息をしていたアテナは空を見上げ、ちらりとこちらを見るとすぐに目をそらし、

「ふう……」

　深呼吸してから、再び僕へと向き直る。

　そしてゆっくりと首を横に振ると、

「わたしの負けです」

　短くそう告げた。

「もう、いいです。わたしの実在を認めてくれなくてもいいです。姫ひめ咲さきアテナは実在しない。そういうことにしておいてください」

「……いいのか？」

　自分が主張したことなのに、つい尋ねる。

「はい。佐さ倉くら君の意志は固いでしょうし、わたしも、その、こ、これ以上、積極的なことは、できそうにありませんし……」

　恥ずかしげにうつむいてから、すぐに顔を上げ、彼女は口を開いた。

「その代わり、一つだけお願いがあります」

「お願い？」

「一週間に一度、わたしの話し相手になってくれませんか？」

　不思議なお願いに首を傾かしげると、アテナは苦笑を浮かべる。

「出会ったときにも言ったと思うんですけど、わたしは気持ちをリフレッシュさせるために、この世界に戻ってきてるんです。勇者になって以来、こっちの世界の人と話す機会なんてありませんでしたし、話を聞いてくれるだけでも、わたしは助かるんです」

　なるほど、愚痴を聞いて欲しいってことか。

「でも、いいのか？」

　事情は分かったけど、それでも問わずにはいられない。

「アテナにとって、リフレッシュの時間は大事なんだろ？　僕なんかの相手をするだけで時間が潰れるのは、あまりプラスにならないんじゃないかって思うんだけど」

　相手は幻覚なんだから、そんなことを気にする必要はないのかもしれない。

　でも、それでも確認しておきたかった。

　彼女が何を考えているのかを。

「大事だから、です」

　僕の言葉に、アテナは笑顔のまま首を横に振る。

「大事だからこそ、佐さ倉くら君と一緒に過ごしたいんです。ダメ、でしょうか？」

「ダメじゃない」

　彼女の問いに、思わず即答していた。

「僕なんかで良ければ、いくらでも付き合うよ」

「あ、ありがとうございます！」

　アテナに頭を下げられ、つられておじぎをする。

　傍はたから見ればずいぶん滑こつ稽けいなやり取りだとは思うが、幸いにもここには誰だれもいない。

「えっと、それじゃあ、時間はどうしましょう？　今日きようと同じでいいですか？」

「ん、そうだね。構わないよ」

　どうせ放課後は暇なんだし。

「分かりました。……この前、闇やみに侵入された経験から分かったことなんですけど、どうやらわたしがこの世界に戻っていられるのは、一週間に一度、しかも三十分間だけみたいなんです。その時間を、わたしに貸してくれますか？」

「あ、ああ」

　神妙な面持ちで言われ、僕は大きくうなずいた。

「待ち合わせの場所は、ここでいいですか？」

「ん……、僕は構わないけど、君は、こんな何もないところでいいの？」

「はい。二人でゆっくり話をするにはいい場所です」

「……二人で」

「あっ……」

　発言を反復すると、彼女は慌ててうつむき、その顔から湯気が立ち上る。

「そ、そろそろ戻らないと」

　アテナが口の中で何かを唱えた途端、『次元の扉』が出現した。

「それではまた来週、お会いしましょう！」

　照れ隠しをするかのように大きな声を出すと、彼女は僕に向かって手を振る。

　手を振り返すと、アテナは顔を赤らめたまま、逃げるように扉の先へと消えていった。

「……」

　残された僕は、静かになった風景を見渡しながら考える。

　頭の中では理解しているんだ。アテナに触れられた感触は、錯覚を抱いただけだって。

　おそらく、女の子と『そういうやり取り』をしたいという気持ちが、無意識のうちに反映されたんだろう。

　幻覚と定期的に会う約束をしたことだって、バカげているとは思う。

　でも、頭の中で『そういう設定』が作り上げられた以上、来週のこの時間に、ここに来たら、きっと彼女は現れる。それは間違いない。

　その仕組みは分かった。制御できないながらも、全ては僕の生み出した空想であり、現実なんかじゃないという確信が、胸の中には宿っている。

　それでも今、楽しいと感じている事実は否定できなかった。

　気持ちは高揚し、鼓動はまだ収まりそうにない。

　アテナとまた会える。大事なのは、そのことだけだ。

　様々な雑念を振り払い、僕はその場を後にした。







　その日の夜、僕はまた、異世界で過ごすアテナの夢を見た。

　狭い洞窟を進む彼女の顔には、周囲の薄暗さとは反対に、明るい笑みが浮かんでいる。どうやら、かなり機嫌が良さそうだ。

　軽快に歩ほを進めるうちに、やがて彼女は洞窟の最さい奥おうへと到達した。

　そこには開けた空間が広がっており、その中央には巨大な闇やみが鎮座している。

　アテナの姿を認めると、そいつは咆ほう哮こうを上げ、予備動作もなく襲いかかってきた。

　その行動を予期していたかのように、アテナは剣を抜き放つ。

　戦いは苛か烈れつを極めた。

　その闇やみはただ大きいだけではなく、機敏な動きで翻ほん弄ろうし、攻撃をかわす知能も持ち合わせている。それでいて繰り出される打撃はどれもが必殺の破壊力を秘めており、一撃でも食らえば致命傷になることは容易に想像できた。

　今までに見てきた闇やみの中で、そいつが一番の強敵であることは間違いない。

　それでもアテナの顔から、笑みが途切れることはなかった。

　闇やみの攻撃を寸前でかわし、土にまみれつつ、隙すきを見て反撃を加える。

　そんな地道で堅実な作業を繰り返していると、闇やみは次第に動きを鈍らせていき、

「やあああああああああああっ！」

『グ、ガ……』

　アテナの放った渾こん身しんの一撃を受けて、おぞましい声を響かせた。

　同時に、闇やみの姿は少しずつ消きえ失うせていく。

「……」

　闇やみの消滅を、まっすぐに見つめるアテナの顔には、確かな笑みが浮かんでいた。







「──アテナ」

　目覚めると同時に、口の中からはそんな言葉が漏れる。

　耳に届いてきたその声を振り切るかのように、僕は素早く身体からだを起こし、机の引き出しからノートを取り出した。

　そしてその新しいページに、さっき見た夢の内容を書き記していく。

　累計では三度目となる、週に一度の日課。

　そのノートにペンを走らせつつ、僕は思う。

　がんばってるんだな、と。

　姫ひめ咲さきアテナは異世界で、懸命に日々を過ごしている。

　そのことが、身体からだの芯しんまで伝わってくる夢だったんだ。

　窓の外には、晴れやかな空が広がっている。

　清すが々すがしいはずのその景色けしきを、僕は固く拳こぶしを握りしめながら眺めていた。
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「こんにちは、佐さ倉くら君」

「あ、ああ、こんにちは」

　快活な挨あい拶さつに、僕はためらいがちな返事をした。

　目の前にいるのは、異世界で『完璧な勇者パーフエクトヒロイン』と呼ばれているらしい人物──姫ひめ咲さきアテナだ。

　アテナと会うのは、これで四度目になる。

　前回から一週間後の、同じ時間に、僕たちはまた同じ場所で、顔を見合わせていた。

「えっと、それじゃあ何から話しましょうか？」

　落ち着かない様子で尋ねられ、僕は頭をひねらせるが、しかし何も思いつかず、

「アテナの話したいことでいいよ」

　結局、そう答えるしかなかった。

　元々は彼女に『話し相手になって欲しい』と言われたからこそ今があるわけで、こちらから提案できることは何もない。

「わたしの話したいこと、ですか。そうですね……」

　アテナはゆっくりと顔をうつむかせたが、しかしすぐにこちらへ目を向けると、

「では、わたしが勇者になった経けい緯いから、話をさせてください！」

　軽やかな声でそう言った。

　もちろん、断る理由なんてない。制御できない幻覚である彼女が、いったい何を語るのか、僕としても興味がある。

　うなずき、静かに見守る中、アテナは口を開いた。

「三年くらい前のある日……、正確な日付はもう思い出せないんですけど、そのある日に、わたしは出会ったんです。ニャンチャッテ様と」

　記憶を振り絞るかのような表情で、彼女は続ける。

「確かそれは、夜遅くだったと思います。お昼の間に、何か楽しいことでもあったのか、その日は何時になっても興奮して目が冴さえて、寝付けなくて、ベッドの中でゴロゴロしていた覚えがあります。そんなわたしの枕元から、声が聞こえてきたんですね」

「声？」

「前置きも何もありませんでした。あの人は言ったんです。『助けて欲しい』って。その切実な様子に、思わずわたしは『はい』って答えていて……。多分その返事が条件だったんでしょうね。気が付いたらわたしは、あちらの世界に召しよう喚かんされていました」

　衝撃的な事実を、彼女はあっさりと口にした。

「あちらの世界に呼ばれて、初めて目にした方がニャンチャッテ様でした。彼女いわく、『適性』がある人にしか、その声は聞こえなかったみたいで、そのときにわたしは勧誘されたんです。勇者にならないかって。闇やみを払えるのはわたしだけ。だから助けて欲しいとお願いされて……。それでわたしは彼女と契約をして、勇者になったんです」

　懐なつかしさを感じているのか、アテナは空を見上げ、かすかな笑みを浮かべる。

　なるほど、僕が無意識のうちに考えたにしては、よくできた話だ。

　陳腐だけど、整合性は取れている、と思う。

　……いや、ダメだダメだ。

　思考の途中で頭を振り、僕は気持ちを切り替える。

　そういう考え方はやめようって、決めたはずじゃないか。

　空想上の存在とはいえ、アテナは一人の女の子なんだから。

「佐さ倉くら君、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　僕の態度を不審に思ったのか、アテナが顔を覗のぞき込こんでくる。

「い、いや、大だい丈じよう夫ぶ。話の続きを聞かせてよ」

　慌てて僕はのけ反り、先を促した。

「あ、はい。えっとですね、勇者となったわたしには普通の女の子だった頃ころとは違い、色々な力が付与されてまして。その力を駆使して、手始めにニャンチャッテ様の故郷から闇やみを払っていったんです」

　瞳ひとみに光を灯ともして、彼女は続ける。

「ニャンダー王国での攻防、ニャルス村での死闘……、その他、様々な戦いを経て、今に至ります。どれもが厳しい戦いばかりでしたが、ニャンチャッテ様の指導と、あちらの世界に住んでいる方々の助けもあって、わたしは今日きようも元気に過ごせているんです」

　にっこりと微笑ほほえみ、アテナはさらに思い出話を話してくれた。事細かに語られたその内容は、よく分からない単語も混ざったりしていて、完全には理解できなかったけど、少なくとも彼女自身は楽しそうだった。

　そうこうしているうちに、彼女は何かに気付いたように顔を上げ、こちらを見つめる。

「もう、こんな時間ですね。話の続きはまた来週ということで、いいですか？」

「う、うん」

「ありがとうございます！　それではまた来週、お会いしましょう！」

　そうして笑みを浮かべたまま、アテナは『次元の扉』を抜けて、異世界へと帰っていった。

　その後ろ姿を、僕は黙って見送る。

「……」

　静けさを取り戻した廃はい墟きよの中、僕はゆっくりと胸元に手を当てた。

　今日きようもまた、充実したひと時を過ごすことができた。そのことには、確かな満足感を覚えている。

　けれど、胸の奥には少しだけ、もやもやとした気持ちが残っているような気がしたんだ。







　姫ひめ咲さきアテナと会った日には、彼女の夢を見る。

　それが最近の僕に設けられた法則というか、設定みたいなものだと理解できているつもりだ。

　だから、その日の夜にも彼女の夢を見たことに、疑問を抱いたりはしなかった。

　そうなって当然という確信があったからだ。

　ただし今夜の夢はいつもと違い、アテナは戦いの最中にはなかった。彼女はどこかの国の、どこかの王宮らしき場所にいて、その国の王様らしき人と話をしていたんだ。

　どうやらアテナたちは王様から船を借りて、出港の許可を得たいらしく、そのための交渉をしている段階みたいだ。

　ニャンチャッテ様もブレイン役として同行していたが、彼女はあくまでも付き添いだ。

　表に立つのは、アテナの役割。そのことを二人とも理解しているんだ。

　アテナは巧みな話術を駆使しつつ、威い風ふう堂どう々どうとした立ち振る舞いで、船の必要性を説いた。

　その熱意にほだされて、国王は首を縦に振る。

　同じことをニャンチャッテ様が言っても、同じ結果にはならなかっただろう。

　勇者である姫ひめ咲さきアテナの言葉だからこそ、王も心を開いたんだと思う。

　新たな地へと思いを馳はせて、アテナは瞳ひとみに強い光を灯ともした。







「──っ！」

　目が覚めた瞬間、僕は半身を起こし、部屋の壁を見つめた。

　荒く息を吐きながら、なんとか呼吸を整えようと努める。

　さっきまで見ていたのは、あくまでも夢。夢と現実を混同しちゃいけない。

　頭の中ではそう言い聞かせつつも、思考はまとまらない。

　僕は今、明らかに冷静さを欠いている。

　そのことを自覚しつつも、気が付いたら僕はベッドから飛び起き、玄関へと駆け出していた。

　そして衝動的に道路へ飛び出し、そのまま走り出す。

　夢のことをノートに書き記すという、いつもの習慣も忘れ、寝間着のまま、行き先も決めずに、ただひたすら足を動かすだけだ。

　──姫ひめ咲さきアテナは、新天地へ向かおうとしている。

　そのことを思うと、心のざわめきが止まらなくなった。

　どうしてそんなにも気持ちを乱されるのか、自分でも理解できないまま、僕は走り続ける。

　……いや、本当は分かっている。初めてアテナと出会ったときから感じていたはずなのに、気付かないふりをし続けていただけだ。

　そう。僕は自分のことが、情けなくなったんだ。

　アテナはあんなにもがんばっているのに、それに比べて僕は何をしている？

　学校の授業もまともに受けず、誰だれとも関わろうとせず、ただ空虚な日々を過ごしているだけだ。

　このままでいいはずがない。

　でも、何をすればいい？

　夢はきっかけに過ぎない。胸に宿るのは、『何かをしたい』という、そんな思いだけだ。

　衝動だけが身体からだを突き動かす。

　僕は無我夢中で走り続けて、やがて曲がり角に差しかかったとき、

「あっ！」

　その向こう側から人影が現れた瞬間、全身を強こわ張ばらせた。

　とっさに背をのけ反らせようとするが、勢いは止まらず、

「きゃっ！」

　その相手は高い声を上げ、僕とぶつかった拍子に尻しりもちをつく。

　小学生くらいの、小さな女の子だった。

「ご、ご、ごめん！」

　慌てて声をかけると、彼女はお尻しりをさすりつつも、すぐに立ち上がる。

「い、いえ、こっちこそ、ちゃんと前を見てなかったので」

　少し長めのショートヘアを揺らし、その子はこちらを見上げると、

「もしかして、お兄さんも走り屋さんですか？」

　そんな言葉を口にした。

　……走り屋さんってなんだよ。

　思わず心の中で突っ込みを入れるが、当然、彼女の耳には届くはずもなく、一人でうんうんと何やらうなずいている。

「それじゃあ、また会うこともあるかしれないですね！」

　──いや、そんな機会はない。

　僕はただ、衝動的に走っただけなんだから。

「ではでは、また！」

　しかし彼女はこちらの事情など気にした様子もなく、快活な笑みを浮かべ、あっという間に走り去っていった。

「……」

　僕はその後ろ姿を茫ぼう然ぜんと見送っていたが、

「……帰ろう」

　次第に、湯だった頭から熱気が消え去っていく。

　いったい何をやってるんだ、僕は。

　夢に影響され、寝間着のままで外出して、初対面の子どもと話し込む。

　それって、傍はたから見れば、かなり危ない奴やつなんじゃないのか？

　そのことを自覚した瞬間、僕は大きく頭を振り、すぐさまその場を後にする。

　家に帰ると、母が朝食を用意しているところだった。

「おかえり。ご飯できてるよ」

　まず間違いなく僕の奇行に気付いているはずなのに、そのことを問とい質ただしたりもせず、いつも通りに接してくる。

　……きっとこの人は、僕が生きてさえいればいいんだろう。

　そんな思いが胸に浮かびつつも、でも、そのそっけない態度が今はありがたかった。

　質問されても、まともに答えられる気がしなかったから。

　朝食を食べながら、胸の内に灯ともるのは、一つの想おもいだった。

　負けたくない、と。

　姫ひめ咲さきアテナは実在しない。彼女はあくまでも、僕の頭の中で生み出された存在だ。

　そんな彼女が、設定上とはいえ異世界で必死に戦っている。それなのに、僕自身はぼんやりした日々を過ごしていていいのだろうか。

　そういった想おもいが、心の中に芽生えたんだ。

　空想相手に負けたくないという、対抗意識。いわば、自分に負けたくないという気持ちが、どんどん膨らんでいって止まらない。

　僕は僕自身に勝つために、何をすべきなのだろうか。

　その日は一日中、そのことばかりを考え、結論が出たのは眠りにつく頃ころだった。
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　かすかな肌はだ寒さむさを感じる早朝、僕は玄関の前に立っていた。

　昨日きのうは興奮していたから何も感じなかったけど、もう秋なんだよな。

　昼間はともかく、この時間は半はん袖そでだとさすがに涼しすぎる。

　でもまあ、軽く走るにはちょうどいい気温かもしれない。

『とりあえず、やれることをやってみよう』

　それが、僕の出した結論だった。

　具体的にやりたいことは思いつかないし、何か新しいことを始めたいわけでもない。

　ただ、少しでも生活を変えたかったんだ。

　だから、とりあえず走る。心身を鍛えるために。

　僕はアテナのように、超人的な力なんて持ってない。魔法なんて使えないし、剣を振ることもできない。

　けれど、走るくらいならできる。

　走ったところでアテナに勝ったことにはならないだろうけど、でも、何もしないよりはマシなはずだ。

「……よし」

　軽く身体からだをほぐしてから、僕はゆっくりと駆け出した。

　まずは近所を走って回る。無理をするつもりはないし、無理できるとも思えない。

　自分にやれることを、やれる範囲でやる。はじめの一歩としては、それでいいはずだ。

　そんなことを考えつつ、ほとんど歩いているのと変わらない速度で足を動かしていると、道の曲がり角から一人の女の子が飛び出してきた。

　それは昨日きのう出会った、あの小学生くらいの子だ。

「あっ、お兄さん！　やっぱり会えましたね！」

　どうやら彼女は今日きようもジョギングをしていたらしく、僕に向かって快活な笑みを向けてくる。

「……い、いや」

　まるで予定通りとでも言いたげなその言葉を、僕は否定したくなったが、それ以上は続けることができず、口をつぐむ。

　結果的には彼女の思った通りになったんだから、何も言えないよな。

　無言のまま、僕たちはしばらくの間、並走していたが、

「……それでは、また！」

　しびれを切らしたかのように、彼女は速度を上げて、一気に走り去っていった。

　僕は一瞬だけ、その後を追いかけようとしたけど、すぐに諦あきらめて家路へつく。

　すでに体力は限界に近かったんだ。

　重い足取りで玄関のドアを開けて、リビングに向かうと、朝食を用意した母が待っていてくれた。

「おかえり。ご飯できてるよ」

「……うん」

　短く答えてから一度洗面所へ行き、軽く顔を洗ってから自分も席に着いて、食事を口に運ぶ。

　疲労のせいか、味はほとんど分からなかったけど、無理やりノドの奥に押し込んだ。







　学校に着いてからも、基本的なスタンスは変わらなかった。

　とりあえず、やれることをやる。

　走るだけじゃなく、日常生活のあらゆることで、自分にできることをしたかったんだ。

　退屈な授業も、余所よそ見みをしたりせず、真面目まじめに受けるように心掛けたつもりだ。

　とはいえ朝から走ったせいでほとんど集中できなかったし、今までサボっていたから、分からない箇所がたくさんあったことも確かだ。

　その結果、授業内容はほとんど覚えてなくて、だからこそ放課後になった今、僕は職員室に足を向けていた。

「失礼します」

　ドアを開け、言葉と共に一礼して、部屋の中を眺める。

　先生方の机が並ぶ中、僕は脇わき目めも振らず、担任のいる席へと歩いていった。

「佐さ倉くら君、どうかしたの？」

　五十嵐いがらし先生に尋ねられ、僕は一瞬だけひるんだけど、

「じゅ、授業で、分からないところが、あったので……」

　無理やり声を振り絞る。

「教えてくれると、た、助かります」

　たどたどしい言い方だったと思うが、

「いいわよ！」

　しかしそんなことを気にした様子もなく、それどころか少し嬉うれしそうな表情さえ浮かべて、五十嵐いがらし先生は快活に答えてくれた。

「どこが分からなかったの？」

「えっと……、全部です」

「全部？　そっか、全部かー」

　さすがに先生も驚いた顔を見せたが、でもすぐに腕を組み、何事かを思案する。

「……よし、それじゃあ最初から復習してみようか」

「最初から？　今日きようの授業の、最初から、ですか？」

「ううん、一学期の最初からよ」

　その提案に、僕は小さく息を吞のんだ。

「今日きようの授業内容は、一学期の間に教えたことも含まれていたんだけど、佐さ倉くら君はその部分も分からなかったんだよね？　だったら、最初からおさらいした方が、効率がいいと思うのよ、長い目で見た場合」

「は、はあ」

「もちろん、これは佐さ倉くら君次第よ。今日きよう一日だけでおさらいできる量じゃないから、明日あした以降も放課後に補習ってことになるとは思う。あなたがそれでいいのなら、その気があるのなら、その予定で組んでみるつもりだけど、どう？」

「ん……」

　まっすぐに見つめられ、僕は言葉を詰まらせたが、

「わ、分かりました。お願いします」

　思考が固まる前に、そう答えていた。

　やれることをやる。その思いが、自分を突き動かしていたんだ。

「うん。それじゃあ早速、始めようか。ここよりも教室の方がいいよね？」

「あ、はい、じゃあ、教室に行ってます」

　教材の準備を始めた五十嵐いがらし先生に促され、僕は踵きびすを返し、職員室を後にする。

　先生の申し出は、正直、ありがたかった。指摘されたことは全部正しかったし、補習の影響で帰宅時間が多少遅くなっても、何も困ることなんてない。

　僕はなんの部活にも入ってないし、一緒に帰る友達もいないのだから。

　授業についていけてないのは他の教科も同じだが、全部まとめてフォローするのはさすがに無理だ。

　まずは担任の授業から。

　その目標を胸に、僕は教室へと足を向けた。







「つ、疲れた……」

　帰宅後、僕は自室のベッドに倒れ込み、荒く息を吐いた。

　心身ともに疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、頭がまるで働かない。

　やれることだけをやったつもりだったけど、気付かないうちに無理をしていたのだろう。

　テレビをつけようとしたものの、その元気もなくて、僕はしばらくの間、寝転がっていた。

　意識を取り戻したのは、午後八時を過ぎた頃ころで、

「っ！」

　夕食の時間を大幅にオーバーしていることに気付き、慌てて身体からだを起こす。

　食卓に向かうと、母はテレビを見ていたみたいだが、

「ご飯できてるよ」

「……」

　視線を動かさずに言われて、僕は静かに自分の席へ着いた。

　夕食を胃に流し込みながら、頭に浮かぶのは、空想の中の女の子のことだった。







　それから僕は一週間、日常生活の改善を試みた。

　朝早くに起きてジョギングをして、なるべく真面目まじめに授業へ取り組み、放課後は担任の補習を受ける。

　当然ながら、生活の変化には大きな苦痛が伴った。

　一番きつかったのは、趣味に費やす時間が大幅に減ったことだ。

　補習がある分、帰宅は遅くなるし、宿題だって分からないなりに全力で挑んだから、今までよりも時間がかかる。

　加えて、夜は眠気との戦いでもあった。

　ジョギングのために起床時間が早くなったし、そこに疲労も重なって、本を読んだりアニメを見たりする元気がなかったんだ。

　無理やり宿題を終えた後は、アニメの録画予約をしてから、すぐにベッドへ入る。そんな日々が続くばかりだった。

　休日には溜たまっていたアニメを見る余裕があったけれど、平日に鑑賞できない分、これまでよりもかける時間は多くなったし、宿題だってあるから、一日中遊あそび呆ほうけているわけにもいかない。

　やりたいことをやり切れないまま一日が過ぎる。その生活には、想像していた以上に大きな重圧がのしかかっていた。

　とはいえ、これは本来なら、背負って然しかるべきものなんだ。

　普通に学生生活を送っていたら、これくらいの痛みはみんな味わっているわけで、これまでサボっていた分のツケを、僕は今、払っているだけ。

　そのことは頭では理解できていたけれど、でも身体からだと心は理性に追いつけなくて、ストレスは溜たまる一方。全てを投げ出したいと思ったことは、一度や二度じゃない。

　そんなギリギリの状況でも、思い留まることができたのは、アテナがいたからだ。

　くじけそうになるたびに彼女の顔が浮かび、気持ちが奮い立たされたんだ。

　あの子だってがんばってるのに、この程度の困難に負けてどうする。

　そんな思いに突き動かされて、僕は日々を過ごしていった。

　そうして迎えた、一週間後の朝。

　僕がいつものジョギングコースを走っていると、やはりいつものように、一人の女の子が道の脇わきから飛び出してきた。

　あの日に出会った、小学生の女子だ。

　あれ以来、この子とは毎朝、遭遇している。

　遭遇という言い方は失礼かもしれないけど、いつも突然現れるんだから、それ以外の表現の仕方が思いつかない。

「おはようございます、お兄さん！」

　彼女は快活な笑みを浮かべ、僕と一緒に駆ける。僕はうなずき、その隣に並んで走り続けた。

　そのまましばらく、いつものように並走していると、不意に彼女はこちらへ顔を向け、

「なんだか、今日きようは楽しそうですね！」

　そう話しかけてきた。

　突然のことに驚きつつも、声をかけられた以上は応こたえるしかない。

「そう、かな？」

「はい！　いつもよりペースが速いので、身体からだが軽いんじゃないかなって！」

　身体からだが軽い、か。

　彼女の推測は決して的外れなものではない。僕自身にも、その自覚はある。

　だって今日きようは、アテナとの約束の日なのだから。

　また彼女に会える。その思いが無意識のうちに、身体からだの動きに影響を与え、これまでよりもハイペースで走っていたのかもしれない。

　とはいえ、そんなのはちょっとした違いだろうし、その少しの違いを感じ取れるのはすごいことだと思う。きっとこの子は相当走り込んでいて、些さ細さいな変化にも気付けるのだろう。

「それでは、このあたりで！」

　僕の思案になど構わず、やはり彼女はいつものように、軽く手を上げて独走モードに移行しようとする。

「あの！」

　気持ちが高揚していたからか、そんな彼女に、思わず声をかけていた。

「僕は佐さ倉くら和泉いずみ。君は？」

「？」

　僕の言葉に、その子はキョトンとした表情を浮かべたが、

「西にし村むらあおいです！　あおいちゃんって呼んでください！」

　すぐに微笑ほほえみ、右手の親指をこちらに突き出す。

「ではでは！」

　軽く手を振ってから、彼女は今度こそスピードを上げ、一気に走り去っていった。

　その後ろ姿を茫ぼう然ぜんと見送りながら、僕は苦笑する。

　年下の女の子に走り負けているという現実に、何も思わないわけではない。

　でも、そんなことは気にしても仕方がないんだ。

　僕は僕で、自分のやれることをやるだけ。

　その思いを胸に、いつも通りのジョギングコースを走り続けた。

　走ること自体は苦しかったし、息も途切れがちだったけど、同時に心地ここちよさも感じていて、爽さわやかな汗を額に受けつつ、僕は帰路につく。

　──その帰り道で、明日あす華かと遭遇した。

　今度は本当に『遭遇』だった。彼女はジャージ姿で道を歩いていて、その手にはコンビニの袋が携えられている。

　その姿を目にした瞬間、僕は立ち止まり、身体からだを強こわ張ばらせた。

　……近所を走ってるんだから、明日あす華かと遭う可能性もあるってことだよな。

　そんな当然のことが、今更ながら頭に浮かぶ。

　僕に気付くと、明日あす華かもすぐ側そばで立ち止まり、じっとりとした目を向けてきた。

　やがて、緊張のために動けない僕を眺めたまま、

「お前、ちょっと変わったな」

　それだけを言って、脇わきを通り過ぎていく。

　しばらくの間、僕はその場に立ち尽くしていたけど、意を決して振り返ると、彼女はもう、どこにもいなかった。

「……はあ」

　安あん堵どのため息と共に、冷や汗が噴き出す。その汗を拭ぬぐう余裕もなく、僕は重い足取りで自宅へと戻っていった。







　その日はずっと気分が優れず、凍った気持ちのまま一日を過ごした。

　まともに頭が働かず、冷えた心を抱えつつ放課後を迎える。

　だからだろうか、

「今日きようはここまでにしましょうか」

　補習が始まってすぐに、五十嵐いがらし先生はそんなことを言った。

「えっ」

　顔を上げると、すでに教材を片付け始めている先生の姿が飛び込んでくる。

「なんだかいつもより集中できてないみたいだからね」

　苦笑いを浮かべられて、僕は気まずさを覚えた。

　やはりというべきか、先生は僕の様子がおかしいことを察してくれていたみたいだ。

「それに、今日きようは短めにってことだったしね。何か用事があるんでしょ？」

「えっと、その、はい」

　五十嵐いがらし先生には今日きようの補習を、いつもよりも早めに終わらせてもらえるよう、昨日きのうのうちにお願いしていたんだ。

　アテナと約束した時間に、間に合わなくならないように。

「すみません」

「謝らなくていいわよ。自主的な補習なんだから、無理する必要なんてないの。マイペースでがんばりましょう」

「は、はい」

「とはいえ、ちゃんと成果は上がってるわよ」

　そう言って五十嵐いがらし先生は、補習中に受けたミニテストの紙を眺める。

「佐さ倉くら君、飲み込みが早いから、すぐに今の授業に追いつけるわよ。がんばろうね」

「っ！」

　先生は爽さわやかに微笑ほほえみ、その笑顔がまぶしくて、僕は返事もせずに小さく頭を下げ、逃げるように教室を後にした。

　五十嵐いがらし先生だって忙しいはずなのに、わざわざ僕一人のために時間を割いてくれている。

　それなのに、僕は自分の空想と会うために、そのスケジュールを左右させてるんだ。

　そのことが心苦しく、胸は締め付けられるばかり。

　加えて、今朝けさの出来事が重くのしかかってくる。

　補習に集中できなかったのは、アテナとの約束が気になっていたからじゃない。

　明日あす華かと顔を合わせたことが、放課後になっても響いていたんだ。







　通学路を歩き、いつもの場所に向かいながら、僕は明日あす華かと共に過ごした日々を思い出していた。

　決して楽しいことだけじゃなかった。ちょっとしたことでケンカになったり、苦い経験をしたことだって何度もあった。

　それでも、僕たちは根っこの部分でつながり合った相棒だった。少なくとも、僕自身はそのつもりだった。

　けれど、小学校の卒業式前日に、僕は言われたんだ。

『お前を好きになる女の子なんていないよ』

　あのときの、あいつの顔と、あのセリフは、今でも深く突き刺さっている。

　分かってる。分かってるんだ、そんなことは。

　僕を好きになる女の子はいない。

　それこそ、空想の中にしか。
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　だからこそ、この時間は大切にしたい。

　廃はい墟きよに着き、しばらく待っていると、やがて次元を引き裂いてアテナが現れる。

「こんにちは、佐さ倉くら君」

「ああ、こんにちは」

　過酷な日々を送っているだろうに、彼女はそのことを表に出すこともなく、無邪気な笑みを浮かべる。

　そんな彼女に、僕も笑顔で応こたえるのだった。




　　　　　３




　それから、僕はアテナとの『密会』を続けた。

　一週間に一度、三十分だけ会い、話を聞く。語られる内容は常に過酷で、大変な毎日であることが容易に想像できたけど、それでも、そんな生活を楽しみながら過ごしているようだ。

　また、アテナと会った日の夜は、決まって彼女の夢を見た。

　なぜ夢を見るのか、その詳しい原理や、脳内での処理がどうなっているのかは、今でもよく分かってないけど、おそらく『アテナに会った』という感覚が、その日の内は特に強く残っているから、そのことが夢の内容に反映されてるんだとは思ってる。言い換えれば、翌日以降の夢にアテナが現れないのは、記憶の『鮮度』が落ちているからなんだとも。

　ともあれ、異世界で戦うアテナの姿はどんなときでも勇敢で、どれほどの苦境でもくじけることなく、全力を尽くしていた。そんな彼女に惹ひかれ、支持する者は日ごとに増え、世界には光が広がっていく。

　そうした夢の数々を、僕は全てノートに書き留めていった。

　自分の身に起きている現象を、記録として残しておけば、後で何かの役に立つ。そういった考えがなかったわけじゃない。

　でも、そんなものは後付けだ。

　結局のところは、自分がそうしたいから、そうしただけ。それが全てだと思う。

　もちろん、自己鍛錬も怠らなかった。

　朝早くに起きてジョギングをし、その途中であおいちゃんと出会い、一緒に走る。

　ここ数週間の僕は、そんな日々の繰り返しだった。

　つらいと感じることも多かったけど、でも、その生活を毎日欠かさずこなしていくうちに、慣れてきたのだろうか。

　初めの頃ころほどは苦痛を覚えなくなっていったんだ。

　学校でもやることは変わらず、真面目まじめに授業を受け、補習に臨む。それ以外には変化らしい変化もない、単調な日々が続くばかり。

　それでも僕は、そんな生活に手ごたえのようなものを感じ始めていた。

「お疲れさま」

　夕暮れ時の教室で、五十嵐いがらし先生の声が響き渡る。

「これで補習はおしまい。佐さ倉くら君、よくがんばったわね」

　教科書やテスト用紙に目を通しつつ、先生はにこやかな笑みを浮かべた。

「今やってるところには追いつけたはずだから、ここから先はあなたの努力次第よ。もちろん、分からないところがあれば可能な限り教えるけど、とにかく授業はちゃんと受けること。宿題も真面目まじめにやる。いいわね？」

「はい。今までありがとうございました」

　頭を下げると、先生は苦笑し、腰に手を当てる。

「他の先生もおっしゃってたわよ。佐さ倉くら君の態度、良くなったって。……でも、きっと、授業にはついていけてないんじゃないか、ともね」

　その言葉に、僕は身体からだを強こわ張ばらせた。

「これはあくまでも提案なんだけど、佐さ倉くら君、他の授業も補習を受けてみたらどう？　あなたにその気があるのなら、私からも先生方にお願いしてみるつもりよ」

　……それは、僕も考えていたことだ。

　いずれは他の授業も、追いつかなきゃいけない、と。

　五十嵐いがらし先生も協力してくれるのなら、僕の負担もかなり軽くなるだろう。

「いえ、結構です」

　しかし、僕はきっぱりと、そう言い切った。

　そして、続ける。

「自分自身の問題ですから、僕が直接、お願いしてみます」

　五十嵐いがらし先生はキョトンとした顔でこちらを見つめていたが、

「……そっか」

　すぐにうなずくと、再び笑みを浮かべた。

「よし、じゃあ話はこれで終わり！　今度こそ本当に解散！　気を付けて帰るのよ！」

「は、はい」

　そう促され、僕は荷物をまとめて教室を後にする。

　その背後からは、「若いっていいわねえ」と訳の分からないことをつぶやく声が聞こえてきた。







　帰路につくべきその足で、僕はいつもの廃はい墟きよへと向かっていた。

　今日きようはアテナとの約束の日だ。単調な日々を送っているからといって、いや、だからこそ、週に一度のこの時間は、欠かすことができない大切なひと時なんだ。

　廃はい墟きよに着き、しばらく待っていると、次元の扉を開いてアテナが現れる。

「こんにちは、佐さ倉くら君」

「ああ、こんにちは」

　お決まりの挨あい拶さつを交わし、僕たちはいつものように雑談を始めた。

　しかし、

「……」

　ふとした拍子に、アテナは口をつぐみ、じっとこちらを見つめる。

「な、何？」

「佐さ倉くら君、ちょっと変わりましたね。何かありましたか？」

　突然の質問に、僕は言葉を失った。

　変わった、か。

　確かに、ここ数週の間に、僕の気持ちには多少の変化があったとは思う。その感情の機微を、彼女なりに感じ取ったのだろう。

　何しろ、アテナは僕の生み出した空想なんだ。僕自身の中での変化も、察知できて当然ではある。

「学校で、色々あったんだ」

　隠すことでもないので、僕は自分の身に起きたことを詳しく説明した。

　自主的に補習を受けていた経けい緯いと、ジョギングを始めたことを。

「へえ、そんなことがあったんですか」

　僕の話すことに、アテナは素直に感心して、興きよう味み津しん々しんな表情を向けてくる。

　そんな彼女の表情を眺めながら、思う。

　この変化は、アテナと出会ったから起きたことなんだよな、と。

　少なくとも僕は今、手ごたえのようなものを感じているし、その実感は、姫ひめ咲さきアテナがいなければ、手に入れられなかったものなんだ。

　だからこそ、僕の口からは自然と言葉が漏れていた。

「ありがとう」

　と。

「えっ？」

　目を丸くする彼女に、僕は続ける。

「アテナには、心の底から感謝してるんだ。だから、何かお返しがしたい」

「お返し、ですか？」

「お礼、と言ってもいいかもしれない。もちろん、僕にできる範囲で、だけど」

　たどたどしい口調で伝えると、彼女は軽く首を傾かしげた。

　しかし、何事かを考えたような表情を作ると、

「分かりました」

　にこやかな笑みを浮かべる。

　そして、

「では、わたしとデートしてください」

　笑顔のままで、爆弾を投じた。

　その威力はすさまじくて、僕の意識は瞬またたく間まに吹き飛ばされ、しばらくの間は真っ白なままだったが、

「……はい？」

　かろうじて、ノドの奥から言葉を振り絞る。

　デート？

　僕と、アテナが？

「……あっ」

　動揺する僕を見つめていたアテナは、やがてその頰ほおを赤く染めていった。

「ち、違うんです！　勘違いしないでください！」

　自分の発言の意味に気付いたのか、ぱたぱたと手を振って目をそらす。

「そ、その、ですね、デ、デートといえば、色んな所を歩き回ったり、見て回ったりするわけですよね？　ということは、わたしと佐さ倉くら君が一緒にいるところを、他の誰だれかに見てもらえる、ということでもあります。つ、つまり、客観的な視点が介入する、とでもいいましょうか。だから、その、もしもそんなことになったら、わたしが幻覚かどうかなんて、分かっちゃいますよね？」

　──その説明で、僕はようやく彼女の真意を理解した。

　自分が実在することを、認めて欲しい。

　そういう意図が込められているということだ。

「わたしの言ってること、伝わってますか？」

　真まっ赤かな顔で問われ、僕は思わず首を縦に振る。

　彼女の真意は理解できた。

　理解はできたが、とはいえ、その申し出を受け入れられるかどうかは、また別の話だ。

　しかし、こちらの返事も聞かずに、アテナは一人で何度もうなずき、

「で、では、来週もまた、ここでお会いしましょう！」

　それだけを言うと、まだそれほど時間が経たってないのに次元の扉を強引に開いて、その中に飛び込んでいった。

「……」

　残された僕は、途方に暮れるばかりだ。

　しばらくの間、アテナが消えた場所をぼんやり見ていると、

『お困りのようだね』

「うはうっ！」

　突然、近くから声が聞こえてきて、思わず変な叫びを上げる。

　声のした方に目を向けると、そこにはあの、四角い遠隔映像通信が浮かび上がっていた。

　映像の向こう側にいるのは、ニャンチャッテ様だ。

『君たちの会話を盗み聞きしていたのだが、どうやらデートをするみたいだね』

　とんでもないことをさらりと言いつつ、彼女は続ける。

『今更、二人の仲に介入するつもりはないよ。むしろアテナの苦労を和らげてくれるのであれば、こちらとしても願ったり叶かなったりといったところだ。デートをすることが、彼女の活力になるのであれば、尚なお更さらね』

「は、はあ」

『とはいえアテナは冷静さを欠いたままこちらに戻ってきたし、どうやらその足で直接、戦地へと走り去っていったみたいなんだ。このままだと彼女と連絡が取れないし、それでは君も、困るよね？』

「ん、それは、まあ」

　デートをすることが決まった前提で話を進められていることに、軽く突っ込みを入れたくはなったけど、ニャンチャッテ様の言ってることはもっともだった。

　だって、具体的なことが何も決まってない。

　アテナが『来週もまた、ここで』と言っていた以上、日時も待ち合わせ場所も今まで通りでいいのだろう。来週のこの時間に、彼女はきっと来てくれる。

　でも、その後はどうすればいいんだ？

　他人との関わりを避け続けてきた僕には、当然ながらデートなんてものをした経験がない。

　当日をどう過ごせばいいのか、まるで思い浮かばないんだ。

『デートプランは任せるよ。そこは第三者が口出しをするところではないからね。私にできるのは、そうだな、伝言くらいか』

「伝言？」

『君からアテナに伝えておくべきことがあるのなら、言ってくれたまえ。私はその言葉をそのまま、彼女に伝えるよ。たとえば君たちの過ごす世界において、注意しておくべきことがあるのなら、今のうちに知っておいた方がいいだろう。何しろ、アテナがこちらの世界に来てから、もう三年以上経たっているんだ。常識にズレがあるまま人前に出るのは、どちらにとっても都合が悪いんじゃないかい？』

「……」

　親切心の塊のような申し出に、しかし僕は、沈黙で応こたえた。

『何か気にかかることでもあるかい？』

「……どうして？」

　口を開いて出てきたのは、そんな疑問の言葉だった。

『どうして、とはどういう意味かな？』

「そのまんまの意味だよ。ニャンチャッテ様はどうして、アテナのためにそこまでしてくれるんだ？」

『さっきも言っただろう？　姫ひめ咲さきアテナは、我々にとって希望の星なんだ。彼女の心が晴れることなら、なんだってやってやりたいのさ』

「……それは分かるよ。でもそうじゃない。僕が聞きたいのは、大賢者とまで呼ばれるあなた自身が、なぜそこまでするのかってことだ。ニャンチャッテ様にはもっと他に、やるべきことがあるんじゃないのか？　伝言なんて、手の空いている他の人に、任せることができるんじゃないのか？」

　細かく問い詰めることではないのかもしれない。

　けれど、ニャンチャッテ様がアテナにこだわる理由は、正確に知っておきたかったんだ。

　だって、僕の頭の中で起きている現象なんだから、その詳細は把握しておくべきだろう。

　ニャンチャッテ様をじっと見つめていると、彼女は重い口を開く。

『……私自身が、やりたいからだ。いや、やらなきゃいけないからだ。私にはその責任があるからね』

「責任、ですか」

　そういえば、アテナをあっちの世界に呼んだのは、この人だという話だったよな。

　それなら確かに、彼女は責任者と言えるかもしれない。

『詳しいことは、いずれ話せる日が来るだろう。けれど、今、大事なのはそのことじゃない。だから、ひとまずは忘れてくれないか？』

「はあ」

『確実に言えるのは、私はアテナの味方だということさ。つまり、佐さ倉くら君がアテナの味方であるのなら、私も君の味方だということになる。それだけは信じて欲しい』

「……分かりました。信じます」

　自分の頭の中で起きていることなのに、よくもまあ、これだけ面倒な会話が成り立つものだと感心したくなるが、そこは今更な話だ。

　考えるべきは、アテナとデートの約束を交わしたということと、彼女に伝言を残さなければならないということ。

　僕はデートの申し出を受け入れたわけじゃない。

　でも、もうこうなったら、その前提で話を進めるしかないのだろう。

「じゃあ、そうだな……」

　半ばヤケクソ気味のまま、僕は腰に手を当てて、散々悩んだ挙句、

「──このことを伝えてくれないか？」

　顔を上げて、ニャンチャッテ様に一つだけ、告げた。

『分かった、必ず伝えよう』

　言い終えると、彼女はすぐさまうなずき、周囲に目を向ける。

『そろそろ通信が切れそうだ。では、幸運を祈る』

「は、はい」

　返事とほぼ同時に通信は切れて、今度こそ僕は、誰だれもいない廃はい墟きよの前で立ち尽くす。

「……デート、か」

　自分の口から漏れた言葉に、思わず身震いした。

　漫画やアニメの中でなら何度も見たことがあるけど、まさか自分の身に降りかかるとは思ってなかったし、ましてや相手は、空想上の存在だ。

　その現実をどう受け止めるべきなのか、頭の中で処理し切れないでいたんだ。
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　姫ひめ咲さきアテナは実在しない。

　それはもはや揺るぎない事実だ。

　異世界なんてものもないし、夢はあくまでも夢でしかない。

　もちろんアニメや漫画やライトノベルの中でなら、そういうファンタジーな出来事はいくらでもある。

　しかしそれはあくまでも、フィクションだ。現実とフィクションを混同してはいけない。

　同じように、僕がこれから会う相手は空想上の存在だし、そんな人物との約束を守る必要はないと、頭の中では理解できている。

　もちろん約束を反故ほごにすれば、彼女は怒るだろう。怒って異世界に帰り、もう二度と僕とは会ってくれないかもしれない。

　あるいは頰ほおを膨らませつつも、翌週にはまた僕の前に現れるかもしれない。

　どんな結果になるのかなんて、今の段階では分からないけど、いずれにせよそれは、僕の頭の中で無意識のうちに、『そういう設定』が組み上げられているだけなんだ。

　現実の世界で、なんらかの支障が出るわけじゃない。むしろ、そのことで幻覚が消えれば、元の生活に戻れるわけだから、『すっぽかす』という選択はあって然しかるべきだろう。

　それでも、決意は変わらなかった。

『約束』を交わした翌週、僕は学校帰りに廃はい墟きよへと足を運び、そこで彼女を待つ。

　しばらくすると、いつものように次元の扉が開き、そこから彼女──姫ひめ咲さきアテナが、華麗に現れた。

「こんにちは、佐さ倉くら君」

　アテナはいつも通りな挨あい拶さつを口にするが、しかし、その姿はいつもとは違う。

　これまでに見てきたような、露出の多い格好じゃなかったんだ。

　腰元にはスカートらしき物が巻かれていて、上半身にも薄い布が何枚も重ねられている。

　見ようによっては、どこかの国の民族衣装っぽくも感じられる格好だ。

　その姿を見て、僕は安あん堵どのため息を漏らす。

　どうやら、伝言はちゃんと機能しているようだ。

　先週の今いま頃ごろ、僕がニャンチャッテ様経由で伝えてもらったのは、このことだったんだ。

　露出を控えるように、と。
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　だって、あの格好のままだと、デートどころじゃなくなる。

　空想上の存在がどんな衣装を着ていようとも、現実の世界に影響なんてないとは思う。

　でもこれは、僕自身の気持ちの問題だ。

　あんなにも薄着な女の子と一緒に街中を歩く。その情景を思い浮かべると気持ちは落ち着かなくなるし、まともな思考もできなくなる。

　そんな事態を避けるためにも、服装の改善は最優先の課題だった。

「じゃあ、行こうか」

　僕がアテナを見つめ、そう口にすると、

「はい、よろしくお願いします」

　彼女は早足でこちらに駆けてくる。

「あっ、でも、その前に」

　しかしアテナは不意に足を止めると、振り返り、次元の扉があった場所を見つめた。

　そして口元で何かを唱えると、扉に向かって右手をかざす。

　すると彼女の手から、光を帯びた杭くいのような物が、次々と生まれてきた。

　杭くいたちはふわふわと宙を舞い、その数が三十に達したとき、

「それっ！」

　アテナが叫び、指を鳴らす。

　同時に、全ての杭くいがすさまじい速さで飛び、中空に突き刺さった。

　まるで封印を施すかのように、次元の扉の周りを囲んだ杭くいたちは、やがてうっすらと、その姿を周囲に溶け込ませていく。完全に見えなくなったわけじゃないけど、遠くからは認識できないような、そんな薄さだ。

「な、何をしたんだ？」

「扉を強化しました。これでいつもより一時間、長くこっちにいられます」

　疑問をそのまま口にすると、アテナはあっさりと答えてくれた。

　なるほど、杭くいの数は三十で、一時間ということは六十分。つまり一本につき二分、延長できるということなんだろう。

「そっか。でも、そんな便利な物があるのなら、どうして普段から使わないんだ？」

「そうしたいのは山々なんですけどね」

　単純な疑問を口にすると、彼女は苦笑を浮かべる。

「ちょっとばかり、費用がかかりますし、作る時間も必要なので……。今回は三十本しか用意できませんでした」

「……そういうことか」

　その説明を聞いて、状況を把握した。たとえ異世界だろうと、経済は回ってるし、こういう特別なアイテムの作成にはお金もかかる。これまでにアテナと接してきた経験から、そのことは理解できているつもりだ。

　世界を救う勇者として、彼女はそれなりに優遇されているとは思うけど、それでも、なんでも自由にできるというわけじゃないんだ。

　彼女なりに、今回のために色々と力を尽くしてくれてるんだな。僕なんかとデートをする、ただそれだけのために。

　その想おもいを、無駄にしちゃいけない。

「ありがとう」

　短くそれだけを伝えると、アテナは表情を輝かせ、大きくうなずいた。







　そんなわけで、僕たちが向かった先にあったのは、ショッピングモールだ。

　先週のあのときからずっと、必死に思考を巡らせ、出てきた答えが、『買い物をしよう』というものだったんだ。

　高校の近くには、少し大きめのショッピングモールがあることも知っていた。だからそこに行くことにしたという、単純な理由だ。

　もちろん、この結論には正当な理由もある。アテナは滞在時間が限られている以上、あまり遠くには行けないし、行くべきじゃないと思ったんだ。

　アテナは時間延長の策を取ってくれたけど、そんな方法があるだなんて一週間前の時点では知らなかったし、それに結局のところは一時間増えただけなんだから、やはりこの結論は間違いではないはずだ。

「な、なんだかゴージャスな場所ですね……」

　ショッピングモールを見上げつつ、アテナは息を吞のむ。

　そんな彼女をじっと見つめていると、

「えっ、あっ、だ、大だい丈じよう夫ぶです、緊張なんてしてません！」

　こちらの視線に気付いたのか、慌てて首を横に振った。

「あ、あちらの世界でも、お城とか遺跡とか、大きな建物はいっぱい見てますし、入ったこともありますし、だ、だから、慣れてますから！」

　強がるような言い方をしつつも、しかしその表情には、ほんのりと赤みが帯びる。

「で、でも、ここも広そうですし、は、はぐれちゃいけませんよね。だから、その……」

　言葉を濁し、彼女はこちらを見つめた。

「さ、佐さ倉くら君の、服の端を、持っていてもいいですか？」

　上目遣いに尋ねられ、僕は一瞬、身体からだを強こわ張ばらせる。

　けれどなんとか気持ちを奮い立たせ、ゆっくりとうなずいた。

　するとアテナはさらに顔を赤らめ、

「で、では……」

　ためらいがちに、裾すその辺りを小さくつまむ。

「……えへへ」

　恥ずかしそうな笑みを浮かべるアテナを見て、僕の心臓は高鳴るばかりだ。

　──しかし、同時に頭の片隅では、この状況を冷静に分析している自分もいたりする。

　彼女はあくまでも空想上の存在であり、今この場に立っているのは僕一人だけなんだ、と。

　周囲を見渡してみれば、チラチラとこちらに視線を送ってくる人たちがいるように思える。

　おそらく、お店の入り口で突っ立っている僕のことを、不審に思っているのだろう。

　だって他の人にはアテナのことが見えてないのだから、傍はたからは『僕が一人でうなずいたりしてるだけ』なんだ。

　今すぐ帰りたい。

　そんな思いが芽生えてくるが、でもここまできた以上、引き返すわけにはいかないよな。

　僕はアテナに目をやり、口くちの端はしをわずかに上げて、素早く首を縦に振る。

「……はい！」

　すると彼女も強くうなずき、僕の隣に寄り添った。

　そんなアテナと並んだまま、僕たちはショッピングモールの中へと足を踏み入れる。

　こうして、『デートごっこ』は幕を開けた。
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　最初に向かったのは、雑貨屋だった。

　お手軽な値段の物からそれなりに高価な物まで、あらゆる種類の雑貨がそろったそのお店を、僕たちは一緒に歩いて回る。

　僕自身は特に買いたい物は見当たらなかったんだけど、しかしアテナはそうじゃなかった。

　一歩進むごとに足を止め、キラキラとした目で店内の雑貨を眺める。その繰り返しだ。

　そんな彼女を見ていると、いくら幻覚だとは分かっていても放っておくわけにはいかず、

「これ、買うよ」

　小さく声に出し、アテナの視線の先にある雑貨を、無む造ぞう作さにつかむ。

「えっ」

　彼女は驚いた表情でこちらを見たが、僕は構わずレジへ向かい、無言のまま会計を済ませた。

　そしてそのままお店を出て、

「……はい」

　レジ袋に入ったままの品物を、アテナのいる方へ差し出す。

　差し出す、とはいっても、軽く腕を突き出すだけだ。

　それでも、彼女にはその意図が伝わったのだろう。

「──ありがとうございます！」

　袋を受け取り、朗らかな笑みを浮かべてくれた。

　……実際には、レジ袋は僕が持ったままで、『アテナに渡した』という幻覚を感じているだけなんだとは思う。

　それでも、頭の中では『そういう設定』で話が進んでるんだから、このまま続けるべきなのだろう。

　そう考えた僕は、そのまま別の場所へと向かう。

　モール内を適当に歩き、次に入ったのは、いわゆるブティックと呼ばれるようなお店だ。

　女性用の服がたくさん並ぶその店内を、僕は適当に眺めながら進んでいく。

「わー、わー、かわいい服がたくさんありますね！」

　一方、アテナは瞳ひとみを輝かせ、首を動かし続けているが、僕にはどれも同じような物に見えるから、いまいち共感しづらい。

　近くにあった服を何気なく手に取り、値札を見てみると、

「……えっ」

　とんでもない値段が記されていて、血の気が引く。

　これは、気軽にプレゼントできるような物じゃないな……。

　デートということで、今日きようはいつもより多めに持ってきたつもりだけど、どうやら入るお店を間違えたようだ。

　そのことを自覚した途端、全身に気まずさがあふれてくる。

「あっちの世界にはこういう服、ほとんどありませんから、とっても新鮮です！」

　アテナに目を向けると、彼女はまだ数々の衣服に心を奪われているようだったが、その側そばに近づき、

「出よう」

　つぶやくように声をかける。

「へっ？」

　きょとんとするアテナを置いて、僕はさっさと店の外に出た。

「あ、あの」

　店を出て、モールの中を歩き続ける僕の後を、彼女は追いかけてくる。

　その気配を感じつつ、僕は少しずつ速度を緩め、やがて足を止めた。

　それでも、決して振り返ったりはしない。

　だって実際には、誰だれも追いかけてきてないのだから。

「さ、佐さ倉くら君？」

　アテナが追いつき、服の端あたりに触れたのを確認すると、僕は再び歩き出した。

　──この『デートごっこ』において大事なのは、どれだけ自然に振る舞えるかだ。

　周囲の人に、アテナは認識できない。だからもし、僕が彼女と会話をすれば、きっと一人でしゃべっているように見えるだろう。

　その様子は、どう考えても不気味だ。

　実際、もうすでに周囲からは、いくつかの視線がこちらに向けられているように感じる。

　急にお店を出たり立ち止まったりと、さっきから挙動不審だし、その上さらに独り言を始めたりすれば、どんな風に受け取られるのかは目に見えている。

　そういう事態を避けるにはどうすればいいか、僕はこの一週間考え続け、出した答えが、

『一人で過ごしているつもりで振る舞う』

　というものだった。

　アテナに話しかけられても、わずかな身振りだけで応じて、発する言葉もなるべく少なくする。そのことを徹底すれば、『幻覚が見えている人』だと思われる可能性は低いんじゃないか、と判断したんだ。

　そしてその作戦は、今のところ成功しているようだった。

　挙動不審な点を注目されてはいるかもしれないけど、でもそれは一時的なものだ。

　ショッピングモールはかなり広いし、この場を離れてしまえば、僕のことなんかみんな忘れるはず。

　そう思った僕は、アテナを後ろに従えたまま、無言で足を動かし続けた。

　次はどこに行くべきだろうかと、周囲を見回し、目標を定めようと努める。

　……そのとき、服の端に覚えていた感触が、不意になくなる。

　振り返ると、うつむいたまま立ち尽くすアテナの姿が見えた。

　しかし彼女はすぐに顔を上げると、まっすぐにこちらへ目を向ける。

「そう、ですよね。佐さ倉くら君の判断は間違ってないと思います。だってわたしは、実在してないのですから」

　一度大きくうなずいてから、アテナは言った。

「そのやり方で、デートを続けましょう」

　彼女の口元には笑みが作られていて、その表情は、にこやかなようにも見える。

　けれど、目の端にはほんのわずかに、雫しずくが光っていた。

　その瞬間、僕は我に返り、同時に後悔の念が全身を駆け巡る。

　何をやってるんだ、僕は。

　作戦は成功している？　そんなわけないだろう。

　だって、目の前で今、アテナが泣いてるんだぞ。

　たとえ幻覚だろうと、姫ひめ咲さきアテナを一人の女の子として扱う。

　その誓いを、もう忘れたのか。

「……ごめん」

　自分の頰ほおを叩たたき、天井を見上げる。

　どうやら人の目を気にしすぎて、肝心なことが頭から抜け落ちていたようだ。

　大事なのは、姫ひめ咲さきアテナだ。

　このデートは、彼女が望んだことなんだ。

　アテナの想おもいに応こたえることができるのなら、誰だれにどう思われたっていいじゃないか。

「行こう」

　彼女の元に近づき、その手を握る。

「えっ」

「デートを続けるんだろ？」

「……はい！」

　僕の言葉に、アテナは今度こそ本当に笑顔を浮かべ、力強くうなずいた。

　手をつないだまま、僕たちは並んでモール内を歩く。

「どこか、行ってみたい場所はある？」

　尋ねると、アテナは少し照れたような表情を見せた。

「実はちょっとだけ、お腹なかが空いてます。お昼は忙しくて、ちゃんと食事を取れなかったので」

「そっか。じゃあ、軽く何か食べよう」

　というわけで、僕たちはそのまま歩き続け、フードコートに到着する。

　周囲にはいくつもの店舗が並んでいて、どこに向かうべきか僕は悩んでいたが、

「佐さ倉くら君、わたし、あのお店が気になります」

　アテナに促され、パンケーキらしき物を扱っているお店へ近づいた。

　二人で列に並び、やがてレジの前で店員さんと相あい対たいする。

「いらっしゃいま、……せ」

　店員さんはこちらを見ると、目を見開いたが、

「ご、ご注文はお決まりでしょうか？」

　やがて、平静を装よそおって言葉を続けた。

　やっぱり、僕のことを不審に思っているのだろう。

　しかしそんな反応は想定内だ。僕は店頭にあるメニューを眺め、アテナに目を向け、

「僕が注文していい？」

「お願いします」

「じゃあ、ホイップバターを二つ、ください」

　一番大きく書かれている、定番の物を注文した。

　店側が推しているメニューなんだから、少なくとも大外れってことはないだろう。

「は、はい、かしこまりました」

　注文を受けた店員さんは慌てた様子で頭を下げ、奥へと下がっていく。

　そして他の店員に近づき、ちらりとこちらに目を向けてから、小さな声で話しかけた。

「ねえ、見た？」

「ええ、びっくり」

　話しかけられた方も、さっきのやり取りを見ていたのだろう。

　だからなのか、僕のことを話題にしているようだ。

　とはいえ、そんな反応も予想できたことだし、すでに覚悟は決まっている。

　名前も知らない店員さんにどう思われようと、知ったことか。

「まるで映画を見てるみたい……」

「悔しいけど、お似合いね……」

　という声も聞こえた気がしたけど、それはまた僕とは関係のない話題なんだろう。

「お、お待たせしました。ご注文のホイップバター、お二つです」

　営業スマイルの店員さんから注文の品を受け取り、僕たちは近くのテーブルへ向かう。

　席に着くなり、アテナは眉まゆをひそめて言った。

「なんだかさっきから、お金を払ってもらってばかりですみません」

「いいんだよ。アテナはこっちの世界のお金を持ってないんだろ？」

「ん、それはまあ、そうですけど」

　彼女は異世界で過ごしてるんだから、当然と言えば当然だ。

「それよりほら、早く食べよう」

「は、はい、そうですね。では、いただきます」

「いただきます」

　共に食事の挨あい拶さつをしてから、パンケーキを頰ほお張ばる。

　同時に、口の中に甘みが広がった。

「わあ、美味おいしいです！」

「うん」

　顔いっぱいで喜びを表現するアテナに、僕も同意する。

　おそらく現実的には、

『二人分のパンケーキを一人で食べてる』

　ということになってるんだろうけど、それも承知の上だ。

　周囲からは好奇の目が向けられているのも、ひしひしと感じている。

「おい、あれ」

「ああ、すげえな」

「あんなに可愛かわいい子、いるんだ」

　皆はこちらに視線を送りつつ、内緒話をしているようだ。

　その詳細な内容までは分からなかったけど、分かる必要もない。

　今の僕に、怖いものなんてないんだ。

　やがてパンケーキを食べ終えた僕たちは、軽く息を吐く。

「ふう。ごちそうさまでした」

「ごちそうさま」

　お皿を返却口に返し、通りに出てから僕は尋ねた。

「他に行きたいところはある？」

「そう、ですね。それじゃあ、たとえば一緒に遊べるところとか、あったりしますか？」

「一緒に遊べるところ……。じゃあ、ゲームコーナーにでも行ってみる？」

「ゲーム、ですか？」

　首を傾かしげる彼女の手を取り、僕たちはそのままゲームコーナーへと向かった。

　ショッピングモールらしい明るく和やかな空気に満ちたその空間に、足を踏み入れる。

　普段の僕なら、こういった場所には立ち寄らないんだけど、今日きようは特別な日だ。

　施設の中を歩きながら、プリントシール機の前で立ち止まり、尋ねる。

「一緒に、撮ってみる？」

「えっと、これは、なんでしょうか？」

　周囲をきょろきょろと眺めていた彼女は、目の前の箱を見つめて首を傾かしげた。

「僕も詳しくはないけど、写真を撮影できる機械だと思ってくれたらいいと思う」

「写真……。二人で一緒に、ということですか……？」

「ん、まあ、そういうことになるかな」

「では、撮りましょう！　佐さ倉くら君と一緒に、写真を撮りたいです！」

「わ、分かった。そうしよう」

　積極的な態度に押されつつ、僕はアテナと一緒にプリントシール機の中へと入る。

　硬貨を投入し、ナビに従ったまま撮影をこなし、やがて取り出し口から出てきた写真を受け取った。

　そこには、僕とアテナが並んでいる姿が写っている。

　ぎこちない笑みを浮かべ合うその様子は、初うい々ういしいカップルに見えないこともない。

　しかしそれは、今の僕には『そう見えている』というだけであって、実際には一人で写真を撮ってるんだよな。

　その事実を胸の奥に押し込めて、僕は写真をアテナに差し出す。

「あげるよ。今日きようの記念にってことで」

「は、はい！　ありがとうございます！　大事にしますね！」

　写真を受け取った彼女は、心から嬉うれしそうな表情を浮かべた。その笑顔を見ることができただけで、僕も報われた気持ちになれたんだ。

　その後は駄菓子屋のコーナーでいくつかのお菓子を買い、近くのベンチに座って一緒に食べた。相変わらず周囲の視線は痛かったけど、さっきから奇行を繰り返してばかりなんだから、そんな反応があるのも当然だ。むしろ警備員あたりが駆けつけてこないことに、疑問を感じるくらいではある。

　いずれにしても、後悔はしていない。

　取り返しのつかない事態に陥っているという自覚はあったけれど、楽しいと感じているのもまた事実だったから。

　──しかし、やがてその時間にも終わりが訪れる。

「そろそろ戻らなきゃいけません」

　館内にある時計に目を向け、アテナがそう告げた。

　ちゃんと計ってなかったけど、もうそんな時間か。

「……分かった、戻ろう」

　手をつなぎ、僕たちは並んで歩く。

「今日きようは楽しかったです。佐さ倉くら君と、いつも以上にいっぱい話せましたし」

「僕もだよ。忘れられない一日になったと思う」

　たわいのない雑談をしながら歩ほを進めていると、すぐにいつもの廃はい墟きよへ到着した。

　楽しい時間が過ぎるのは早い。

　そのことは今まさに実感しているが、しかし、腹をくくるしかない。

　アテナとのデートは、ここで終わりなんだ。

　軽く頭を振り、次元の扉があった場所へと近づき、

「あれ？」

　ふと、気付く。

　アテナの施した杭くいが、全てなくなっていたんだ。

　見えにくいんじゃなくて、完全に見えない。

「時間の経過で消えたのかな？」

「……」

　思わず声に出して尋ねるが、しかしアテナは答えず、じっと扉のあった場所を見つめるばかりだ。

「アテナ？」

「えっ？　あっ、はい、そうですね。多分、そうだと思います」

　名前を呼ぶと、彼女は慌てた様子で振り返り、パタパタと手を振る。

「杭くいは全て消えてますけど、他に異変もなさそうですし、ちょうど時間通りに戻ってくることができた、と考えていいはずです」

　そう言ってアテナは笑みを浮かべ、まっすぐにこちらを見つめた。

「それでは改めて、お礼を言わせてください。今日きようは一日、楽しい時間を過ごさせてもらいました。本当にありがとうございます」

　頭を下げてから、彼女は再びこちらに目を向ける。

　その顔は爽さわやかで、軽やかで、今日きようという日に満足している。そんな表情だと、僕は一瞬、錯覚する。

　しかし、すぐに気付く。彼女の肩が、かすかに震えていることに。

「ど、どうしたの？」

「えっ」

　尋ねると、彼女は表情を強こわ張ばらせ、それでも、すぐにぎこちない笑みを浮かべた。

「な、なんでもありません。そ、その、ちょっと、肌はだ寒さむくなってきたなって……」

「……」

　アテナをまっすぐに見つめ返しながら、その言葉を深く受け止める。

　鈍感な僕でも、さすがに分かる。

　彼女がウソをついてるのは明らかだ。

　でも、どうして？

　困惑したまま頭を巡らせ、

「……もしかして、僕のせい？」

　やがて、一つの答えにたどり着く。

「な、なんのことでしょう？」

　アテナは尋ね返してくるが、僕はさらに問いを重ねた。

「どうして君は、そんなにも僕に認めてもらいたいんだ？」

「っ！」

　その瞬間、彼女は目を見開き、その場に立ち尽くす。

　やっぱり、そうか。

　アテナは気付いていたんだ。

　僕が決して、彼女の実在を認めたわけじゃないことに。

　確かに僕は人前で堂々と、アテナとのデートを敢行した。

　でもそれは、ただ単に開き直っていただけだ。

　姫ひめ咲さきアテナを一人の女の子として扱いながらも、その実在を認めていない。

　だからこそ彼女は、気持ちを落ち込ませているのだろう。

　その理屈は分かるし、僕自身の態度が批判されるべきものなら、いくらでもしてくれて構わない。

　ただ、アテナがなぜそこまでして、自分の実在を認めてもらいたいのか、その理由を知りたかったんだ。

「……」

　しばしの間、アテナはうつむいていたが、

「つながりが欲しいんです」

　言葉と共に顔を上げる。

「だってわたしは、誰だれともつながってませんから」

「つながってない？」

「わたしが勇者になった経けい緯いは、前に話しましたよね。ニャンチャッテ様と契約を交わしたって。その際に、『こちらの世界』との全てのつながりが、断ち切られたんです。そうしなければ、勇者としての力を得ることができなかったので」

　軽く息を整えてから、彼女は言った。

「だから、こっちに戻ってきても、わたしには知り合いなんて一人もいないんです。友達も、家族も……。お互いにお互いのことを、何も覚えてないんです。つまり、この世界において、わたしは存在してないのと同じなんです」

　唐突で、衝撃的な告白に、僕はただ立ち尽くすしかない。

「もちろんそのことは、最初から覚悟していたつもりです。勇者になったことを、後悔なんてしていません。……でも、なぜだか分かりませんけど、佐さ倉くら君にだけは、わたしがここにいるということを認めてもらいたいんです」

　口元に笑みをこぼして、アテナは続ける。

「こだわりなんて、捨てた方がいいって、分かってるんですけどね。でも、もしかしたら、という想おもいを、捨て切れないんです」

「もしかしたらって？」

「……もしかしたら、佐さ倉くら君がわたしの知り合いだったかもしれない。そういう可能性です」

　彼女はこちらをまっすぐに見つめ、しかしすぐに首を横に振った。

「まあでも、今となっては確かめようがないですし、そんな都合のいい偶然が、あるわけないですよね」

　……確かに、普通に考えれば可能性はゼロに近いだろう。

　でも、そもそもアテナは僕の生み出した幻覚なわけだし、意識の深い部分では、『実は知り合いだった』という『設定』が組み込まれている、なんてことも、充分に考えられるんだ。

　全てを決めるのは僕自身。

　だからこそ、どんな真相もあり得る、と思う。

　いずれにせよ、今の僕にできることは何もない。

　目の前で起きている幻覚を、僕は制御できないのだから。

「……少し、おしゃべりが過ぎましたね」

　アテナは軽く空を見上げてから、再びこちらに目を向ける。

「今の話は忘れてください。忘れた上で、また来週、同じ時間に会ってくれると嬉うれしいです。ダメ、ですか？」

「……いや、ダメじゃないよ」

　上目遣いに問われて、僕は思わず首を横に振った。

　何も考えずに答えたことだけど、でも、その言葉を訂正したりはしない。

　アテナとまた会いたい。

　その気持ちに偽りはなかったのだから。

「……ありがとうございます。それではまた来週、お会いしましょう！」

　にっこりと微笑ほほえみ、軽く手を振ってから、アテナは次元の扉の先へと消えていく。

　やがて扉そのものも霧散して、その場には僕だけが残された。

「……」

　いつもの見慣れた光景だが、さっきまで賑にぎやかだった分、寂しさも大きい。

　僕はしばらくその場で立ち尽くしたまま、デートでの出来事を思い返した。

　姫ひめ咲さきアテナの存在を、胸に刻み付けるように。
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　目が覚めたとき、ぼやけたままの僕の脳裏には、違和感が満みち溢あふれていた。

　あのデートを敢行した日の夜、僕はいつものように眠りにつき、そして、なんの夢も見ないまま目覚めたんだ。

　アテナと会った日には必ず、異世界で活躍する彼女の夢を見る。その法則が確立されていると思っていただけに、想定外なことが起きたことに戸惑っているとでも言えばいいのだろうか。

　とにかく、僕はいつもと違う朝を迎えたことに異変を感じていたわけだけど、

「……まあ、そういうこともあるか」

　しかし、すぐに頭を振ってその思いを振り払う。

　人間は機械じゃないんだから、『必ずそうなる』と思った通りに動くわけじゃないし、見る夢の内容を、自分の意志で決められるわけでもない。

　制御不能な幻覚を目まの当たりにしている僕にとっては、それは当たり前な事実だった。

　目覚めの気分はあまり良くなかったけど、僕はそのままジョギング用のジャージに着替え、いつものように走りに出かける。

　そのままいつも通りのペースで走っていると、やはりいつも通り、一人の女の子がこちらに近づいてくる。

　小学生くらいの少女、あおいちゃんだ。

「おはようございます！」

「おはよう」

　軽く挨あい拶さつを交わし、昨日きのうまでと同じように、僕たちは並んで走る。

　走りながら、頭に浮かぶのはアテナのことばかりだった。

　別わかれ際ぎわの出来事が、どうしても忘れられないんだ。

　彼女は言っていた。勇者となった結果、こちらの世界との『つながり』が断ち切られたと。

　かなり過酷な話だが、でも『その設定』は、僕の頭の中で生み出された物なんだよな。

　きっと深層心理だかなんだかの中で、そういう設定が思い浮かんでいたのだろう。

　つまり、彼女を悲しませているのは、僕だということになる。

　その事実を、重く受け止めないわけにはいかなかった。

「どうかしましたか？」

　考え事をしていると、不意にあおいちゃんが話しかけてくる。

「ん、な、何？」

「なんだかぼんやりしてますね。もしかして、昨日きのうのことが原因ですか？」

「──えっ」

　唐突な問いかけに、鼓動が跳ね上がった。

　昨日きのうのことが原因、だって？

　それって、もしかして……。

「実は昨日きのう、家族でお出かけして、ちょっと離れたところにあるショッピングモールに行ったんですけど、そのとき、お兄さんのことを見かけたんですよ。もしかしたら見間違いかも、とも思ったんですが、そうじゃなかったんですね」

　やっぱり、そのことか。

　覚悟はしていたつもりなのに、地元じゃないからって油断していた。

　まさか、こんな身近にいる子にも見られていたなんて。

「昨日きのうの朝、走ってるときも落ち着かない感じでしたし、何かあるのかなーと思っていたんですけど……」

　こちらの動揺に気付いた様子もなく、あおいちゃんは言った。

「一緒に歩いていたきれいな人、も、もしかして、お兄さんの彼女さんですか？」

「……はい？」

　僕の彼女？　どういうことだ？

　てっきり、あのときの奇行をからかわれるかと思っていたのに、この子は何を言ってるんだろう？

　並んで走りつつ、僕は思考を巡らせ、一つの結論を導き出す。

　すなわち、『あおいちゃんは気を遣ってくれている』というものだ。

　ショッピングモールでの奇行を見かねた彼女は、僕に同情し、話を合わせてくれようとしているんだと思う。

　だとするなら、無理に否定しない方がいいのかもしれない。

「……か、彼女ではないよ」

「そう、なんですか。それにしては、ずいぶんと仲が良さそうでしたけど」

「ぼ、僕くらいの年になると、色々あるんだ」

「はあ。そういうものなんですか」

「そういうものだよ」

「……なるほど」

　僕の返事をどう受け取ったのかは分からないが、彼女は何事かを考えるようにうなずき、

「『センサクはするな』ということですね、分かりました！」

　一人で納得して、一気に駆け出した。

　止める暇もなく、あおいちゃんの姿はどんどん小さくなっていく。

　その光景も、僕にとってはいつものことなんだけど、彼女の背中にはなんだか複雑な感情が渦巻いているような、そんな気がしたんだ。

　……いや、それも考えすぎか。

　あおいちゃんが何をどう思っているのかなんて、僕には分かるはずがない。

　分からない以上、なんのフォローもできないし、する必要だってないだろう。そんなものはただのお節介だ。

　彼女の背中に軽く手を振りつつ、僕はいつも通りのジョギングコースを走る。

　走りながら、それでも胸の奥では、確かな予感も覚えていた。

　また同じことが、必ず起きると。

　そしてその予感は、的中することになる。







『事件』は昼休みを迎えた瞬間に起きた。

「ねえ、佐さ倉くら君。見たわよ、昨日きのう」

　いつものように一人で食堂へ向かおうとした僕に、クラスメイトが話しかけてきたんだ。

　突然のことに驚いた僕は、じっと彼女を眺める。

　クラス内でも交流がない僕は、その子の名前をすぐには思い出せなかった。表情は明るくて、誰だれとでも仲良くなれそうな雰囲気を醸かもし出だしているけど、見た目に大きな特徴もないし。

　言葉を詰まらせたまま見つめていると、彼女はさらに言葉を続ける。

「一緒にいた人、読モか何か？　撮影の一環だったり？　それとも、もしかして、お付き合いしてる人だったりする？」

「んっと……」

　軽快な口調で問い詰められるが、当然、僕は何も答えられない。

「えっ、佐さ倉くら君って彼女いるの？」

　そうこうしているうちに、近くにいた別のクラスメイトも話に乗っかってきた。

　やはり名前もよく覚えてない女子だ。

「い、いや──」

「意外……、でもないか。佐さ倉くら君って寡か黙もくで大人おとなっぽいし、結構モテそうだし」

　否定する暇もなく、その子は一人で納得して、うんうんとうなずいている。

「なになに、なんの話？」

「佐さ倉くらがどうしたって？」

「よく分からないけど、彼女がいるらしいよ」

　あたふたしているとさらに他のクラスメイトたちも近寄ってきて、ざわめきはどんどん大きくなっていく。

　騒がしくなる教室の中、僕は声を上げることもできず、しかし頭の片隅ではその事態を冷静に分析していたりもした。

　きっとみんなは、物珍しく思っているのだろう。

　だって、クラスの誰だれとも絡からもうとしない僕に、格好の『燃料』が投下されたんだ。そりゃあ、ちょっとした騒ぎになるということくらいは理解できるよ。

　とはいえ、このまま放っておくわけにはいかない。

　何しろ、僕はあのとき、一人っきりだったのだから。

　最初に話しかけてきたクラスメイトの、魂胆は分かってる。

　彼女はまず間違いなく、僕をからかおうとしているんだ。

　昨日きのうのあの現場を目撃したのなら、僕が『デートごっこ』をしていたことは明白なわけだし。

　もしも僕が見み栄えを張って、「あれは彼女だ」とでも答えれば、その瞬間に全てを暴露されて、徹底的にいじられるに決まっている。

　かといって、否定しようとしても、どう説明すればいいのかが分からない。

　真相をこちらから白状する勇気はないし、上手うまくごまかす手段も思いつかないんだ。

　……今朝けさのあおいちゃんの反応から、こういう事態が起きるだろうということは想像できていた。

　学校帰りにショッピングモールへ寄る生徒は、いくらでもいるだろう。それはクラスメイトだって例外じゃない。

　そのことは、昨日きのうのあのとき、開き直った時点で覚悟はしていた。

　それでも、きついものはきつい。

　好奇の目がいくつも向けられ、僕の返事を待っている。

　しかし僕は、ただうつむくことしかできなかった。

　思考がまとまらず、なんとかこの事態が収まってくれるよう祈るのみ。

「おい」

　──そのとき、教室の入り口から、凄すごみのある声が聞こえた。

　皆が振り返り、僕も顔を上げ、

「……あっ」

　その人物を目にした瞬間、血の気が引く。

　入り口に立っていたのは、明日あす華かだったんだ。

　彼女はこちらをまっすぐに見つめたまま、さらに口を開く。

「お前んとこの担任が、呼んでたぞ」
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　担任が、呼んでた？

　もしかして、僕のことを？

　僕が自分で自分を指差すと、明日あす華かはゆっくりとうなずいた。

「わ、分かった」

　クラスメイトに注目されつつも、立ち上がり、そそくさと足を動かす。

　明日あす華かの側そばまで来たとき、彼女は僕を一いち瞥べつしてから、教室の中をぐるりと見渡し、

「お前ら、くだらねえことで騒いでんじゃねえよ」

　そう言って背を向け、さっさと歩き出していった。

　動揺しつつも、僕はその背中と教室を交互に見やり、

「なんか、呼ばれてるみたいだから」

　そう言って、逃げるように教室を後にする。

　その背後からは、ヒソヒソとした声が耳に届いてきた。

「成なる宮みやだ」

「確か、佐さ倉くらとオナ中だったっけ」

「あいつ、怖いよな」

　どうやら高校でも、あいつは有名人のようだ。ヒソヒソ話を聞く限りでは、あまりいい意味ではなさそうだけど。

　まとわりつく空気を払い落とすように、僕は大きく頭を振って、明日あす華かの後に続く。

「えっと、職員室に行けばいいのかな？」

　そして、恐る恐る尋ねるが、

「呼ばれてなんかいねえよ」

「えっ」

　返ってきたのは、そっけない言葉だった。

　呼ばれてない？

　実際には担任に呼ばれてないのに、ウソをついたということか。

　でも、あの状況で、そんなウソをつくということは……。

「もしかして、僕を助けてくれた？」

「……」

　その問いには、彼女は答えなかった。

　けれど僕はその沈黙を、肯定だと受け止める。

　僕と明日あす華かだからこそ、分かり合える空気を、感じた気がしたんだ。

「た、助かったよ。ありがとう」

　その言葉にも、明日あす華かは答えない。

　しかし廊下の隅まで来たとき、彼女は立ち止まり、こちらを見つめた。

「で、誰だれなんだ？」

「へっ？」

　唐突な問いに、僕は変な声を漏らす。

「だ、誰だれって？」

「昨日きのう、一緒にいたっていう女だよ」

　……さっきの話を聞いてたのか。

「べ、別に、話すようなことじゃないよ」

「会わせろ」

「えっ」

「そいつに会わせろ」

　間近に迫られ、僕は言葉に詰まる。

　会わせろ、と言われても、それは無茶な相談だ。

　だってあの子は、実在しないのだから。

「む、無理だよ」

「あぁ？」

　拒否した途端、きつい目でにらまれる。

　同時に、彼女は廊下の壁に強く手を突き、さらに顔を近づけて、言った。

「あ、わ、せ、ろ」

「はい」

　考える間もなく即答する。

　言い訳をする余裕なんてなかった。

「ふう……」

　うつむき、軽く息を吐いてから、覚悟を決める。

　事情を説明しても、信じてもらえるかどうかは分からない。

　でも、助けてもらった恩がある以上、ごまかすのは良くないことだとも思う。

　それに何より、気持ちを落ち着けたおかげで、胸に一つの想おもいが浮かんでいたんだ。

　明日あす華かには、隠し事をしたくない、と。

　そんなことを考えたのはずいぶん久しぶりな気もするけど、でも、今はその感情を大切にしたかった。

「……一週間に一度、放課後に、会ってる子がいるんだ」

　そう告げて、僕はこれまでの出来事をかいつまんで説明した。

　会う場所が決まっていることと、三十分しか会えないことと。

「だから、その場所に付いてきて欲しいんだ。そうすれば、全てを理解できるはずだから」

「……来週の放課後に、お前の教室に行けばいいのか？」

「ん、そうだね。待ってるよ」

　正確に言えば六日後だけど、そこはお互いに分かり合えているという確信はある。

「……」

　約束を交わすと、明日あす華かは手をどけて、背中を向けた。

　そしてそれ以上は何も言わず、大おお股またな足取りで自分の教室へ戻っていく。

　彼女の背中を見送りながら、僕は大きなため息をつき、同時にお腹なかが鳴って背筋を伸ばした。

　いかにもベタな反応だと自覚しつつも、今は本能に従うしかない。そのまま食堂を目指して、階段を駆け下りる。

　廊下を走りながら、しかし頭の中に浮かぶのは、明日あす華かに対する真しん摯しな思いだった。

　全てを話すべきだ、と。

　その結果、どうなるのかなんて、明白だったとしても。










　　　第五章
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　あの日のことは、今でも覚えている。

　小学校の卒業式前日、その放課後に、僕は明日あす華かを近所の公園に呼び出したんだ。

　話したいことがあると言って。

　幼稚園時代からの知り合いで、仲が良かった僕たちは、長い時間を共に過ごしてきた。

　そうして確かな友情を育はぐくむうちに、次第にその思いは、特別な気持ちに変わっていったんだと思う。

　それが恋心と呼べるものだったのかどうかは、今でも分からないけど、当時はそんなことを考える余裕さえなかった。

　だから公園に現れた明日あす華かに向かって、感情のままに叫んでいたんだ。

「好きだ！」と。

　返事なんて期待してなくて、ただ僕の気持ちを聞いて欲しかっただけだ。

　けれど、僕の言葉を受け止めた彼女は、静かに口を開き、

「勘違いしてんじゃねえぞ」

　冷めた表情で言ったんだ。

「お前を好きになる女の子なんていないよ」







　帰路につきながら、僕は三年以上前の出来事を思い出していた。

　あれからそれなりの時間が経たったのに、記憶は風化されないものなんだな。

　たとえそれが、忘れ去りたいことだったとしても。

　思案にふけったまま歩き続け、そうして気が付けば、思い出のあの公園の前までたどり着いていた。

　あのとき明日あす華かの口から出てきたのは、はっきりとした拒絶の意思だ。

　その事実を受け止めるたび、気持ちは沈み込む。

　彼女は言った。僕を好きになる女の子なんていないと。

　それはつまり、明日あす華か自身も、僕のことを好きでもなんでもなかったということだ。

　ずっと一緒に過ごしてきた。親友だと思っていた。

　でも、あいつにとっての僕は、そうじゃなかったんだよな。

　振られたことも悲しかったけど、それ以上に、お互いの気持ちに大きな溝があったことに、強いショックを受けたんだ。

　その頃ころの僕にとって、成なる宮みや明日あす華かという存在は絶対的で、彼女の言動はその全てが正しかった。

　そんな彼女に突き付けられた言葉は、心の深い部分に突き刺さり、今も残っている。

　僕を好きになる女の子なんていない。

　女の子に好かれる魅力なんて持ち合わせていない、ちっぽけな人間だということだ。

　その思いは少しずつ大きくなり、やがて僕は、『誰だれからも好かれない人間だ』という結論を、胸に抱くようになった。

　一番信頼していた人でさえ、僕のことを好きじゃなかったんだ。だったら他の誰だれが、好意を持ってくれるんだ、という話だ。

　元々の内気な性格も手伝って、中学時代はロクな交友関係を結ばなかった。他人と接するのが怖くなり、外出の機会も減り、一人で過ごせる時間を求めるようになっていった。

　まさに空気のような存在だった僕は、その無味透明さのおかげか、いじめのようなものに巻き込まれることもなかったし、わずらわしい人間関係に悩まされることもなかった。

　それでも、毎日が地獄だった。

　中学三年生の夏休みを、空虚に過ごす中、『このままじゃいけない』と感じた僕は、全てをリセットさせるために、地元から離れた高校に進学しようと決意。

　僕を知る人がいない場所で、やり直そうと思ったんだ。

　受験の難易度は高かったけど、死に物狂いで勉強して挑んだ結果、なんとか合格。

　そうして、晴れやかな気持ちで入学式を迎えた僕は、

「……えっ」

　新入生代表の挨あい拶さつで、壇上に現れた明日あす華かを見て、目の前が真っ暗になった。

　どうして、あいつが、ここに？

「……」

　館内をぐるりと見回した彼女は、僕を見つけると小さく息を吐き、

「えっと、主席合格だったってことで、ここに上がってるんですけど、特に話すことはありません。でもまあ、いろいろがんばりますので、よろしくお願いしまーす」

　それだけを言って、さっさと演台から降りる。

　そして皆が啞あ然ぜんとする中、体育館を勝手に去っていく。

　その自由奔ほん放ぽうな振る舞いを、僕はただ、見つめることしかできなかった。

　よりにもよって、一番離れたかった相手と、同じ高校に通うことになる。

　その事実を受け止めた瞬間、心の折れる音が聞こえた。







　重い足取りのまま、僕は公園の中ほどまで歩いてきていた。

　園内には小学生くらいの子どもたちがたくさんいて、にぎやかに遊んでいるようだ。

『まるであの頃ころの僕たちみたいだ』と、ぼんやり眺めていると、その中の一人がこちらを見て、そそくさと近づいてくる。

　よく見るとその子は、僕がいつも一緒に走っている女の子──あおいちゃんだった。

「こんにちは、お兄さん！」

「あ、ああ、うん」

　元気な言葉につられて返事をすると、彼女はほのかな笑みを浮かべる。

「偶然ですね、こんなところで会うなんて。今、友達と一緒に遊んでいたところなんです」

「そ、そうなんだ。楽しそうだね」

「はい、楽しいです！　……あの、もしよかったら、お兄さんも一緒に遊びませんか？」

「へっ？」

　思わぬ提案に、僕は変な声を上げる。

「ど、どうして？」

「えっと、一緒に遊んだら楽しいかなと思って。ダメ、ですか？」

「あおい、どうかしたの？」

　そのとき、他の子もこちらに近づいてきて、瞬またたく間まに僕は小学生女子たちに取り囲まれていた。

　彼女らはこちらをジロジロと見上げながら、あおいちゃんとヒソヒソ話を始める。

「もしかして、この人が例の『お兄さん』ってやつ？」

「う、うん……」

「へえ、そっかー、ふーん」

　会話の内容はよく分からないが、不審に思われていることだけは確かだ。

　でもそれも、当然と言えば当然だ。

　僕に好意を持ってくれる人なんて、いるわけがないのだから。

　たとえその相手が、小学生だったとしても。

「あ、あの、やっぱり僕は……」

　煙たがられる前にこっちから断ろう。

　そう思って口を開き、

「……ねえ、あれ、何？」

　同時に、小学生女子の一人が、公園の隅を指差した。

　その指先に僕も目を向け、

「……はっ？」

　再び変な声を上げる。

　そこには、真っ暗な何かが蠢うごめいていたからだ。

　なんでもないただの公園の、ある一点だけが暗くら闇やみに包まれ、不規則な動きを繰り返している。

　その様子は、僕にとって見覚えがあるものだった。

　アテナと初めて会ったときにも現れた、『闇やみ』と呼ばれる存在だ。

「な、何あれ……」

「気持ち悪い……」

　僕と同じ方角に目を向けつつ、小学生女子たちは口々に言葉を発する。

　もしかしたら、その声に反応したのだろうか。闇やみは動きを止めると、その中心に二つの赤い光を灯ともらせ、こちらに向けた。

「み、みんな、逃げて！」

　同時に、あおいちゃんが叫ぶ。

　もしかしたら、『闇やみ』の反応を敏感に察知したのかもしれない。

「よく分からないけど、離れた方がいいと思う！」

　彼女の声を聞きながら、しかし僕は、疑問を胸に抱く。

　この子たちにも、僕と同じ幻覚が見えているのだろうか、と。

　しかし、その疑問はすぐに霧散する。

「嚙かまれたら、痛いよ！」

　と、あおいちゃんが叫んだからだ。

「──っ！」

　その声を受けて、集まっていた女子たちは弾はじかれたように、散り散りに逃げていく。

　やはり、そうだ。彼女たちの目にも、脅威となるような『何か』が見えている。

　でもそれは、僕が見ている幻覚とは違うものなんだ。

　もしかしたら、視線の先には野の良ら犬いぬでもいるのかもしれない。

　だけど僕の目には、それが『闇やみ』として映っているだけであって……。

『……』

　そんな思案にふけっていると、女子たちの声に反応したのか、闇やみはその身を蠢うごめかせる。

　そして、こちらに向かって一気に迫った。

　それは『襲いかかる』と表現するのが的確な動きで、そいつがあおいちゃんの間近まで迫った瞬間、

「くっ！」

　僕は反射的に身体からだを投げ出し、彼女をかばうようにして抱きかかえた。

　その勢いのまま地面を転がり、ゆっくりと目を開ける。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　抱えた手を緩めて、僕はあおいちゃんに尋ねる。

「は、はい……」

　彼女は苦しそうにしながらも、はっきりとした返事が聞こえてきたので、

「……そっか、よかった」

　安心した僕は、大きく息を吐いた。

　その瞬間、強烈な痛みが襲いかかり、大きく目を見開く。

「ん、ぐうっ！」

　口から声を漏らしつつ、痛みがある場所に視線を移すと、脇わき腹ばらの辺りから血がにじみ出していることが分かった。

「お、お兄さん!?」

　僕と同じ場所に目を向けたあおいちゃんが、驚きの声を上げる。

　明らかに動揺しているようだ。

「ぼ、僕は、だ、大だい丈じよう夫ぶ……。そ、それより、君は早く、に、逃げるんだ……」

「で、でも……」

「い、いいから、走って！」

「っ！　は、はい！」

　強い口調で叫ぶと、彼女は飛び跳ねるようにして立ち上がり、一気に駆ける。

　あおいちゃんは一度だけこちらを振り返ったが、僕がうなずくと彼女もうなずき返し、今度こそ公園を後にした。

　そのことを確認した僕は、再び息を吐いて、現状を分析する。

　目の前には『闇やみ』がいる。

　僕から少し距離を取ったまま、そいつはこちらへと赤い光を向けていた。

　おそらくこの『闇やみ』の正体は、野の良ら犬いぬか何かなんだろう。

　でも、あの瞬間に何が起きたかといえば、せいぜい引っかかれた程度だ。それくらいのことで、こんなにも大きなケガを負うとも思えない。

　何かおかしなことが起きているのは間違いない。そして、なぜそんなことが起きているのかといえば、当然、僕自身に原因があると考えるべきなのだろう。

　つまり、野の良ら犬いぬに引っかかれた傷を、それ以上の脅威、すなわち『闇やみ』から受けた攻撃だと頭の中で処理した結果、大ケガを負うことになったんだ。

　いわゆる自己暗示というやつだ。

　強固な思い込みは、幻覚を現実にする。何かの本で読んだ受け売りだけど、そう考えると、目の前で起きている出来事にも説明がつくというもの。

　このケガは、僕が『そうなる』と思い込んだからこそ、そうなったんだ。

　ということは、目の前にいるこの『闇やみ』に、本気で襲われたとしたら、その結果も現実になる可能性が高いということ。

　加えて、今の僕には空想を制御できない以上、止める術すべはないということにもなる。

　これは、かなり、まずいんじゃないか？

　自分の幻覚に殺される。

　そんな結末を予感して、背中に冷たい汗が走った。

　目の前にいる『闇やみ』は警戒しているのか、不用意には動かず、じっとその場に佇たたずんでいたが、

『ガアアアアアアッ！』

　やがて威い嚇かくの声を上げると、再び飛びかかってきた。

　まずい。

　心の中を恐怖が支配し、僕は思わず顔を背ける。

　最悪の事態を覚悟した、その瞬間、

「はああああああああああああああああっ！」

　──誰だれかの叫びと共に、光が弾はじけた。

「う……」

　まばゆさに目がくらみつつも、ゆっくりと視線を戻す。

　眼前に迫っていた『闇やみ』は霧散していて、僕のすぐ側そばには、見知った人物が立っていた。

　姫ひめ咲さきアテナ。

　なぜ、彼女が、ここに？

　朦もう朧ろうとする意識の中、僕はただ、目の前で起きている事態を見つめることしかできない。

　アテナは剣を両手で持ち、公園全体を眺めている。

　同じように僕も視線を動かし、

「……えっ」

　そのときになって、ようやく気付いた。

　公園の周囲を取り囲むように、『闇やみ』の群れがひしめいていることに。

　あれも野の良ら犬いぬの群れ？

　あるいは、身体からだも心も限界が近いから、幻覚の内容も派手になってる？

　そんなことをぼんやり考えていると、アテナは剣を構えて、『闇やみ』の一角を見据え、

「せええええええいっ！」

　再び叫んで、足を踏み出した。

　一瞬にして『闇やみ』の間近まで迫った彼女は、そのまま剣を振り抜き、標的を切り裂く。

「はあっ！」

　返す刃やいばでその近くにいた別の『闇やみ』も両断し、その勢いのままアテナは公園内を駆け、次々と倒すべき相手を葬ほうむり去さっていった。

　やがて全ての敵を一掃した彼女は、軽く息を吐いてから、僕の元へと駆け寄る。

「佐さ倉くら君、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　傷口に目を向けたアテナは、動揺しつつも口元で何かを唱えた。

　すると、その手のひらに、ほのかな光があふれる。

　その手を僕の傷口に当てると、次第に痛みが治まっていった。

「……もう、大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　やがてアテナはため息をつき、かすかな笑みを浮かべる。

　しかしすぐに表情を引き締めると、立ち上がり、僕に背を向けた。

　傷を受けたところに手を当ててみるが、痛みはなく、血の跡もなくなっている。

　やはり実際にはケガなんてしてなくて、一連の出来事すべてが、幻覚だったのだろう。

　当たり前と言えば当たり前かもしれないが、それでも僕は、頭の中でどういう処理がされているのかを、確かめずにはいられなかった。

「どうして、アテナがここにいるんだ？」

「……全部、わたしのせいです」

　尋ねると、彼女は背を向けたまま答える。

「昨日きのう、わたしがこっちに戻ってきたとき、『扉』を強化しましたよね。少しでも長くいられるようにって」

「あ、ああ。あの杭くいのことだよな」

「でも、気が緩んでいたんでしょうね。その処置に少しばかり、綻ほころびがあったみたいなんです」

「綻ほころび？」

「はい。そのせいで『闇やみ』の一端が、こちらの世界にあふれ出したんです」

　うつむき、拳こぶしを握りしめ、アテナは身体からだを震わせた。

「そのことに気付いたわたしは、すぐにまたこちらの世界に戻ってきて、駆除して回っていたんです。佐さ倉くら君の前に現れた『闇やみ』も、その一部でした」

　そこまで言ってから、彼女はこちらへ振り返り、口元を緩める。

「けれど、あふれ出た『闇やみ』は、これで全て排除できたはずです。だから、安心してあちらの世界に帰ることができます」

「そうか。それは良かった」

　話を聞いていた僕は、ゆっくりと胸をなで下ろした。

　どうなることかと思っていたけど、事態は無事に収まりそうな気配だ。

「……でも」

　そんな僕の気持ちを余所よそに、アテナは言葉を続ける。

「だからといって、この出来事を『なかったこと』にはできませんよね。多くの方にご迷惑をおかけしましたし、それに何より、佐さ倉くら君が大ケガを負ったという事実は消せません。全ては気を抜いたわたしの責任です」

　眉まゆをひそめ、彼女は言った。

「あのとき、わたしが欲張らなければ……。いつものように、三十分だけで帰るって、決めておけば……。そうしたら、こんな事態は招かなかったんです。だから……」

　顔を上げ、アテナはまっすぐに僕を見つめる。

「だから、わたしはここにいちゃいけないんです。いる資格がないんです。だってわたしは、実在しないのですから」

　そうして、彼女は笑みを浮かべると、

「さよなら」

　短くそれだけを言って、右腕を高く掲げた。

　そして何かをつぶやいた瞬間、その姿はどこへともなく消きえ失うせる。

　僕も立ち上がり、アテナが立っていた場所に歩み寄るが、しかし、そこには彼女がいた痕跡など、どこにも残っていなかった。

　でも、それは当然のことだ。

　だって、姫ひめ咲さきアテナは実在しないのだから。

　静けさを取り戻した公園の中で、僕は空を見上げ、小さく息を吐く。

　騒動が去ったことに安心しつつも、頭の中では理解できていたんだ。

　もう、彼女には会えないだろう、と。
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　あおいちゃんと再会したのは、それから六日後のことだった。

　目覚めと共に若干の肌はだ寒さむさを覚え、季節の移ろいをひしひしと感じつつも長なが袖そでのジャージを着込み、いつものように朝のジョギングをしていると、

「お、おはよう、ございます……」

　いつものタイミングで彼女が現れ、僕は静かにうなずく。

　久々にあおいちゃんと会えたことには驚いたが、同時に、彼女の様子がいつもと違うことにもすぐに気付いた。

　走る姿に元気はなく、顔もうつむかせたまま。

　そのことを不審に思っていると、あおいちゃんはゆっくりとこちらに目を向け、口を開いた。

「あ、あの、お身体からだは、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「へっ？」

「あの、この前、私のせいで、ケガをしたみたいでしたので」

「この前って、もしかして、あの公園でのこと？」

「は、はい」

「ああ、うん、それなら平気だよ」

　答えつつ、僕は無事をアピールするように愛想あいそ笑わらいを浮かべる。

　上手うまく笑えたかどうかは分からないけど、身体からだに異常がないことは確かだ。

　あの日、家に帰ってからも傷口が開くなんてことはなかったし、その後の日々も、問題なく過ごせている。

　元々、幻覚だったわけだし、『僕がケガをした』とあおいちゃんが思い込んだのも、動揺していたせいで何かを見間違えたりしたんだろう。たとえば、倒れた際に付いた土や泥が、血の跡に見えたとか。

　それよりも、だ。

「あおいちゃんこそ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「えっ？」

「ずっと、ジョギングを休んでたみたいだからさ。もしかしたら、何かあったんじゃないかなって、気になってたんだ」

「……ごめんなさい」

　彼女は再びうつむくと、言葉を続ける。

「お兄さんに助けてもらったこと、お礼しなきゃって、ずっと思っていたんです……。でも、あの日から、一人で外に出るのが、怖くなっちゃいまして……」

　言いながら、あおいちゃんは走る速度を緩めた。

「学校にも行けなくて、ずっと家の中に閉じこもっていたんです。……でも、それじゃダメだって思って、それで今日きようからまた、走ることにしたんです」

　彼女は立ち止まり、つられて僕も足を止める。

「なので、改めて言わせてください」

　あおいちゃんはこちらを見つめてから、深く頭を下げた。

「助けてくれて、ありがとうございました」

「……別に、お礼なんて。とっさに身体からだが動いただけだよ」

　そのまっすぐな態度がまぶしくて、つい目をそらす。

「そ、それに、あのときのことはよく覚えてないんだ。ケガだってしてないし、夢でも見てたんじゃないかって思ってるくらいだし」

　照れ隠しのため、そんなことも口にするが、でも、僕と彼女とで認識が違うのは確かだ。

「あおいちゃんは、あのときに見たのがなんだったのか、覚えてる？」

　話のついでにと思って尋ねてみると、彼女は神妙な面持ちを浮かべる。

「えっと、お母さんから聞いた話なんですけど、良よし子こちゃん……、あの場にいた友達が言っていたみたいなんですけど、野の良ら犬いぬか何かが飛び出してきた、ということみたいです」

　やはりそうか。

　あれから一度、公園に立ち寄ってみたけど、入り口のところには『野の良ら犬いぬ注意』の張り紙があったし、ボランティアらしき大人おとなが何人か、見回りのようなことをしていた気もする。

　おそらく事件の再発を防ぐために、保護者の方々が動いてくれていたのだろう。

　と、僕は一人で納得していたが、

「……でも」

　しかしあおいちゃんは、表情を曇らせたままだった。

「でもでも、私が覚えている感覚は、そういうのじゃないんです。野の良ら犬いぬなんかより、もっと大きくて、真っ暗な何かがいたような……、そんな思いが離れないんです」

　彼女は自分で自分の身体からだを抱きかかえ、軽く身震いする。

　きっとあのときに体験した恐怖が、頭の中で過大に膨れ上がって、必要以上に怯おびえているのだろう。

　その気持ちは分かる。現実には存在しないものを見ている、僕には分かるんだ。

　だからこそ、言わずにはいられなかった。

　あおいちゃんを、僕と同じ目に遭わせちゃいけないと、そう感じたから。

「──そんなにも怖い思いをしたのに、それでも、また外に出てみようって思えたんだよね？」

「えっ、は、はい」

「だったら、大だい丈じよう夫ぶだよ」

「……大だい丈じよう夫ぶ、なんですか？」

「ああ。君はもう、大だい丈じよう夫ぶ」

　力強くうなずくと、彼女は僕から目をそらし、なぜか頰ほおを赤らめた。

「……お兄さんは、強い人ですね」

　あおいちゃんの静かなつぶやきに、僕は小さく首を横に振る。

「強くなんてないよ」

　僕は弱い。

　勉強も運動もダメダメだし、人付き合いも苦手。心も傷つきやすいから、過去のトラウマをいつまでも引きずっている。

　そんな弱い僕だからこそ、幻覚なんてものまで見るようになったし、自分の生み出したその幻覚に、殺されそうになったりもする。

　でも、だからこそ、自分の弱さと向き合わなきゃいけないんだ。

「──今日きようは、約束の日なんだ。大切な人と、大切な約束をした日なんだよ。もしかしたら、その気持ちが、態度に表れていたのかもしれない」

「……約束、ですか」

　こちらの想おもいがどれだけ伝わったのかは分からない。

　けれど、あおいちゃんは小さくうなずき、胸の前で両手を強く握りしめた。

「それって、とっても特別な日だってことですよね？　だったら、応援します。お兄さんが、今日きようという日を悔いなく過ごせるように」

「……ありがとう」

　僕はぎこちなく口元をゆがめ、そうして、どちらから言い出したということもなく、ジョギングを再開させる。

　これ以上、交わすべき言葉なんてなかったから。

　走りながら、僕は思う。

　今日きよう、出会う人のことを。







　放課後、誰だれもいない教室でぼんやり待っていると、不意に入り口の扉が開かれる。

　そこにいた人の姿を見て、僕は自分の席から立ち上がった。

「じゃあ、行こうか」

「ああ」

　僕の呼びかけに、彼女──成なる宮みや明日あす華かは、そっけなく答える。

　目的地へと向かう道すがら、どちらも口を開かなかった。

　話すべきことは、話すべき場所に着いてからだと、お互いに分かっていたからだ。

　そうして、僕たちは無言のまま歩き続け、あの廃はい墟きよへとたどり着く。

「ここだよ」

「……」

　周囲を見回してから、明日あす華かはこちらに目を向けた。

「で？」

　短い一言に、僕は首を横に振り、急せかさないようにと伝える。

　沈黙が支配する中、やがて、約束の時間を迎えた。

　──けれど、何も変化は起きない。

　そのまましばらく待ってみたが、何かが起きそうな気配はなく、ましてや『次元の扉』なんてものが開きそうな雰囲気は、微み塵じんも感じられない。

　世界はいたって平穏そのもの。そのことを確認した僕は、小さく息を吐き、天を仰いだ。

　やはり、そうだ。

　アテナはもう、僕の前には現れないんだ。

「おい」

　僕の様子を不審に思ったのだろう。明日あす華かは眉まゆをひそめ、こちらをにらむ。

　そんな彼女に向き直り、僕は自虐的な笑みを浮かべた。

「教えるよ。この数か月の間に、僕が体験したことを」

　そう告げて、僕は明日あす華かに、全てを話した。

　この廃はい墟きよで、一人の少女と出会ったこと。

　その子は異世界を救うために戦いの日々を送っていること。

　そんな彼女に影響を受けて、生活を改めたこと。

　そしてその人物、姫ひめ咲さきアテナこそが、問題のデートの相手だということ。

　……ただしその人は、現実の世界には存在しないということも。

「──つまり、明日あす華かが気になっている人物は、実在しないんだ。僕は自分が生み出した幻覚に支えられて、日々を過ごしていたんだよ。……でも、そんな日々も、もう終わったんだ」

　そう。姫ひめ咲さきアテナはもう、僕の前には現れない。

　その理由は明白だ。

　あの日、近所の公園で『闇やみ』に襲われた際、死に直面した。

　自分の幻覚に殺されそうになるというのも笑えない話ではあるけど、生きるか死ぬかという状況だったこと自体は間違いない。

　だからこそ、身の危険を感じた本能が、空想を終わらせるための『物語』を、頭の中で作り上げたんだと思う。

　幻覚を消し去るための物語、すなわち、姫ひめ咲さきアテナの消失だ。

　アテナを巡る物語が、全て頭の中から消え去れば、幻覚に襲われることもなくなる。

　つまり、僕は保身のために、アテナの口から別れの言葉を告げさせたんだ。

　制御できない幻覚とはいえ、その事実は心苦しく、胸が締め付けられるばかり。

　僕がもっと強ければ、こういう事態は招いていなかったかもしれないのだから。

「……」

　僕の話を聞き終えた明日あす華かは、静かにこちらを見下ろしていたが、やがて口を開く。

「この一週間のうちに、その言い訳を考えたのか？」

　言ってから、しかしこちらの返事も聞かず、首を横に振った。

「……いや、お前はそんなに器用な奴やつじゃねえ。それはあたし自身が、一番よく分かってるさ。だとしたら、全てはあたしのせいか」

「明日あす華かの、せい？」

　今度こそ疑問の声を上げると、彼女は苦笑する。

「幻覚を見るほど、お前のことを追い詰めていたってことだよ」

　自分で自分の顔に手を当て、明日あす華かはつぶやいた。

「やっぱり、あの日のことが、原因なんだよな……」

　彼女は強く唇を嚙かみしめたが、しかし、すぐにこちらへ向き直り、

「お前が正直に話してくれたんだ。あたしも、全部話すよ。あのときの想おもいを」

　真しん摯しな口調で、そう言った。

「あのとき、あたしは……」

　しかし、明日あす華かの言葉は最後まで続かなかった。

　その瞬間、地割れのような音が響いてきたからだ。

　僕にとっては、聞き覚えのある音だ。

　突然の事態に驚き、音のした方に目を向ける。

　その中空には、裂け目のような物が生まれていた。

　扉とまでは言えないまでも、人がすっぽり入り込めそうなその隙すき間まを、僕はまじまじと見つめる。

　するとその奥から、やはり聞き覚えのある声が聞こえてきたんだ。

『助けてくれ！』

　……助けてくれ？

　短く、悲痛な叫びに胸を打たれ、僕は思わず裂け目の近くに歩み寄った。

　刹せつ那な、その反応を待っていたかのように、裂け目の向こうから一本の手が伸びてきて、僕の腕をつかむ。

　抵抗する暇ひまもなく、その手は僕を裂け目の中へと引きずり込んだ。

「和泉いずみ！」

　反射的に、明日あす華かが僕の空いた腕をつかむ。

　だが、さすがのあいつもそこまでが限界だった。

　僕に巻き込まれるような形で、明日あす華かも裂け目へと吸い込まれ、そして、

「うわあああああああっ！」

「くうっ！」

　──僕たち二人は、闇やみの奥へと消えていった。
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　意識が戻ったとき、最初に感じたのは、左手に灯ともる温かさだ。

　ゆっくりと目を開け、確認する。どうやら僕は地面に寝そべっていて、その手を誰だれかが握っているようだった。

「ん……」

　その手の先から、声が漏れる。

　僕はそのまま視線を動かし、

「！」

　相手が明日あす華かだと分かった瞬間、大きく目を見開いた。

「えっ」

　ほぼ同時に、あいつも現状を把握したのか、慌てた様子で手を振りほどく。

「あっ……」

　しかしすぐに表情を曇らせ、顔を背けた。

「い、今のは、その、びっくりしたから、つい……」

　口元で何かをつぶやき、明日あす華かはこちらに目を向ける。

「あ、あのな──」

「やあやあ、君たち。強引に連れてきてすまなかったね」

　そのとき、別の方角から声が聞こえてきて、やはり僕たちは同時に身体からだを震わせた。

「そのことは心から謝罪するが、何しろ危機的な状況なので、なりふり構ってられなかったのだよ。どうかそのことは理解していただきたい」

　話しながら近づいてくる、その人影へと振り向き、

「はっ？」

　僕は高い声を上げる。

　ボロボロのローブを纏まとい、使い古されたような木の杖つえを持った彼女は、ニャンチャッテ様だったんだ。

　映像通信越しじゃなく、直じかに目の前に立つその姿を見て、動揺したまま周囲を眺める。

　そのときになってようやく、さっきまでとは景色けしきが一変していることに気付いた。

　足元には魔法陣のような円形が描かれており、その周りは石畳が敷き詰められている。

　そもそも、ここは石に囲まれた室内で、いつもの廃はい墟きよじゃないことが明らかだ。

　なんだ、いったい何が起きてるんだ？

「……落ち着きな」

　困惑する僕の隣で、明日あす華かが立ち上がり、ニャンチャッテ様をにらむ。

「あんたの仕業か？」

「ああ。無関係の君まで巻き込んでしまったことは、本当に申し訳なく思う。当然、そちらにも言いたいことはたくさんあるだろう。だが、時間がない。歩きながら説明させてくれないか？」

　ニャンチャッテ様は言うだけを言うと、僕たちに背を向け、返事も聞かずに出口らしき扉がある方へと歩いていった。

　そしてそのまま扉を開け、振り返ることなく部屋を後にする。

　残された僕たちは顔を見合わせ、同時に視線をそらした。

「……行くしかねえか」

　頭をかきながら、明日あす華かはつぶやく。

「ここに突っ立ってても、なんにも分かりそうにねえし、さっきの奴やつについていくしかねえんだろうな」

　そう言ってこちらに目を向け、

「ほら、行くぞ」

　そっと手を差し伸べられた。

「えっ」

「行かねえのか？」

「い、いや、行くよ」

　手を取り、慌てて立ち上がる。

　すると明日あす華かはすぐにその手を離し、さっさと歩いていった。

　彼女の後に続き、部屋を出た途端、僕は大きく目を見開く。

　見知らぬ景色けしきなのは、室内だけじゃなかったからだ。

　砂の世界。

　それが、端的な印象だった。

　見る限り、辺り一面に砂さ塵じんが吹き荒れ、草木のない大地が広がっている。

　また、ところどころにテントのような物が建てられていて、その中から人影らしき姿が出てくるのも分かった。

　彼らは皆、ニャンチャッテ様と同じように簡素なローブを纏まとい、やはりニャンチャッテ様と同じようなネコミミを生やしていて、静かな足取りでこちらに向かってくる。

「ミミナシだ」

「ミミナシが来た」

　僕たちを見つめつつ、その人たちは口々に何かをつぶやいていた。

「ユウシャ様だ」

「ユウシャ様と同じだ」

　彼らの中には祈るような仕草をする人もいて、その様子に僕は戸惑いを覚える。

　訳が分からないまま、彼らから視線を背けるように空を見上げ、

「はっ？」

　思わず高い声を上げた。

　眼前には、雲一つない快晴が広がっている。

　けれど、その色は青じゃない。

　空そのものが、灰色に染まっていたんだ。

　まるで世界全体が闇やみに覆われているかのような、その光景に、僕は目を見張り、

「……そういうことか」

　小さくつぶやく。

　今、何が起きているのか、完全に理解できた。

　僕は、夢を見ているんだ。

　さっき、廃はい墟きよで聞いた声は、ニャンチャッテ様のものだったと思う。

　そしてニャンチャッテ様の声が聞こえたということは、幻覚を感知していたということ。

　その幻覚に引っ張られたまま、転んだ拍子に頭を打って、気を失ったんだ。

　結果、定期的に見ている夢の世界に、自分自身も登場した、ということなのだろう。

　ここまで意識がはっきりしているのは違和感があるけど、異世界なんてものがあるはずないのだから、ここが夢の中であることは間違いない。

　詳しくは知らないけれど、いわゆる明めい晰せき夢むというやつなのかもしれない。

　夢の中に明日あす華かがいるのは、気を失う前まで一緒にいた影響だと思う。

　いつもより少しばかり好意的に接してくれているような気がするのは、僕の頭の中で都合のいい設定が組み込まれているからなのだろう。

　いずれにせよ、僕は夢を見ているし、その夢の中でニャンチャッテ様に助けを請こわれたことも確かだ。

　あの人が何を求めているのかを見極める必要がある以上、やはり、ついていくしかないんだろうな。

　僕たちは急ぎ足で、先を歩くニャンチャッテ様に追いついた。

　すると彼女は振り返ることなく、言葉を紡つむぐ。

「姫ひめ咲さきアテナが、危機に陥っている」

　その唐突な物言いに、僕は大きく目を見開いた。

　アテナが、危機に陥っている？

「数日前から、『闇やみ』の侵攻が加速したんだ。これまでにないくらい大規模なその猛攻に、我々は守勢を強いられるばかりだったんだが、その状況を打破するため、アテナは死力を尽くしてくれたんだ。不眠不休で戦い、がむしゃらに『闇やみ』を打ち倒していき、……だがそのせいで、心身ともに大きな負担がかかっていたのだろう。ちょっとした隙すきを突かれた際に、深手を負ってしまったのさ」

「……深手って？」

「見れば分かるよ」

　ニャンチャッテ様の歩く先には、石造りの大きな建物がある。

　僕たちは彼女に続いてその中に入り、室内を黙々と進む。

　そうして、たどり着いた一室に、見知った人の姿があったんだ。

「アテナ！」

　思わず叫び、彼女の側そばに駆け寄る。

　簡素なベッドの上に寝かされているアテナは、目を閉じ、眠りについているようだ。

　ただ、その表情は苦く悶もんに満ちていて、まるで夢の中で何かと戦っているようにも見える。

「外傷はないが、彼女の心は今、闇やみに支配されかけている。全身を毒に蝕むしばまれているようなものだと考えて欲しい。このままだと、やがて彼女は正気を失い、闇やみの一員として世界の破壊に乗り出すこととなるだろう。──『完璧な勇者パーフエクトヒロイン』が、闇やみの手先になる。そんな事態だけは絶対に避けなければならない。だからこそ、佐さ倉くら君を呼んだんだ」

　ニャンチャッテ様は親指で出口を差し、言葉を続ける。

「さっきまでいた場所は、アテナが『向こうの世界』に戻るための儀式の部屋だよ。彼女との約束の日時になれば、きっと佐さ倉くら君は現れる。そう思って私はあの部屋で『扉』を開き、近くにいるはずの君に呼びかけたのさ」

「……その結果、あたしも巻き込まれたってことか」

　そのとき、僕たちの会話に明日あす華かが割り込んできた。

「ああ、そうだね。さっきも言ったけど、君まで巻き込んでしまったことは本当に申し訳なく思っているんだよ。状況が状況だから、今すぐにというわけにはいかないが、事態が落ち着いたら必ず元の世界に戻す。そのことは約束するよ」

「あたしのことはいいよ。問題は、そいつだ」

　明日あす華かは頭をかきつつ、面倒くさそうな仕草でアテナを指差す。

「そいつが戦えなくなったから、和泉いずみを呼び出したんだよな。目覚めさせるためには、和泉いずみの力が必要だからだ。そうだよな？」

「その通りだ」

「おかしいだろ、それ。お前が戦えよ」

　有う無むを言わせない発言に、ニャンチャッテ様は口をつぐんだ。

「和泉いずみから話は聞いてるよ。大賢者様とやらなんだよな？　つまり、そう呼ばれるだけの力を持ってるってことだ。それなのに、どうして自分で戦わねえんだ？　こいつが、勇者とやらが、こんなにも苦しんでるのに、まだ戦わせようってのか？」

「……」

　間近に迫られ、ニャンチャッテ様は押し黙る。

「お前らにとって、こいつは大事な存在なんだろ？　だったら、支えてやれよ。ピンチのときこそさ。大賢者なんだから、魔法とか、色々、使えるんだろ？」

「……確かに私は大賢者と呼ばれているし、古こ今こん東とう西ざいのあらゆる魔法を取得してきたつもりだよ。その中には戦いに活用できる物も、たくさんある」

「だったら──」

「でもね、もう使えないんだ」

　明日あす華かの言葉をさえぎって、ニャンチャッテ様は自分の身体からだに巻いていたローブに手をかけ、ゆっくりと地面に落とした。

　あらわになったのは、彼女の裸体だ。

　白く滑らかな肌が目に飛び込んできて、思わず目をそらしたが、

「佐さ倉くら君も、しっかり見ておいてくれ」

　はっきりとした口調で言われて、恐る恐る視線を戻す。

　そして、言葉を失った。

　ニャンチャッテ様の身体からだには、無数の宝石が埋め込まれていたからだ。

　大小、様々な宝石は、どれもが深くて濃い光を放っており、その中には強い力が宿っているだろうことが、容易に想像できる。

「契約の対価だよ。アテナは記録と記憶を、私は肉体を、それぞれ支払い、勇者という存在を作り出したのさ」

「肉体を、対価に？」

「ああ。今は魔法石を臓ぞう腑ふの代わりにして、なんとか生きながらえている状態なのさ。だから、私はもう戦えないんだ。強力な魔法は、それだけ肉体にも負荷がかかるからね」

　さらりと語られたその言葉に、僕たちは何も言えず、ただ見つめ返すことしかできなかった。

　その反応に満足したのか、彼女はうんうんとうなずき、衣服を元に戻しつつ、

「それに、身体からだが万全だったとしても、私の魔法は『闇やみ』に通用しないんだ」
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　淡々とした口調で続ける。

「私の、ではなく、この世界の、と言うべきか。だから厄介なのさ。自分たちの力でなんとかできるのなら、わざわざ異世界から勇者を選び出したりはしないよ。『闇やみ』を退けるためには、この世界の理ことわりから外れた力が必要だった。『完璧な勇者パーフエクトヒロイン』に……、姫ひめ咲さきアテナに戦ってもらうしかないから、私はその可能性を追い求めたまでさ」

「……そのことを、こいつは納得してるのかよ」

　ニャンチャッテ様を見つめつつ、明日あす華かはアテナを指差した。

「お前らの事情は分かったよ。だけど、こいつにはなんのメリットもねえじゃねえか。それなのに、どうしてそんな理不尽な契約を交わしたんだ？　もしかして、こいつには正確なことを伝えてないんじゃないのか？」

「なぜそこまで、アテナに肩入れするんだい？」

「……あぁ？」

　すました顔で尋ね返され、明日あす華かはわずかにたじろいだが、

「……話をそらすな、と言いたいところだけど、正直、あたしも分からねえよ。ただ、放っておけないんだよ、こいつのことを。なんだか無性に、気になるんだ」

　頭をかき、明日あす華かは苛いら立だたしげに背を向けた。

　そうして、誰だれもが口を閉ざし、この場には一瞬、静寂が訪れる。

「メリットはある」

　沈黙を破ったのは、ニャンチャッテ様の言葉だった。

「我々の住む世界と、君たちの住む世界には、かすかにだが『つながり』があるんだ。だからこそ、両者を行き来できる。お互いにまったく無関係な世界だったら、探知することすらできないからね。陳腐な説明になるが、いわゆる並行世界というやつさ。こちらの世界での私が、君たちの世界での誰だれかだったりするかもしれない。あるいはこちらの世界にも、別の君たちが、別の姿で存在しているかもしれない」

　僕たちを見つめつつ、彼女は軽く首を振る。

「長くなるから詳細は省くが、とにかく、二つの世界にはなんらかの関係があるんだ。そして関係があるということは、影響を及ぼすということでもある。良くも悪くもね」

「影響って、なんだ？」

「こちらの世界で良い出来事が起きれば、君たちの世界でも良い出来事が起きる。その逆もまた然しかり、というわけさ。もちろんこれは、『基本的には』という前提の話ではある。けれど、その考え方を信じてくれるのなら、一つの答えが浮かび上がるはずだ。すなわち、こちらの世界が『闇やみ』に覆われ、滅びるようなことがあれば、君たちの世界も深刻な影響を受けるだろう、とね」

「……そうならないように、こいつは、姫ひめ咲さきアテナは、勇者になろうと思ったってことか？」

「アテナが何を考えて、何を願っていたのか、その本当のところは私にも分からない。でも、彼女は常つね日ひ頃ごろから言っていたよ。『守りたい人がいる』と」

　──その一言に、僕の鼓動が跳ね上がった。

　まるで自分の名を呼ばれたような気がしたからだ。

「その人が誰だれなのか、『つながり』をなくした今となっては分からないことだ。きっと、彼女自身もはっきりとは覚えてないのだろう。だけど、その思いが彼女の原動力になっていることは間違いないだろうね」

「……何を、他人ひと事ごとみたいに、言ってやがんだ」

　話を聞いていた明日あす華かが、ゆっくりとした動作でニャンチャッテ様の胸倉をつかむ。

「その『つながり』とやらをなくさせたのは、お前だろうが！」

「そういう話は、後でいくらでも聞くよ。報いを受けるべきなら、なんだって受けてやる。だから、アテナを助けてやってくれないか？　頼む、お願いだ」

　ニャンチャッテ様は抵抗もせず、目を閉じてうなだれた。

「……」

　そんな彼女を、明日あす華かはじっとにらんでいたが、

「和泉いずみ、お前はどうしたい？」

　目をそらさずに、僕へ問いかける。

「話を聞く限りじゃ、あたしにとっても他人ひと事ごとじゃねえ。でも、呼ばれたのはお前なんだろ？　お前が決めなきゃいけねえんだ」

「……ああ」

　黙って話を聞いていたけど、でも、何も考えてなかったわけじゃない。

　結論はすでに出ている。

「──けど、本当に僕なんかでいいのか？」

　それでも、口から出てきたのはそんな言葉だった。

「アテナは言ってたんだ。もう会えないって。それって、会いたくないってことだろ？　鈍感な僕にでも、それくらいは分かるよ。そんな僕が、アテナのために何かをしてもいいのかって、そのことが不安なんだ」

　言い終えると、奇妙な沈黙が訪れた。

　その静けさは非常に気まずくて、僕は視線をさまよわせたが、

「やれやれ」

　ニャンチャッテ様がすぐに口を開き、見下したようにため息を吐つく。

「君たちの間で、どんなやり取りがあったのかは知らないよ。でもね、本当に会いたくないのなら、君との『つながり』を絶つはずだろう？」

「……あっ」

「そうしなかったのは、心の中では君との再会を願っていたからじゃないのかい？」

　それは、確かに、そうかもしれない。

「後ろめたさを覚える必要なんてないよ。君は君がしたいことを、そのまま願えばいいんだ。どんな結論だろうと、私はそのまま受け止めるよ」

　……ニャンチャッテ様が語ったことは、あくまでも彼女個人の意見だ。

　アテナ自身がどう思っているのかなんて、今は分からない。

　それでも、僕は顔を上げて、

「アテナを助ける」

　はっきりとした口調で、そう答えた。

「いいのか？　多分、きつい思いをすることになるはずだぞ。何しろ、世界を救う手伝いなんだからな」

　明日あす華かの忠告にも、僕は首を横に振る。

「分かってる。でも、このまま放っておけば、僕たちが住む世界でも悪いことが起きるかもしれないんだよね？　だったら、やるしかないじゃないか。きっとアテナも、同じようなことを考えて、決断したんだと思う」

「ん……、まあ、そうだろうけどよ」

「それに」

　軽く頭を振ってから、前を見つめて、僕は言った。

「夢の中でくらい、僕もヒーローになっていいはずだろ？」

「…………は？」

　だが、明日あす華かは頭にはてなマークを浮かべ、首を傾かしげる。

「ゆ、夢の中で？」

「ああ。だって僕は今、夢を見ているんだから。登場人物である明日あす華かにこんなことを説明しても、どうしようもないのかもしれないけどさ」

「………………あっ」

　僕の言葉を頭の中で反はん芻すうしていた彼女は、やがて感嘆の声を上げ、

「あ、ああ、なるほど、そういうことか……。お前がどういう状況に陥ってるのか、ようやく、ようやく全てを理解できたよ」

　驚きと戸惑いの混じった口調で、こちらを見つめ返した。

　その唇はかすかに震えていて、何かを振り払うかのように、明日あす華かは何度も首を振る。

「……でも、それも含めて、やっぱりあたしの責任なんだよな」

　しかし、小さくつぶやくと、顔を上げ、

「あたしが支えてやる」

　そう言って、自分の胸を強く叩たたいた。

「さ、支える？」

「いいか、夢の中だからといって、やり直しが利くとは思うなよ？　失敗したら、取り返しがつかないことになる。それくらいの覚悟で臨め。……プレッシャーをかけたくはないけどさ、それだけ大事な場面ってことだ。分かるよな？」

「──ああ、分かってる」

　まっすぐに見つめられ、ゆっくりとうなずく。

　元より、覚悟はできている。

　公園で『闇やみ』に襲われたときと同じだ。たとえ夢の中での出来事だろうと、場合によっては命に関わる事態に陥るかもしれない。

　だとしても、今、胸に抱いている気持ちは確かだ。

　アテナを助けたい。

　その思いが、僕を突き動かしているんだ。

「それに、明日あす華かの言うことは、いつでも正しいもんな」

「あ？」

　僕のつぶやきに、明日あす華かは眉まゆをひそめるが、それには答えず、軽く首を横に振る。

　そう。明日あす華かはいつでも正しい。

　夢の中でも、いや、夢の中だからこそ、僕の願望がそのまま反映されていると考えるべきだ。

　明日あす華かはいつでも、正しくなくちゃいけないんだ。

　──けれど、ふと思う。

　違うんじゃないか、と。

　成なる宮みや明日あす華かはいつでも正しい。そう信じていたし、頼りにもしていた。

　でもその気持ちは、いつの間にか盲信や依存にすり替わっていなかったか？

　僕たちは本当に、対等な関係だったと言えるのか？

　卒業式前日の、あのときだってそうだ。

　思考を停止し、明日あす華かの判断に全てを委ゆだねようとしていなかったか？

　もしかしたら、僕のそういう思いが伝わったからこそ、その性しよう根ねを叩たたき直なおすために、彼女はあんなことを言ったんじゃないか？

　決して本心なんかじゃなく、悪気もなく、ただのアドバイスとして。

　……いや、それも僕にとっては都合のいい想像か。

　結局のところ、明日あす華かの気持ちは、明日あす華かにしか分からないんだ。

　そのことは、僕が何をどう考えても、どうにもならない。

　いずれにせよ、今は余計なことを気にせず、やるべきことをやるだけだ。

「……それで、どうすればいいんだ？」

　静かに息を整え、ニャンチャッテ様に尋ねると、彼女は表情を引き締め、アテナを指差す。

「手を重ねて欲しい」

「手を？」

「二人の間にある『つながり』を強化し、心の中に入り込んでもらいたいんだ。細かい調整はこちらでする。君はアテナを説得して、闇やみの底から救い出してきて欲しい」

「僕が説得すれば、アテナは助かる？」

「はっきりしたことは言えない。ただ、その可能性に賭かけてみるしかないんだ。その際は当然、佐さ倉くら君が『闇やみ』と直接、対たい峙じするということでもある。そのときには大きな困難が伴うだろう。そのことを承知の上で、頼まれてくれないか？」

「僕と明日あす華かの会話、聞いてたんだろ？　気持ちは変わらないよ」

「……よろしく頼む」

　深く頭を下げてから、ニャンチャッテ様は口の中で何かを唱える。

　すると次の瞬間、僕とアテナの右手のひらが、同時に輝いた。

　驚きつつも、僕はその手を、アテナの手に重ねる。

　刹せつ那な、全身を衝撃が襲った。

「ぐっ！」

　そのあまりもの勢いに、あっという間に頭の中が白く染まっていく。

　消えゆく意識の中、空いた手を、誰だれかが握ったような気がした。
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　目を開けたとき、飛び込んできたのは、さっきまでとはまるで異なる光景だ。

　濁った世界。

　そう表現するのが適切かもしれない。

　辺り一面に薄暗い靄もやのようなものが広がっていて、かなり視界が悪い。さらに重力がほとんどないのか、まるで宙に浮いているかのような不思議な感覚が、全身に広がっていた。

　何か異変が起きると覚悟はしていたものの、それでも驚きは拭ぬぐい切れず、僕は落ち着きなく周囲を見渡す。

　するとすぐ近くに、見知った姿を見つけた。

　アテナだ。

　彼女はいつもの露出の多い衣装を着たまま、ヒザを抱え、この空間の中を揺蕩たゆたっている。

　僕は必死に手足を動かし、泳ぐようにして彼女の側そばへと近づいた。

　間近で見て、すぐに理解する。

　アテナの中に、『闇やみ』が侵入していることを。

　彼女の真っ白な肌は少しずつ黒ずんでいき、やがては全身に広がりそうな勢いだ。このまま放っておくわけにはいかない。

　──頭の片隅では、この事態を冷静に見つめる自分もいる。

　ベタな展開だ、と。

　理想の女の子が目の前に現れて、一緒に過ごしているうちに仲良くなり、挙句の果てには、その子を救うために異世界まで飛ばされる。

　でも、それも当然だ。

　所しよ詮せんは、僕の頭の中で起きている出来事でしかないのだから。

　ちっぽけな僕には、ちっぽけな物語しか生み出せない。その事実をまざまざと見せつけられているということでもある。

　だからどうした。

　どれだけベタで、ありがちで、ちっぽけな物語だとしても、そんなことはどうでもいい。

　目の前にはアテナがいて、彼女は今、苦しんでいるんだ。

　僕が戦う理由は、それだけで充分だ。

「アテナ」

　名を呼び、彼女の手にそっと触れる。

「っ！」

　刹せつ那な、全身に衝撃が走った。

『闇やみ』が僕の中にまで入り込んできたんだ。

　その痛みと苦しみはすさまじく、言葉にもできないほど壮絶なもので、僕はすぐにでも手を離したい衝動にかられる。

　……けれど、同時に理解していた。

　決して論理的な解釈じゃない。

　ただの直感だけど、でも、確かな感覚。

　この『闇やみ』は、僕自身なんだ。

　ニャンチャッテ様は言っていた。この世界と、僕たちの住む世界は、つながっていると。

　だからきっとこの『闇やみ』は、この世界における僕なんだ。

　この世界の僕も、おそらく色々と苦しい経験をしたのだろう。もしかしたらそれは僕なんかとは比べものにならないくらい、そして想像もできないくらい、厳しいものだったのかもしれない。その結果、負の感情が形を変えて、闇やみそのものとなり、世界を滅ぼすほどの存在に膨れ上がった。

　そんな直感が、頭によぎったんだ。

　だとしたら、直面しているこの事態は、他人ひと事ごとじゃない。

　少し違えば、僕もこうなっていたのかもしれないのだから。

　世界を滅ぼすほどの存在とまではいかなくても、身近にいる人を傷つけるような、取り返しのつかないような事件を起こしていた可能性があるわけで。

　それこそ、公園で遊ぶ小学生に襲いかかるような……。

　もちろんそれは『たられば』の話だけど、問題はそこじゃない。

　大事なのは、この『闇やみ』を止められるのが、僕しかいないということだ。

　僕のことを本当に理解できるのは、僕だけなのだから。

「……びびるな」

　誰だれに聞かせるでもなくつぶやき、握る手の力を強くする。

　衝撃はさらに強くなるが、それでも僕はひるまなかった。

　さらに力を込めて、アテナごと抱きしめる。

　彼女にかけるべき言葉は、何も思い浮かばなかった。

　今の僕に言えることなんて、何もない。

　ただ、無理やり作った笑顔を向けるだけだ。

　アテナを抱きしめつつ、僕は心の中で叫ぶ。

　大だい丈じよう夫ぶだ、と。

　この世界の僕は、あらゆる物事に絶望し、何もかもを見失っているのかもしれない。

　その気持ちは、少しだけなら分かる。

　だけど、絶望する必要なんてないんだ。

　だって、この僕でさえ、アテナに出会えたんだ。

　たとえ幻覚だろうと、理想の女の子に会えたんだから。

　僕のような人に対して、きっと世間は厳しい目を向けるだろう。

　空想の中に逃げていると、蔑さげすむかもしれない。

　でも、そんな眼差まなざしに構う必要もないんだ。

　逃げてもいい。そのことで、自分の心が救われるのなら、見知らぬ誰だれかの意見なんてクソ食らえだ。

　生きていれば、いつかいいことがあるだなんて、そんな無責任なことまでは言えないけど、でも、何かが起きる可能性だけはある。

　実際、僕はアテナと出会えたからこそ、幼おさな馴な染じみと再び話す機会も生まれたんだから。

「ぐうっ！」

　そんな僕の思いが、どれだけ伝わったのかは分からないが、『闇やみ』の猛攻はさらに強まった。

「ぐ、う、うああああああああああああああああっ！」

　皮膚が焼かれ、肉が弾はじけ、身体からだの中がぐちゃぐちゃにかき回される。

　生死に直結しそうなほどの痛みが全身を襲い、次第に何も考えられなくなってきた。

　それでも、アテナを抱きかかえる手は緩めない。

　もう会えないと思っていた。

　けれど、彼女はここにいる。

　姫ひめ咲さきアテナは、ここにいるんだ！

「う……、ん……、あ、あああ、あああああっ……！」

　やがて意識は白濁していく。

　薄れゆく心の中、浮かんでくるのは、かつての思い出だった。







　──それは、不思議な感覚だった。

　夢の中でさらに夢を見ているのか、それとも別の夢が混ざっているのか、その詳細は分からないけど、いずれにせよ、全ては夢なんだから整合性が取れなくてもいい。

　とにかく僕は、あの頃ころの、あの場面に立っていた。

　小学生の頃ころ、僕は明日あす華かと一緒に過ごすことが多かった。あの頃ころのあいつは誰だれよりも目立っていて、行動力とカリスマ性を備えた、圧倒的な存在だったと思う。

　対して、僕は人見知りが激しく、運動も勉強も全然ダメダメで、彼女とは真逆な立ち位置にいたんだけど、なぜかあいつとは妙に波長が合ったんだよな。

　その理由が、僕にはずっと分からなかった。

　全く正反対な二人だったからこそ、逆に上手うまくいったんだと、そう解釈したりもした。

　でも、違ったんだ。

　僕たち二人をつなぐ存在がいたからこそ、あの無敵な日々があったんだ。

　そう。僕たちは『コンビ』じゃなくて、『トリオ』だったんだ。

　少なくとも、今、見ている夢の中では、そういうことになっている。

　なぜなら、僕と仲が良かったもう一人の人物──姫ひめ咲さきアテナが、目の前に立っているのだから。

「佐さ倉くら君」

　卒業式前日の放課後、教室に残っていた僕の名を、彼女は口にした。

　ホームルームが終わってすぐに、『話がある』とささやかれて、僕は一人で待っていたんだ。

「いきなりで、ごめんなさい。でも、どうしても佐さ倉くら君には伝えておきたくて」

　アテナと出会ったのは小学校に入ってからで、その頃ころの彼女は今と違って、あまり活発ではなかったと思う。

　大人おとなしくて、目立たなくて、でも、人の和を重んじる性格で……。

　そんな彼女だからこそ、僕のような人にも細やかな気遣いを向けていてくれたし、明日あす華かに対しても物もの怖おじしなかったんだ。

　僕と明日あす華かは、言ってみれば『友達の友達』みたいな関係で、まともに会話をすることもなかったわけだけど、でも、接点がある以上、いつかは『その日』が訪れる。

　今にして思えば、それはアテナが計画的にセッティングしたのかもしれないし、あるいは、ただの偶然かもしれない。

　正確な日付も覚えてないけど、ある日、三人で一緒に遊ぶ機会があったんだ。

　近所の公園で顔を合わせた僕たちは、いくらかの気まずさを覚えながらも、姫ひめ咲さきアテナという存在を介することで楽しい時間を過ごした。そして、その日が転機となって、新しい生活が始まったんだ。

　何も恐れるものがない、最高の小学生時代。

　その卒業式前日に、アテナは僕に向かって言った。

「好きです」

　顔を真まっ赤かに染めて、彼女はまっすぐにこちらを見つめる。

「ずっとずっと、好きでした。佐さ倉くら和泉いずみ君のことが、大好きです！」
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　かすれそうな声でそう告げると、アテナはすぐに背を向け、教室の外へと駆け出していく。

　僕はその背中を、ただ見つめることしかできなかった。

　焦あせり、戸惑い、動揺、困惑。

　そんな様々な感情が胸の中で渦巻き、同時に、少しずつ鼓動が高まっていく。

　──意識してなかったと言えばウソになる。

　優しくて、穏やかで、時折見せてくれる笑顔はとても華やかで、何より彼女は、僕の世界に彩いろどりを与えてくれた人だったから。

　本当なら、すぐにでも追いかけるべきだったのだろう。

　必死で走って追いつき、無理にでも呼び止め、返事を伝えるべきだったんだと思う。

　でも、冷静さを完全に失っていた僕が向かったのは、明日あす華かの家だった。

　すでに帰宅していた彼女を公園まで連れ出し、そこで僕たちは向かい合う。

「で、どうしたんだ？」

　気さくな笑みを浮かべ、明日あす華かはハーフパンツのポケットに手を突っ込む。

「もしかして、いたずらの相談か？　明日あしたは卒業式だし、何か派手なことをやらかしてみるのも悪くねえな。そうだな、たとえば校長のスピーチ中に──」

「こ、告白、されたんだ」

　彼女の言葉を遮り、僕は短く伝えた。

「……」

　明日あす華かは一瞬、動きを止めたが、すぐに小さく頭を振る。

「アテナか？」

「う、うん」

　僕はうなずき、さらに尋ねた。

「どうしたらいいかな？」

　そのときの僕は、切実な気持ちでその問いを口にしたつもりだった。でも、それも思い返してみれば、無責任な発言だったんだよな。

　そんな大事なことは、自分で考えて、自分で決めなきゃいけないのに。

　だからこそ、というべきだろうか。

　僕が報いを受けるのは、当然だったのかもしれない。

「ひ、引っかかったな、バカめ！」

　明日あす華かはいきなりこちらをにらみ、人差し指を突き付けた。

「全部、ウソだよ、ウソ！　あたしが考えた、卒業前のドッキリイベントさ！」

　突然の種明かしに、僕は頭の中が真っ白になる。

「えっ、じゃ、じゃあ、さっきのあれは、明日あす香かがアテナに頼んで……」

「そ、そうだよ！　勘違いしてんじゃねえよ！」

　少し言葉を詰まらせながらも、明日あす華かは言った。

「お、お、お前を好きになる女の子なんて、いるわけないだろ！」

　もしかしたらそのときの明日あす華かも、なんらかの理由で冷静じゃなかったのかもしれないし、動揺したせいで心にもないことを口にしたのかもしれない。

　けれど、当時の僕は言われたことを、そのまま受け止めるしかなかった。

「……そっか」

　だから、僕は短くつぶやき、その場を後にする。

「な、なんちゃってな。い、今のは、その──って、お、おい、和泉いずみ！」

　背後では明日あす華かがまだ何かを言っていた気がするけど、その詳しい内容も、僕の耳には届かなかった。




　　　　　３




　目を開けたとき、頰ほおに伝わってきたのは柔らかな感触だ。

　その優しさに満ちた柔らかさは、あらゆる抵抗が無意味だと思えるほどに心地ここちよくて、僕は身動きすることすらかなわず、そのままいつまでも快楽に溺おぼれていたいという感情に支配されかける。

「ん……」

「っ！」

　だけど、聞き覚えのある声が耳に届いた瞬間、意識が覚かく醒せいし、慌てて起き上がった。

　視界に飛び込んでくるのは、アテナの姿だ。

　えっ、ど、どういうことだ？

　ひょっとして、僕はアテナの上に、倒れ込んでいた？

　じゃ、じゃあ、今のは、もしかして、アテナの素肌に直接触れていた、ということか？

　で、でも、それって、ど、どこに？

「何を焦あせってんだよ」

「ふあえっ!?」

　背後からの問いかけに、僕は今度こそ高い声を漏らした。

　恐る恐る振り返ると、こちらを見下ろす明日あす華かの姿が飛び込んでくる。

「……なあ、和泉いずみ」

　彼女は何かを言おうとして、しかしその視線は、すぐに僕の向こう側へと向けられた。

　僕は再び振り返る。

「おはようございます」

　上半身を起こしたアテナが、かすかな笑みを浮かべてこちらを見つめていた。

「──夢を見ていました」

　僕たちを交互に見やってから、彼女は続ける。

「勇者になる前の頃ころ、仲の良かった人たちと、一緒に過ごしている夢です。その夢の中には、佐さ倉くら君と……」

　アテナは明日あす華かを見上げ、

「成なる宮みやさん、ですよね？」

「……ああ、そうだ」

「やっぱり。ふと、そんな名前が浮かんだんです」

　そう言って、にっこりと笑った。

「夢の中には、佐さ倉くら君と成なる宮みやさんがいました。不思議ですよね。佐さ倉くら君とは最近会ったばかりですし、成なる宮みやさんとは今日きようが初対面なのに」

「不思議じゃねえよ」

　アテナのつぶやきに、明日あす華かは首を横に振る。

「あたしもなぜか、初対面とは思えないんだ。和泉いずみから、事前に話を聞いていたからかもな。でも……、いや……、だからこそ、か」

　彼女は顔に手を当てると、しかめっ面つらのまま、深く頭を下げた。

「ごめん」

「えっ？」

　突然のことにアテナは驚くが、明日あす華かは構わず続ける。

「あたしも、夢を見たんだ。その夢はあたしの頭の中にある記憶と少し違ってて、思い出してみるとずいぶん違和感があるんだけど……、でも、あれが真実なら、あたしはあんたにも謝らなきゃいけないんだ。謝ったところで、あたしがひどいことをしたっていう事実は変わらないんだけどさ……」

　顔をしかめる明日あす華かの前で、それでもアテナは笑みを浮かべた。

「成なる宮みやさんがどんな夢を見たのかは分かりませんけど、でも、気にする必要はないと思います。だって、結局は夢の中の話なんですから」

「……そう、なのかな？」

「はい。仮にその夢が真実だったとしても、それは過去の話ですよね。だとしたら、わたしは気にしません。今は目の前にある現実と向き合い、未来を手に入れることの方が大事です」

　アテナは立ち上がり、こちらを見つめる。

「佐さ倉くら君が助けてくれたんですよね？」

　返事も聞かずに、彼女は深く頭を下げた。

「あのままだとわたしの心は、闇やみに支配されていたはずです。本当にありがとうございました」

　アテナは顔を上げ、その表情を見た瞬間、僕は確信する。

　覚悟を決めたのだ、と。

「決着をつけに行くんだね？」

「はい」

　尋ねると、彼女は即答した。

「おそらく、今までで一番激しい戦いになるでしょう。無事に戻ってこれるかどうかも分かりません。でも、大だい丈じよう夫ぶです。佐さ倉くら君から、勇気をもらいましたから」

　アテナはわずかに眉まゆをひそめ、視線を落とす。

「……一方的にさよならしておいて、それなのに助けてもらって、本当にわたしはダメダメです。勇者を名乗る資格なんてないのかもしれません。けれど、こんなわたしでも、応援してくれますか？」

「当たり前だよ」

　今度はこちらが即答する番だった。

（君のためなら、どんな困難にも立ち向かってみせる）

　そんなセリフは恥ずかしすぎて、とても口には出せないけど、

「アテナ」

　僕は彼女の名を呼び、まっすぐに見つめた。

「この世界の『闇やみ』は、きっと他人との接し方が分からないんだ。不器用で、臆おく病びようで……、そのせいで心のバランスを崩して、こういう事態になったんだと思う。もちろん、援護するつもりはない。過程がどうあれ、招いた結果は受け入れるべきだから」

　アテナもこちらを見つめ、静かに話を聞いている。

「だから、『闇やみ』と直接対たい峙じしたときは、迷わずに動いて欲しいんだ。たとえどんな真実が待ち受けていたとしても、手を緩めないで欲しい。そうすることが、『闇やみ』にとっても……、いや、この世界にとっても、救いとなるはずだから。……きっと君ならできる。僕はそう信じてる」

「──はい！」

　彼女は力強くうなずくと、右手を差し出してきた。

　僕も右手を差し出し、静かに握手を交わす。

「成なる宮みやさんも」

　と、アテナは明日あす華かを呼ぶと、彼女に向かって左手を広げた。

　突然のことに、明日あす華かは驚きつつも、

「……ん」

　ためらいがちに左手を出し、二人は手を重ねる。

「っと」

「うわっ」

　アテナは僕たちの手を握ったまま、自分の元に引き寄せ、

「わたし、佐さ倉くら君たちに会えて良かったです！」

　はっきりと聞こえる声で、言った。

「過去に何があったのか、未来に何が起きるのか、わたしなんかには分かりません。だけど、ここで今、わたしたちは、同じ時を生きています。それだけは確かです。それだけで充分です」

　彼女はもう一度ゆっくりと、首を縦に振る。

「だからわたし、がんばりますね！」

　その表情は輝きに満ちていて、不安なんて欠片かけらもなさそうだ。

　僕と明日あす華かは軽く顔を見合わせてから、アテナに視線を戻し、同時にうなずく。

「僕も、アテナに会えて良かったよ」

「あたしもさ」

「……うん」

　僕たちの言葉に、彼女は少しだけ身体からだを揺らせ、小さなつぶやきを漏らした。

「では、行ってきます！」

　アテナは両手を離すと、ニャンチャッテ様に目を向け、口元を緩ませる。

　そして僕たちをもう一度見つめ、満面に笑みを浮かべた。

　──次の瞬間、彼女の姿は霧散する。

　戦地へと旅立ったのだ。

　ほぼ同時に、今度は僕たち二人の身体からだが、淡い光に包まれる。

「時間切れだ」

　ニャンチャッテ様は短く言葉を発し、その一言で事態を察した。

　元の世界に戻らなければならない。

　つまり、夢から覚めなければならない瞬間が迫っているんだ。

「色々と言いそびれたことも多いが、それはまたの機会ということで許してもらいたい。いずれにせよ、心から感謝している。ありがとう」

「役に立てたのなら、それでいいよ」

　僕は僕にできることを、やっただけなのだから。

「……最後に、一つだけいいかな？」

　軽やかな口調のまま、ニャンチャッテ様はこちらに近づき、穏やかな目で僕を見つめる。

「警戒する必要はないよ。ただのアドバイスさ」

　そう言って彼女は、軽く肩をすくめた。

「思ったんだよ。君は、自分で考えているほど、周囲から疎うとまれてないんじゃないかってね」

「えっ」

「だって、そうだろう？　周囲の人に直接聞いてみたことがあるかい？　もしかしたら、ただ近寄りがたいと思われているだけかもしれないじゃないか」

「ん、それは……」

「もちろん、本当のことは分からないよ。でも、だからこそ、人はコミュニケーションを取るんだろ？」

　……それは、確かに、そうかもしれない。

「努力を強要するつもりはないさ。ただ、過去がどうあれ、君の前にはいくつもの未来が開かれている。その可能性だけは、常に忘れないでいて欲しい」

「……覚えておくよ」

　僕が答えると、彼女は笑みを浮かべたまま、その目を明日あす華かに向ける。

「君も、がんばりたまえ。今のままだと、形勢は危ういぞ」

「……なんのことだ？」

「ふむ、誤魔化す余裕はあるんだね。まあいいさ。全ては君自身が決めた生き方だ。心の赴おもむくままに日々を過ごしたまえ」

　明日あす華かは反論の言葉を述べようとしたけど、僕たちを覆う光はさらに強くなり、指の先すら動かせなくなる。

「では、さらばだ」

　真っ白に薄れていく景色けしきの中、ニャンチャッテ様はそれだけを言って、軽く手を振った。

　お別れの挨あい拶さつにしては、やけにあっさりした言葉だ。

　けれど彼女の表情は、どこまでも慈愛に満ちている。

　だから僕は、まっすぐにニャンチャッテ様を見つめ、

（アテナによろしく）

　心の中で、そうつぶやいた。







　目を開けたとき、視界に映ったのは、今度こそ見慣れた光景だった。

　夕暮れ時の廃はい墟きよ。時間はそれほど経たってないのか、まだ陽ひは落ちてない。

　それでも、やはり僕は気を失っていたみたいだ。うつ伏せに倒れていた身体からだを、ゆっくりと起こす。

「目、覚めたのか」

　そんな僕に、誰だれかが語りかけてきた。

　声のした方に顔を向けると、すぐ側そばに明日あす華かの姿がある。

「あたしも、さっきまで眠ってたみたいなんだ。まだ頭の中がぼうっとしてやがる」

　顔に手をやり、彼女は小さく声を漏らした。

「でも、なんとか戻ってこれたんだな、あたしたち」

　明日あす華かはぼんやりと空を見上げ、その目をこちらに向ける。

「お前は平気か？　身体からだはなんともないか？」

「ん、平気だよ」

　軽く腕や首を回してみたりするが、特に違和感はない。

　でも、それも当然だ。

　だって僕は、ただ気を失っていただけなんだから。

「夢を見ていたんだ」

「……あぁ？」

　僕の独り言に、明日あす華かは眉まゆをひそめる。

「些さ細さいな夢だよ。他の誰だれかにとってはどうでもいいような、ちっぽけな内容。だけど僕にとっては、それはとても大切な思い出だったんだ」

　彼女は僕の言葉に聞き入っていたが、

「……お前、まさか、あれが夢だったって言ってるのか？」

　突然、何かに気付いたかのように目を見開いた。

「お前が抱えている事情は、一応、理解できたつもりだよ。でもさ、それでいいのか？」

「それでいいのかって？」

　尋ね返すと、明日あす華かは顔をしかめて、目をそらす。

「あたしがとやかく言える立場じゃないってことは、分かってるさ。でも、あれが全部、夢だったってことでいいのか？　自分は幻覚を見ていただけってことにして、本当にそれでいいのかよ」

　よろけるようにして、彼女は僕の肩に両手を置く。

　その手は、細かく震えていた。

　明日あす華かが言いたいことは分かる。

　僕が置かれている状況は、日常から遠くかけ離れているものだと思うから。

　でも、だからこそ僕は、はっきりと答えた。

「それが、僕にとっての現実なんだから」

　姫ひめ咲さきアテナは実在しない。

　その事実から、僕は逃げない。

『夢の中で見た夢』だって、僕にとって都合のいいように記憶を改変させただけだ。

　異世界なんて存在しないし、無条件に僕を慕ってくれる幼おさな馴な染じみの女の子もいない。

　ましてや、その子が今は勇者として戦っているだなんて、そんな陳腐な物語、現実の世界にあるはずがないじゃないか。

　それこそ、アニメや漫画やライトノベルでもない限り。

「──でも、それでいいと思うんだ」

　と、僕は顔を上げ、明日あす華かをまっすぐに見つめた。

「っ!?」

　その行動が意外だったのか、彼女は目を丸くし、まじまじとこちらを見つめ返す。

「僕が見た夢は、些さ細さいで、ちっぽけで……、それでも、大切な思い出だったことは確かなんだ。ならば、夢で見たその思い出が、本当に本当だったと信じてもいいんじゃないかなって、そう思ったんだよ」

　僕の言葉に、明日あす華かは大きく目を見開いた。

「事の真相がどうであれ、自分の胸に抱いた思いは、自分で決めていいんだ。たとえ他の人にどう思われようとも、あるいは世界がどうなろうとも、自分の内に秘めている限り、その思いは誰だれにも邪魔されないんだから」

「……真実かどうかより、信じることの方が大切ってことか？」

「そういうことかもしれない」

　彼女の問いに、僕はうなずく。

「誰だれかに理解されたり、他人の目を気にしたりするのは、後回しでいい。それよりも、まずは自分なんだ。自分が納得できるかどうかなんだ。何が正しくて、何が間違っているのかなんて、自分で決めるしかない。だって僕の人生は、僕自身のものなんだから」

　そう。姫ひめ咲さきアテナが実在するかどうかは問題じゃない。

　たとえ実在しなくても、大切だという気持ちを、僕自身が持ち続ければいいんだ。

「……それが、お前のたどり着いた結論なんだな」

　明日あす華かは呆あきれた様子で頭を振り、でも、その表情はなぜか晴れやかだった。

「ずっと、ずっと悔やんでいたんだ。あのときの、あのことを。もう、お前に近づいちゃダメなんじゃないかって思っていたし、お前を苦しませてるのに、あたしだけ幸せになっちゃいけないって、自分で自分を戒めていたんだ」

　彼女は再び空を見上げ、口元に笑みを浮かべる。

「でも、和泉いずみは前に進んでるんだよな。たとえそれが、どんな形だろうと。だったら、あたしも立ち止まってちゃいけないか」

　髪をかき上げると、明日あす華かはこちらに向き直った。

「お前には、言わなきゃいけねえことがたくさんあるよ。それこそ、山ほどな。だけど、今、ここで言うのは、フェアじゃない気がするんだ。だって、あいつがいないんだから。……だから、何も言わねえよ。謝らないし、言い訳もしない。その代わりに、今のあたしにやれることを、全力でやる。それで勘弁してくれ」

　彼女が何を伝えたいのか、僕はその意味をほとんど理解できてなかったと思う。

　だけど、一つだけ分かったことがある。

　明日あす華かは明日あす華かで、大切にしたい思いがあるんだ。

　ならば、その思いを尊重するまでだ。

「じゃあな」

　言うだけを言うと、明日あす華かは背を向け、廃はい墟きよを後にする。

「うん、また」

　僕はその背中に手を振り、見送る。

　やがてその姿が見えなくなってから、僕も帰路についた。







　その日の夜、僕は夢を見た。

　当然、アテナの夢だ。

　最後の戦いに旅立った彼女は、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい死闘の末、『闇やみ』の本体を打ち倒す。

　そういう、シンプルでありきたりなクライマックスシーンだ。

『闇やみ』は滅び、世界には光が戻る。

　輝きに包まれる中、アテナの表情は、とても晴れやかだった。

　そんな彼女を眺めながら、僕は理解する。

　今度こそ本当に、全てが終わったんだと。

　そして同時に、感じていた。

　新しい日々が始まることを。










　　　終章




　早朝のジョギング中に、明日あす華かと遭遇した。

　それはまさに、遭遇としか言いようのないものだった。

　いつものように走っていると、あいつもジャージ姿でひょっこり現れたんだ。

　言葉も出ず、足を動かしながら見つめると、彼女はじっとりとした視線を返してくる。

「なんだよ」

「い、いや、びっくりしたから」

「あたしだって、走りたい気分のときがあるんだよ」

「う、うん」

　しばらくの間、僕たちは並んで走り続けた。

　会話もなく、ただただ静かな時間が流れるばかり。

　でも、決して居い心地ごこちは悪くなかった。

　昨日きのう、少し話せたからだろうか。以前まで感じていた壁のようなものが、なくなってる気がしたんだ。

　もしかしたらその壁は、僕が勝手に作って、勝手に怯おびえていただけなのかもしれないけど。

「今のお前を、あたしは肯定するよ」

　と、不意に明日あす華かが話しかけてくる。

「でもな、やっぱり放ってはおけないんだ」

　そう言って彼女は、小さな笑みを浮かべた。

「だから、あたしはあたしで好きにする。その結果どうなるのかなんて分からねえけど、まあ、なるようになるだろ」

　その表情を見ていると、あの頃ころの明日あす華かが戻ってきたように思えて、僕までつられて笑顔になる。

　がさつで、ぶっきらぼうで、それでいて根っこには、熱いハートがある。

　それが、僕の知っている成なる宮みや明日あす華かなんだ。

「明日あす華かがそうしたいのなら、それでいいと思うよ」

「……そうかよ」

　僕たちはお互いに視線を交わし、同時に小さくうなずき合った。

「おはようございま……、って、ふえっ？」

　そのとき、曲がり角からあおいちゃんが現れ、高い声を上げる。

「こ、こちらのお姉さんは？」

　僕の側そばに駆け寄りつつ、彼女は明日あす華かを見上げた。

　明日あす華かは明日あす華かで、あおいちゃんに興味深そうな目を向ける。

「和泉いずみ、知り合いか？」

「ああ、うん。あおいちゃんっていうんだ」

「そっか、よろしくな」

　気さくに話しかける明日あす華かに対して、あおいちゃんはなんだか警戒しているようだ。

「むぅ……、ここにきて新たな強敵の出現ですか……」

　よく分からないことをつぶやくと、あおいちゃんは僕を見つめ、

「私、負けませんから！　体力には自信ありますので！」

　叫ぶと同時に、全速力で駆けていった。

　その後ろ姿を、僕はただ見送ることしかできない。

「ははっ、お前も大変だな。まっ、あたしも他人ひと事ごとじゃねえけどな」

　明日あす華かは心から楽しげに笑ったが、僕には何がなんだか、さっぱり分からなかった。







「おかえり。ご飯できてるよ」

　ジョギングから帰ってくると、母はいつものように朝食を用意してくれていた。

　僕はつつがなく食事を済ませ、自室に戻って着替えてから、机に目を向ける。

　そして引き出しを開けると、⑦と書かれたノートをめくった。

　一番新しいページには、今朝けさ見た夢のことが書かれていて、その内容に思わず苦笑する。

　最後の最後まで、ベッタベタな展開だ。

　でも、だからこそあの世界には、光が戻ったんだ。

　ニャンチャッテ様たちが笑顔になれたのなら、それでいい。

　家を出る前、僕は台所に向かい、母の前に立った。

「母さん」

　朝のニュース番組を見ていた母は、呼びかけると目だけをこちらに向け、

「いつも、ありがとう」

　僕がそう言った瞬間、その瞳ひとみが大きく見開かれる。

　しかしそれも一瞬のことで、普段と変わらぬ表情に戻ると、大きく息を吐き、

「そういうセリフは、学校を卒業してから言いな」

　面倒くさそうに答えてから、またテレビへと視線を戻した。

「うん、そうだね。いってきます」

「いってらっしゃい」

　短く挨あい拶さつを交わし、玄関を後にする。

　空には太陽が昇り始めていて、その光景は、いつも以上に明るく見えた。







　その日の放課後、僕は職員室を訪れていた。

　向かった先は、国語担当の先生の席だ。

「佐さ倉くらか。どうしたんだ？」

　気難しいと評判の先生の前で、僕は要件を告げる。

「補習をして欲しい」と。

　これまでの遅れを取り戻したいという旨むねを、僕なりの言葉で伝えると、

「……分かった」

　先生は短く、了承の言葉を述べてくれた。

「ただ、今日きようは予定が入ってるからな。明日からでいいか？」

「はい。よろしくお願いします」

　深くおじぎをしてから、職員室の出口へと向かう。

　期末テストの時期が迫っていた。

　おそらくいくつかの科目は、赤点を避けられないとは思う。でも、できる限りのことはしておきたい。

　……いや、そうじゃないか。

　テストも大事だけど、それ以上に、僕は僕なりに、全力を尽くしたいんだ。

　そのための新たな一歩を、踏み出しただけ。

　ただそれだけのことだ。

「あら」

　職員室から出る間ま際ぎわ、五十嵐いがらし先生と目が合った。

　先生は笑顔でうなずき、僕も軽く頭を下げて応こたえる。

　どこまでできるのかは分からない。

　でも、やれるだけはやってみよう。







　そうして、日が暮れかける頃ころ、僕はあの廃はい墟きよの前にたどり着いていた。

　当然、誰だれもいない。いるはずがない。

　そもそも、今日きようは約束の曜日じゃない。

　だから、会えるはずがない。

　それでも、確信せずにはいられなかった。

　姫ひめ咲さきアテナはもう二度と、ここには現れないと。

　今朝けさ見た夢の中で、彼女は『闇やみ』との決着をつけた。ハッピーエンドを迎えたんだ。

　ならば、物語はそこでおしまい。それ以上は蛇だ足そくというものだ。

　覚悟はしていたから、何かを感じる必要もない。

　無言のまま、僕はその場を後にする。

　地元へと戻る電車に揺られながら、アテナと過ごした日々のことを思い出していた。

　会える時間は短かったし、彼女の想おもいをどれだけ理解できていたかは、今となっては不明だ。

　けれど、僕は確かに、アテナと共に時を過ごしたんだ。

　幻覚だろうがなんだろうが、それだけは確かなんだ。

　少なくとも、僕の中では。

　──だからこそ、瞼まぶたの間からは、自然と涙がこぼれてきた。

　その涙を拭ぬぐおうともせず、僕は窓の外を見つめる。

　突然泣き出した高校生のことを、周囲の乗客は奇妙な目で見ているだろう。

　だけど、僕は気にしない。

　恥じらいなんて、とっくに捨てていたから。







　家に着く頃ころには涙も枯れていたけど、きっとひどい顔をしていたと思う。

「おかえり。晩ご飯できてるよ」

　それでも母は詮せん索さくなどせず、いつも通りに接してくれた。

　その気遣いに応こたえる余裕もなく、僕は自室に向かい、ドアを開け、

「おかえりなさい」

　見知った顔に出迎えられ、全身が固まった。

「え、えっとですね、その、あまりにも突然すぎますよね、ごめんなさい。だ、だから、あの、説明させてください」

　長い黒髪を揺らすその子を、僕は茫ぼう然ぜんと見つめる。

「簡単に言いますと、『闇やみ』を一掃して、向こうの世界が一段落したおかげで、わたし、暇になったんです。まあ、その、ようするに、クビですね、はい」

　彼女は赤色を基調とした、きわめて露出の多い衣装を着ており、透き通るような白い素肌が目にまぶしい。

「だから、こっちの世界に戻ってきたんですけど、行くあてがありません。なので、勝手だとは思いましたけど、佐さ倉くら君との『つながり』を利用させてもらってここを突き止め、お部屋に上がらせてもらいました」

　スレンダーだけど、胸元には確かな大きさが備わっていて、その体形は絶妙に均整が取れている。

「それで、提案なんですけど、この家に居い候そうろうさせてもらえませんか？」

　彼女は一歩近づくと、上目遣いにそう言った。

「多分ですけど、佐さ倉くら君はまだ、わたしの実在を信じてませんよね？　だからこその提案です。同じ屋根の下で寝泊まりすれば、さすがに信じ──って、い、いや、あの、その、今のは言葉のあやと言いますか！」

　自分の発言で自爆して、顔を真まっ赤かに染めつつも、それでも彼女は言葉を続ける。

「も、もちろんタダでとは言いません。わたしにできることなら、なんでもします。勇者として培つちかってきた経験と技術を生かせば、きっとお役に立てるはずです！」

　彼女の話すことは、ほとんど頭の中に入ってこなかった。

　湧わき上がる感情を、抑え切れなかったから。

　──物語がハッピーエンドを迎えた以上、そこから先は蛇だ足そくというもの。

　ならばその先に待っているのは、グダグダで、結末の見えない、ただの日常だ。

　そして人はそれを、未来と呼ぶのだろう。

　まっすぐな瞳ひとみでこちらを見つめる彼女に、僕は言った。

「ただいま、アテナ」

　やれやれ。

　どうやら僕の幻想は、まだまだ続きそうだ。
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　　　あとがき




　はじめましての方も、そうでない方も、こんにちは、こんばんは。麻あさ宮みや楓かえでです。

　このたびは『姫ひめ咲さきアテナは実在しない。』をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

　前作『クローズドセブン』から一年経たちましたが、またこうして、新しい作品をお届けすることができました。それもこれも、全ては皆様のおかげです。少しでも楽しんでいただけると幸いです。

　相変わらずあとがきは苦手なので、何を書けばいいのかさっぱりですが、とりあえず今日きようもなんとか生きてます。近況報告でもできればいいんでしょうけど、暇さえあればゲームを遊んでばかりの毎日なので、取り立てて語ることもなく、どうしたものやら。




　今作について少しだけ触れると、構想段階では全く逆で、『姫ひめ咲さきアテナは実在する。』という感じの設定でした。その後、色々あって現在の形に仕上がったわけですが、紆う余よ曲きよく折せつを経た分、思い入れも大きいです。

　主人公の佐さ倉くら和泉いずみ君は、不器用で、頑固で、なかなか面倒めんどくさい奴やつですけど、どうか温かく見守っていただけると嬉うれしいです。よろしくお願いします。




　出版に当たり、多くの方のお世話になりました。

　担当の和わ田だ様。

　イラストのくうねりん様。

　その他、製作に携わってくださった全ての方。

　そして、読者の皆様方にも改めて感謝を。

　本当に、本当にありがとうございました！




　それでは、またいつかどこかでお会いしましょう。

　ご縁がありますように。





麻あさ宮みや　楓かえで
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麻あさ宮みや 楓かえで

大阪在住の世捨て人。たくさんの想いを込めて、この作品を書き上げました。至らない点もあるとは思いますが、読んでくださった皆様の心に、ほんの少しでも何かが残ることを願っています。
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イラスト／くうねりん

可愛い女の子と猫が心の支えです。死ぬまでに一度ライオンかトラを抱っこしたいひよっこイラストレーターです。たまに百合漫画も描いてます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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姫ひめ咲さきアテナは実じつ在ざいしない。








麻あさ宮みや 楓かえで
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